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平成３０年９月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成３０年９月７日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 小 野 周 一     副議長 小 関   淳 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   下  山  准  一  議員     ６番   小  野  周  一  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   髙  橋  富 美 子  議員    １２番   佐  藤  卓  也  議員 

 １３番   山  科  正  仁  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

総合政策課参事 福 田 幸 宏  財 政 課 長 板 垣 秀 男 

税 務 課 長 加 藤   功  市 民 課 長 荒 田 明 子 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 滝 口 英 憲 

環 境 課 長 森   正 一  健 康 課 長 田 宮 真 人 

農 林 課 長 小 野 茂 雄  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

都 市 整 備 課 長 土 田 政 治  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長  田 浩 志  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 武 田 信 也  学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀  監 査 委 員 大 場 隆 司 

監 査 委 員     
事 務 局 長 平 向 真 也  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 亀 井 博 人  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会   
事 務 局 長 三 浦 重 実    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 井 上   章  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 査 沼 澤 和 也  主 事 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成３０年９月７日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１０号一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について 

日程第 ５ 報告第１１号新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 

日程第 ６ 報告第１２号平成２９年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

日程第 ７ 報告第１３号平成３０年度新庄市一般会計補正予算（第２号）の専決処分の承認について 

日程第 ８ 議案第４４号新庄市教育委員会委員の任命について 

日程第 ９ 議案第４５号財産の処分について 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第１０ 議案第４６号新庄市総合計画策定条例について 
日程第１１ 議案第４７号新庄市議会議員及び新庄市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公

営に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 議案第４８号新庄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について 

日程第１３ 議案第４９号新庄市国民健康保険保険給付基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部

を改正する条例について 

日程第１４ 議案第５０号新庄市エコロジーガーデン設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について 

日程第１５ 議案第５１号平成２９年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１６ 議案第５２号平成２９年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１７ 議案第５３号平成２９年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１８ 議案第５４号平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１９ 議案第５５号平成２９年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
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日程第２０ 議案第５６号平成２９年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第２１ 議案第５７号平成２９年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第２２ 議案第５８号平成２９年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第２３ 議案第５９号平成２９年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

日程第２４ 決算特別委員会の設置 

日程第２５ 議案、請願の決算特別委員会、各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第２６ 議案第６０号平成３０年度新庄市一般会計補正予算（第３号） 

日程第２７ 議案第６１号平成３０年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２８ 議案第６２号平成３０年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２９ 議案第６３号平成３０年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３０ 議案第６４号平成３０年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３１ 議案第６５号平成３０年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３２ 議案第６６号平成３０年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

日程第３３ 議員派遣について 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

小野周一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  それでは、これより平成30年９月新庄市議会

定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程第１号によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

小野周一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において佐藤悦子君、佐藤義一君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

小野周一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一議会運営委員長登壇） 

佐藤義一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る８月31日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成30年９月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含めて提出議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましてはお手元に配付しております

平成30年９月定例会日程表のとおり、本日から

９月21日までの15日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願い申し

上げます。 

  なお、このたび提出されます案件は、報告４

件、議案７件、平成29年度決算の認定等９件、

補正予算７件、請願１件の計28件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告４

件の後、議案第44号から議案第45号の議案２件

につきましては、提案説明をいただき、委員会

への付託を省略して、本日の本会議において審

議をお願いいたします。 

  議案第46号から議案第59号の議案14件につき

ましては、本日、本会議に上程し、提案説明の

後、平成29年度決算の認定等９件を除いた議案

５件につきましては、総括質疑を受け、所管の

常任委員会に付託し、審議をしていただきます。

平成29年度決算の認定等９件につきましては、

本日、全議員で構成する決算特別委員会を設置

していただき、同委員会に付託をして審査をし

ていただきます。 

  議案第60号から議案第66号までの補正予算７

件につきましては、本日は提案説明のみにとど

め、委員会への付託を省略して、９月21日、最

終日の本会議において審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は７名であります。よ

って、１日目４名、２日目３名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

１人50分以内といたします。質問者並びに答弁

者の御協力を特にお願いいたします。 
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  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から９月

21日までの15日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は９月７日から９月21日までの15日間と決

しました。 

 

平 成 ３ ０ 年 ９ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 ９月７日 金 

 

 

本 会 議 

 

 

 

議 場 

 

 

 

午前1 0時 

開会。行政報告。報告（４件）の説

明。人事案件（１件）の上程、提案

説明、採決。議案（１件）の上程、

提案説明、質疑、討論、採決。議案

（５件）及び決算（９件）の一括上

程、提案説明、総括質疑。決算特別

委員会の設置。議案及び請願の決算

特別委員会、各常任委員会付託。補

正予算（７件）の一括上程、提案説

明。 

決 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 ９月８日 土 
休      会 

 

第３日 ９月９日 日 

第４日 ９月10日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 山科正仁、佐藤卓也、 

  小関 淳、小嶋冨弥の各議員 

第５日 ９月11日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 佐藤悦子、叶内恵子、 

  清水清秋の各議員 

第６日 ９月12日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第７日 ９月13日 木 常任委員会 

産 業 厚 生 

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案の審査 
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第８日 ９月14日 金 
決 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成29年度一般会計及び特別会計決

算の審査、水道事業会計利益の処分

及び決算の審査 

第９日 ９月15日 土 

休      会  第10日 ９月16日 日 

第11日 ９月17日 月 

第12日 ９月18日 火 
決 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成29年度一般会計及び特別会計決

算の審査、水道事業会計利益の処分

及び決算の審査 

第13日 ９月19日 水 休      会 （本会議準備のため） 

第14日 ９月20日 木 休      会 （本会議準備のため） 

第15日 ９月21日 金 本 会 議 議 場 午前10時 

決算特別委員長報告、採決。各常任

委員長報告、質疑、討論、採決。補

正予算（７件）の質疑、討論、採

決。 

 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

小野周一議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  新庄まつりも終わったかなと思っていました

ら、大雨が来、また台風がということで、また、

昨日は、平成30年北海道胆振東部地震と名づけ

た昨日早朝の大地震で多くの犠牲者、また被災

者が出ております。心からお悔やみとお見舞い

を申し上げたいというふうに思っております。 

  当市といたしましても、本日付で備蓄ペット

ボトルを宮古市に届け、あすのフェリーで室蘭

に届ける予定となっております。 

  要望も刻々と変化すると思われますので、東

北市長会とも連携しながら支援してまいりたい

と思っております。 

  それでは、８月31日の豪雨災害による被害状

況について御報告いたします。 

  ８月31日に発生しました大雨は、前回８月５

日から６日にかけての豪雨災害時より降雨量は

少ないものの、総雨量が201.5ミリ、１時間当

たりの最大雨量が33.5ミリを観測し、昭和49年

の８・１水害に匹敵する規模でありました。 

  特に、北部萩野地区の１時間当たりの最大雨

量は64ミリを観測しており、記録的な豪雨とな

りました。 

  住宅等の被害についてですが、現在床上浸水

は確認されておりませんが、床下浸水が萩野地

区、畑地区などで23件確認されております。 

  そのほか中川原地区での牛舎が水没し、消防

団による排水作業を依頼した事件が１件ござい

ました。 

  農地農業用施設の被害についてですが、８月
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５日から６日の豪雨で617カ所の被害が発生い

たしましたが、８月31日豪雨で新たに44カ所の

被害を確認し、被災カ所は合わせて661カ所と

なっております。 

  また、８月５日から６日の被害がさらに拡大

しているところもあり、そうした変化に対応し

ながら、災害対応事業を活用した復旧に取り組

んでまいります。 

  道路、河川、公園の被害についてですが、８

月５日から６日の豪雨で道路の被害が26カ所、

河川の被害が７カ所、公園、緑地の被害が３カ

所で発生いたしましたが、８月31日の豪雨で新

たに道路の被害が３路線４カ所、小規模修繕が

必要な被害が十数カ所発生いたしました。 

  また、８月５日から６日の被害がさらに拡大

しているところもあり、被害額については、現

在調査中であります。 

  今後も引き続き国や県などの支援を活用しな

がら、災害復旧に当たる予定でおります。 

  市民の安心安全な暮らしを守り、災害に強い

まちづくりに向け取り組んでまいります。 

  以上、８月31日の豪雨による被害状況の報告

とさせていただきます。 

  次に、新庄まつりについての御報告でありま

す。 

  ユネスコ無形文化遺産登録後、初めての週末

開催となった今年の新庄まつりは、昨年より６

万人少ない49万人の人出となりました。 

  台風20号の影響により、まつり期間中は総じ

て曇り空という天候の中、時折小雨がぱらつき、

日程が進むにつれ、雨足が強くなるという、ま

つりの観覧にとっては厳しい状況で、曜日配列

の効果も薄れてしまい、人出を大きく押し下げ

たものと考えています。 

  ８月24日、宵まつりは、駅前ロータリー付近

の観覧場所の拡大、さらに駅前通りの車道の一

部を観覧場所として開放するなど、週末開催に

よる観客増を想定した対応を行った結果、ぐず

ついた天気であったものの、昨年より１万人増

の21万人の人出となりました。 

  25日の本まつりは、24日同様、不安定な天候

の影響が懸念されたものの、沿道の観覧に人垣

ができるなど、昨年より１万人増の21万人の人

出となりました。 

  26日の後まつりは、まつり期間中最も悪い天

候に見舞われました。午前中から雨が降り続き、

午後には強い雨に変わるとの天気予報から、飾

り山車を市内中心部から各山車小屋へ街中鹿子

踊と手締式とゆめりあに会場を移しての実施と

なりました。昨年より８万人少ない７万人の人

出となりました。 

  今後も世界に誇れる祭りとして、新庄まつり

実行委員会への支援を通じ取り組んでまいりま

すので、今後のさらなる御理解と御協力をお願

いし、本年の新庄まつりの報告とさせていただ

きます。 

 

 

日程第４報告第１０号一般財団法

人新庄市体育協会の経営状況の報

告について 

 

 

小野周一議長 次に、日程第４報告第10号一般財

団法人新庄市体育協会の経営状況の報告につい

てを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第10号一般財団法

人新庄市体育協会の経営状況の報告について御

説明申し上げます。 

  この報告は、地方自治法第243条の３第２項

の規定により、市体育協会の経営状況を報告す

る書類として、平成29年度事業決算報告書を議

会に提出するものでございます。 



- 8 - 

  市体育協会の報告書２ページに記載しており

ますが、平成26年度に新庄市施設振興公社と統

合したことに伴い、市の体育施設を指定管理者

として管理運営するとともに、市の都市公園や

公有財産の管理業務を受託しております。 

  また、平成27年度からは県の最上中央公園も

指定管理者として管理運営しており、指定管理

料、自動販売機収入の増などにより、経常収益

が１億6,273万9,755円、経常費用が１億6,170

万7,742円となっております。 

  なお、市体育協会の平成29年度事業及び決算

については、平成30年６月21日に開催されまし

た同協会の定時評議員会において承認されたも

のであり、詳細につきましては後ほどごらんい

ただきたいと思います。 

  以上、一般財団法人新庄市体育協会の経営状

況の報告とさせていただきます。 

小野周一議長 本件は地方自治法第243条の３第

２項の規定による報告でありますので、御了承

をお願いしたいと思います。 

 

 

日程第５報告第１１号新庄市土地

開発公社の経営状況の報告につい

て 

 

 

小野周一議長 日程第５報告第11号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告についてを議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第11号新庄市土地

開発公社の経営状況について御報告いたします。 

  この報告は、地方自治法第243条の３第２項

の規定により、平成29年度新庄市土地開発公社

の決算について報告するものでございます。 

  なお、この決算につきましては、去る５月21

日に公社監事による監査を行い、５月29日の理

事会において御承認をいただいております。 

  平成29年度の事業としましては、小桧室２期

地区における５区画の宅地分譲のうち、残り１

区画について新聞折り込みや広告看板の設置等

により販売促進に努めた結果、売却に至ること

ができました。 

  平成29年度の損益につきましては121万5,477

円の当期純利益となっております。 

  なお、お手元の決算書の１ページから９ペー

ジまでが事業報告及び決算の内容であり、10ペ

ージ以降につきましては決算附属明細表を記載

しておりますので、後ほどごらんいただきたい

と存じます。 

  以上で平成29年度新庄市土地開発公社の経営

状況の報告とさせていただきます。 

小野周一議長 本件につきましても、地方自治法

第243条の３第２項の規定による報告でありま

すので、御了承をお願いしたいと思います。 

 

 

日程第６報告第１２号平成２９年

度新庄市健全化判断比率及び資金

不足比率の報告について 

 

 

小野周一議長 日程第６報告第12号平成29年度新

庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第12号平成29年度

新庄市健全化判断比率及び資金不足比率につい

て御報告申し上げます。 

  本比率につきましては、地方公共団体の財政

の健全化に関する法律に基づき、監査委員の意
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見を付して議会に報告し、市民に対して公表す

ることとなっているものであります。 

  初めに、健全化判断比率についてであります

が、実質赤字比率、連結実質赤字比率は、前年

度同様、全ての会計が黒字決算でありましたの

で、数値はございません。 

  実質公債費比率につきましては、前年度と同

じ9.1％でございました。 

  将来負担比率につきましては37.5％となり、

前年度の38.4％より0.9ポイント改善しており

ます。 

  次に、資金不足比率についてでありますが、

繰り出し基準に基づき一般会計から適正に繰り

出しを行っておりますので、全ての特別会計で

不足額はございませんでした。 

  算定結果は以上でございまして、健全な財政

運営により順調に改善しております。 

  以上で、健全化判断比率及び資金不足比率の

報告とさせていただきます。 

小野周一議長 本件は地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項

の規定による報告でありますので、御了承をお

願いしたいと思います。 

 

 

日程第７報告第１３号平成３０年

度新庄市一般会計補正予算（第２

号）の専決処分の承認について 

 

 

小野周一議長 日程第７報告第13号平成30年度新

庄市一般会計補正予算（第２号）の専決処分の

承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第13号平成30年度

新庄市一般会計補正予算（第２号）の専決処分

の承認について御説明申し上げます。 

  去る８月５日から６日にかけて発生いたしま

した記録的大雨によりまして、市内各所で農地

や道路等の被害がありましたことから、これに

早急に対応するため、８月６日付で予算の専決

処分を行ったものであります。 

  被災直後におきましては、被害状況とこれに

係る経費を把握するのがすぐには困難でありま

したので、予備費に１億円を追加補正し、さま

ざまな被害に臨機応変に対応できるようにした

ものであります。 

  また、小中学校の被害報告がありましたこと

から、新たに３校に教育施設災害復旧費を追加

しております。 

  被災直後において速やかに災害対応を図れる

ように予算化したものでありますので、御承認

いただけますようよろしくお願い申し上げます。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明がありました報告第13号につい

ては、地方自治法第179条第３項の規定による

専決処分の報告でありますので、御了承をお願

いしたいと思います。 

 

 

日程第８議案第４４号新庄市教育

委員会委員の任命について 

 

 

小野周一議長 日程第８議案第44号新庄市教育委

員会委員の任命についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第44号新庄市教育委員会委員

の任命について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄市教育委員会委員のうち２名が

平成30年９月30日をもって任期満了となること

から、教育委員を選任するに当たり、地方教育
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行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項

の規定により御提案申し上げるものであります。 

  任命する委員は、引き続き阿部浩悦氏と斉藤

浩昭氏のお二方でございます。 

  なお、任期につきましては、委員の任期満了

の期日が特定の年に偏らないよう定めることと

する特例に基づき、阿部浩悦氏が平成33年９月

30日までの３年間、斉藤浩昭氏が平成34年９月

30日までの４年間としております。 

  御審議いただき、御同意いただきますようお

願い申し上げます。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第44号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第44号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第44号新庄市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第44号はこれに同意することに決しました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２２分 休憩 

     午前１０時２４分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第９議案第４５号財産の処分

について 

 

 

小野周一議長 日程第９議案第45号財産の処分に

ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第45号財産の処分

について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄中核工業団地の土地を売却する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定により、

議決を求めるものであります。 

  去る６月14日に神奈川県川崎市に本社がある

株式会社サンテックより新庄中核工業団地Ｊ－

２－14区画についての土地譲受け申込書を受理

いたしました。 

  同社は、精密な金属切削加工技術を有し、主

に航空宇宙、防衛分野向けの部品製造が主力業

務である企業であります。 

  現在の製造拠点は、川崎市の本社工場のみで、

これ以上拡張する余地がなく、今後の企業戦略

上、新たな拠点づくりが急務であるとのことで、

新庄中核工業団地の用地を取得したいとの意向

であります。 

  当地域には、航空宇宙分野に参入している企

業は少なく、既立地企業との新たな取引の発生

など、操業開始後の波及効果が期待されるとこ

ろであります。 

  売却する土地は、新庄中核工業団地Ｊ－２－

14区画の一部7,181.67平方キロメートル、売却

価格は3,600万円です。 
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  売却の相手先は、株式会社サンテック、代表

取締役、清水睦視氏であります。 

  以上、御審議をいただき、御決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第45号は会議

規則第37条第３項の規定により委員会への付託

を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第45号財産の処分については、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第45号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案１４件一括上程 

 

 

小野周一議長 日程第10議案第46号新庄市総合計

画策定条例についてから日程第23議案第59号平

成29年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決

算の認定についてまでの14件を、会議規則第35

条の規定により一括議題にしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第46号新庄市総合計画策定条例についてか

ら議案第59号平成29年度新庄市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定についてまでの14件を

一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第46号新庄市総合計画策定条

例について御説明申し上げます。 

  新庄市では、少子高齢化や人口減少社会の中

でさまざまな社会情勢の変化に的確に対応し、

住みよい地域社会を構築していくため、平成23

年度から平成32年度までを計画期間とする第４

次新庄市振興計画を策定し、市政運営を行う上

での指針としてきたところでありますが、平成

30年度以降の計画につきましては、広く市民の

皆様の御意見をお聞きするためにも、平成30年

度から検討を開始する必要があると考えており

ます。 

  現在の第４次新庄市振興計画を策定した際に

は、地方自治法において基本構想の策定が市町

村に義務づけられておりましたが、地方分権改

革における義務づけの廃止という観点から、平

成23年５月に行われた地方自治法の改正により、

市町村において基本構想を策定することの法律

上の義務が廃止されたところであります。 

  一方、本市における総合計画は、これまでも

市が総合的かつ計画的な市政運営を行う上で大

きな役割を担っており、今後も市民の生活、文

化、福祉等の向上に取り組んでいくためには、

市の基本的な指針となる総合計画を策定し、総

合計画に基づいて市政運営を行う必要があるこ
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とから、市として総合計画を策定することや総

合計画の策定に必要となる手続を定めた新庄市

総合計画策定条例を新たに制定するものであり

ます。 

  また、計画の名称について発展のみを意識さ

せる「振興計画」から、総合的な発展を意識し

た「総合計画」に変更するとともに、諮問機関

である「新庄市振興計画審議会」の名称を「新

庄市総合計画審議会」に変更するなどの規定の

整備を行うものであります。 

  次に、議案第47号新庄市議会議員及び新庄市

長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の

公営に関する条例の一部を改正する条例につい

て御説明申し上げます。 

  本案は、公職選挙法の改正が平成31年３月１

日に施行されることに伴い、本市の市議会議員

の選挙におけるビラ作成の公費負担について定

めるものであります。 

  平成31年３月１日以降に告示される市議会議

員の選挙について適用し、4,000枚を上限とし

て、ビラ作成の公費負担を行うものであります。 

  施行日につきましては、平成31年３月１日で

あります。 

  次に、議案第48号新庄市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

  国が定める家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準の一部が改正されたことに伴い、

該当する条項に関し、国の基準と同様の改正を

行うものです。 

  主な改正の内容については、小規模保育施設

等の家庭的保育事業者等において、保育が確実

に行われるよう、保育所、幼稚園または認定こ

ども園と連携協力を行うこととされていますが、

その一部の要件について、連携施設の対象を小

規模保育事業所等に拡大するものです。 

  また、家庭的保育事業に対する自園調理に関

する規定の適用を猶予する経過措置期間につい

て、現行の５年を10年に延長するものです。 

  施行日は、公布の日であります。 

  次に、議案第49号新庄市国民健康保険保険給

付基金の設置、管理及び処分に関する条例の一

部を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本年４月からの国民健康保険制度の広域化に

より、国民健康保険の財政運営の主体が県へと

移行し、保険給付に係る制度も変更されたこと

に伴い、必要な改正を行うものであります。 

  主な改正の内容につきましては、基金名称を

「新庄市国民健康保険保険給付基金」から「新

庄市国民健康保険財政調整基金」へ変更すると

ともに、基金の目的を「国民健康保険の円滑な

保険給付を行うための基金」から、「国民健康

保険事業の健全な運営に資するための基金」に

改正します。 

  あわせて、積立額処分の事由について、規定

の整備を行うものです。 

  施行日については、公布の日であります。 

  次に、議案第50号新庄市エコロジーガーデン

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について御説明申し上げます。 

  新庄市エコロジーガーデンのやすらぎ交流施

設の耐震改修を行ったことに伴い、使用料の見

直しを図るため、必要な改正を行うものです。 

  旧第五蚕室であるやすらぎ交流施設は、平成

14年のエコロジーガーデン開設時から産地直売

所として利用していただいております。このた

び、施設機能の拡充に伴い、使用料の見直しを

行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、やすらぎ交流

施設の使用料について、従来の使用料に加え、

売り上げの１％を加算使用料とし、追加するも

のです。その他文言の整備等、必要な改正を行

うものであります。 

  施行日は、本年12月１日であります。 

  次に、議案第51号平成29年度新庄市一般会計

歳入歳出決算の認定についてから議案第58号平
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成29年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてまでの８議案につき

ましては会計課長より、議案第59号平成29年度

新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

については上下水道課長よりそれぞれ御説明申

し上げます。 

  なお、これら決算につきましては、監査委員

より決算審査意見書の提出を受けておりますが、

監査委員から賜りました意見については今後十

分に留意いたしまして、効率的な行政運営にな

お一層努力してまいる所存であります。 

  私からの説明は終わりますが、御審議をいた

だきまして、御決定くださるようお願い申し上

げます。 

小野周一議長 それでは、続いて議案第51号平成

29年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてから議案第58号平成29年度新庄市後期高齢

者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てまでの８件を会計管理者兼会計課長田浩志

君より説明をお願いします。 

  会計管理者兼会計課長田浩志君。 

   （田浩志会計管理者兼会計課長登壇） 

田浩志会計管理者兼会計課長 議案第51号平成

29年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてより議案第58号平成29年度新庄市後期高齢

者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てまでの８議案につきまして、お配りしており

ます平成29年度歳入歳出決算書をもとに御説明

申し上げます。 

  初めに、５ページの会計別歳入歳出決算総覧

をお開きください。 

  全会計の状況は、下段の合計欄に記載してお

りますが、予算現額が282億9,746万3,040円、

収入済額が282億6,461万184円、支出済額が268

億7,205万8,229円。予算現額に対し、収入率は

99.88％、執行率は94.96％であります。差引残

額は13億9,255万1,955円となっておりますが、

一般会計と公共下水道事業特別会計で翌年度繰

り越しが生じておりますので、後ほど説明いた

します。 

  続きまして、会計ごとの歳入歳出決算書を御

説明申し上げます。 

  ８ページをお開きください。 

  初めに、一般会計について御説明申し上げま

す。 

  歳入につきまして、１款市税から10ページの

21款市債まで、予算現額が179億5,906万3,040

円、調定額が183億5,997万9,760円、収入済額

が179億2,729万8,413円、不納欠損額が2,702万

7,238円、収入未済額が４億565万4,109円であ

ります。 

  不納欠損額の内訳は、９ページ、１款市税が

2,516万6,608円、12款分担金及び負担金が181

万5,630円。11ページの20款諸収入が４万5,000

円となっております。 

  収入済額の内訳は、９ページ、１款市税が２

億233万3,402円、12款分担金及び負担金が900

万3,304円。11ページの13款使用料及び手数料

が520万9,538円、14款国庫支出金が9,263万

6,000円、15款県支出金が8,523万6,353円、20

款諸収入が1,123万5,512円となっております。 

  なお、９ページ、１款市税の収入済額は45億

5,977万3,142円であり、調定額47億8,727万

3,152円に対する収納率は95.24％であります。 

  歳出は12ページになります。 

  １款議会費から14ページの14款予備費までの

支出済額が172億3,642万6,795円であります。

翌年度繰り越しが生じており、13ページ、６款

農林水産業費、８款土木費の合計額は２億

4,099万9,000円であります。不用額は４億

8,163万7,245円、歳入歳出差引残額は６億

9,087万1,618円となっております。 

  16ページから国民健康保険事業特別会計であ

ります。 

  歳入１款国民健康保険税から11款諸収入まで

の合計は、予算現額が45億7,336万6,000円、調
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定額が50億1,251万5,271円、収入済額が47億

4,006万2,969円、不納欠損額は１款と11款合わ

せて2,676万693円、収入未済額は１款、11款を

合わせて２億4,569万1,609円であります。 

  １款国民健康保険税の収入済額は９億8,314

万3,338円であり、調定額12億5,457万4,640円

に対する収納率は78.36％であります。 

  歳出は、18ページ、１款総務費から20ページ

の12款予備費まで、支出済額が41億5,166万

7,799円であります。翌年度繰り越しはなく、

不用額は４億2,169万8,201円。歳入歳出差引残

額は５億8,839万5,170円となっております。 

  22ページから、交通災害共済事業特別会計で

あります。 

  歳入１款交通災害共済事業収入から５款諸収

入までの合計は、予算現額が736万3,000円、調

定額と収入済額が同額の697万7,641円であり、

不納欠損額、収入未済額はございません。 

  歳出は24ページ。１款事業費の支出済額が

697万7,641円、翌年度繰り越しはなく、不用額

は38万5,359円であります。収入済額と支出済

額が同額のため、歳入歳出差引残額はございま

せん。 

  26ページから、公共下水道事業特別会計であ

ります。 

  歳入１款分担金及び負担金から７款市債まで

の合計は、予算現額14億8,623万1,000円、調定

額が14億7,565万3,220円、収入済額が14億824

万4,601円、不納欠損額は１款と２款合わせて

120万839円、収入未済額は１款から３款まで合

わせて6,620万7,780円であります。 

  歳出は28ページ。１款総務費から３款公債費

まで、支出済額が14億277万6,179円、翌年度繰

り越しは２款建設費の7,371万6,000円、不用額

は973万8,821円、歳入歳出差引残額は546万

8,422円となっております。 

  30ページから、農業集落排水事業特別会計で

あります。 

  歳入１款分担金及び負担金から６款市債まで

の合計は、予算現額が8,648万円、調定額が

8,762万294円、収入済額が8,544万3,824円、不

納欠損額は１款と２款合わせて109万9,620円、

収入未済額は２款使用料及び手数料の107万

6,850円であります。 

  歳出は32ページ。１款農業集落排水事業費と

２款公債費を合わせて、支出済額が8,544万

3,824円、翌年度繰り越しはなく、不用額は103

万6,176円であります。収入済額と支出済額が

同額のため、歳入歳出差引残額はございません。 

  34ページから、営農飲雑用水事業特別会計で

あります。 

  歳入１款分担金及び負担金から５款諸収入ま

での合計は、予算現額が3,450万6,000円、調定

額が3,586万9,347円、収入済額が3,389万8,259

円。不納欠損はなく、収入未済額は２款使用料

及び手数料の197万1,088円であります。 

  歳出は36ページ。１款営農飲雑用水事業費と

２款公債費を合わせて、支出済額が3,389万

8,259円、翌年度繰り越しはなく、不用額は60

万7,741円であります。収入済額と支出済額が

同額のため、歳入歳出差引残額はございません。 

  38ページから、介護保険事業特別会計であり

ます。 

  歳入１款保険料から10款諸収入までの合計は、

予算現額が37億2,671万5,000円、調定額が36億

6,489万7,514円。収入済額が36億4,674万169円、

不納欠損額は１款保険料の548万7,550円。収入

済額は１款と２款並びに10款を合わせて1,266

万9,795円であります。 

  歳出は40ページ。１款総務費から８款予備費

まで、支出済額が35億4,731万9,276円でありま

す。翌年度繰り越しはなく、不用額は１億

7,939万5,724円。歳入歳出差引残額は9,942万

893円となっております。 

  42ページから後期高齢者医療事業特別会計で

あります。 
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  歳入１款保険料から５款諸収入までの合計は、

予算現額が４億2,373万9,000円、調定額が４億

1,698万6,968円。収入済額が４億1,594万4,308

円。不納欠損額は１款の29万8,110円、収入未

済額は１款の74万4,550円であります。 

  歳出は44ページ。１款総務費から４款諸支出

金まで、支出済額が４億754万8,456円でありま

す。翌年度繰り越しはなく、不用額は1,619万

544円。歳入歳出差引残額は839万5,852円とな

っております。 

  以上、歳入歳出決算書でございます。 

  続いて、52ページをお開きください。 

  52ページからは、各会計の事項別明細書を掲

載しております。会計ごとに歳入歳出の順に掲

載しておりますので、御参照ください。 

  続きまして、296ページをお開きください。 

  ここからは、実質収支に関する調書でござい

ます。 

  296ページ、一般会計につきましては、４、

翌年度へ繰り越すべき財源として、（２）繰越

明許費繰越額が306万3,000円ございます。その

ため、歳入歳出差引額から繰越明許費繰越額を

差し引いた６億8,780万8,618円が実質収支額と

なります。 

  299ページ、公共下水道事業特別会計につき

ましても、４、翌年度へ繰り越すべき財源とし

て、（２）繰越明許費繰越額が371万6,000円ご

ざいます。そのため、歳入歳出差引額から繰越

明許費繰越額を差し引いた175万2,422円が実質

収支額となります。 

  平成29年度は、一般会計と公共下水道事業特

別会計以外に翌年度へ繰り越すべき財源はござ

いませんので、ほか特別会計では歳入歳出差引

額と実質収支額が同額となっております。 

  また、298ページの交通災害共済事業、300ペ

ージの農業集落排水事業及び301ページの営農

飲雑用水事業では、歳入総額と歳出総額が同額

のため、歳入歳出差引額はございません。 

  306ページからは財産に関する調書を掲載し

ております。 

  なお、決算書は例年どおりの構成で作成して

いるところでございますが、312ページの４の

各基金につきまして、出納整理期間中に増減等

がある場合、説明書きを書き加えております。 

  以上、平成29年度一般会計及び各特別会計の

歳入歳出決算書についての御説明といたします。

議案第51号から議案第58号につきまして、十分

なる審議の上、御認定賜りますようよろしくお

願いいたします。 

小野周一議長 それでは、ただいまから10分間休

憩いたします。 

 

     午前１０時５８分 休憩 

     午前１１時０７分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  先ほど説明のありました議案第51号平成29年

度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について

から議案第58号平成29年度新庄市後期高齢者医

療事業特別会計歳入歳出決算の認定についてま

での各決算について、監査委員の報告をお願い

いたします。 

  代表監査委員大場隆司君。 

   （大場隆司代表監査委員登壇） 

大場隆司代表監査委員 それでは、お配りしてお

ります決算審査意見書により御報告いたします。 

  一般会計、特別会計決算審査意見書１ページ

をお開き願います。 

  地方自治法の規定に基づき審査に付されまし

た一般会計、各特別会計の決算、実質収支に関

する調書、財産に関する調書及びその中の各基

金の運用状況について、髙橋富美子委員ともど

も審査をいたしましたので、その概要と結果に

ついて御報告いたします。 

  審査の方法は、平成29年度一般会計及び特別

会計歳入歳出決算並びに基金の運用状況につい
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て、歳入歳出簿、その他関係帳簿、収入支出証

書類を照合調査するとともに、関係職員から説

明を受け、また、定例監査の結果を参考にして、

法令その他の規定に沿って処理されているか、

決算計数は正確であるか等について審査を行い

ました。 

  なお、現金預金の残高確認、証書類の検査に

つきましては、別に地方自治法の規定に基づく

例月出納検査において実施しておりますので、

省略いたしました。 

  審査の結果でございます。 

  審査に付されました各会計の決算及び附属書

類は法令等の規定に準拠して作成されており、

計数は正確であり、予算の執行についても全般

的に適正と認められました。また、各基金はそ

れぞれの設置の目的に沿って運用されており、

決算における計数は正確であり、その執行は適

正と認められました。 

  決算審査の概要は２ページから33ページにわ

たり記載してございます。その主要な点は、34

ページ、35ページの第６むすびで言及しており

ますので、こちらで説明をいたしたいと思いま

す。 

  34ページをお開き願います。 

  なお、金額につきましては1,000円単位とし、

単位未満を四捨五入して説明させていただきま

すので、御了承ください。 

  第６むすびでございます。 

  平成29年度の一般会計及び特別会計を合わせ

た決算額は、歳入が282億6,461万円で、前年度

に比べ２億7,175万円、1.0％増加し、歳出が

268億7,205万8,000円で、4,655万3,000円、

0.2％減少しております。その結果、当年度の

形式収支は歳入歳出差引残高13億9,255万2,000

円を計上しております。この額から、翌年度に

繰り越すべき財源677万9,000円を差し引いた実

質収支額は13億8,577万3,000円の黒字となり、

前年度に比べ３億1,849万5,000円、29.8％増加

しております。前年度の実質収支額を差し引い

た単年度収支額は、一般会計では２億2,885万

4,000円の黒字、特別会計では8,964万1,000円

の黒字、全会計では３億1,849万5,000円の黒字

となっております。 

  一般会計では、歳入は179億2,729万8,000円

で、前年度に比べ３億2,472万8,000円、1.8％

増加しております。これは主に市債、諸収入、

財産収入などは前年度に比べ減少しております

が、国庫支出金、県支出金、繰入金などが増加

したことによるものであります。 

  財源別内訳では、自主財源は前年度に比べ１

億6,235万円、2.1％減少し、自主財源と依存財

源の構成比率が41.4％対58.6％となり、自主財

源の比率が1.7ポイント低くなっている。 

  自主財源の根幹をなす市税収入は、前年度に

比べ3,870万8,000円、0.9％増加しております。

これは主に、市たばこ税が1,930万2,000円、

5.3％、都市計画税が108万5,000円、0.5％減少

したものの、個人市民税が2,421万4,000円、

1.7％、法人市民税が2,147万8,000円、6.0％、

固定資産税が970万4,000円、0.5％増加したこ

とによるものであります。 

  一方、依存財源は前年度に比べ４億8,707万

8,000円、4.9％増加しております。これは主に、

市債が１億8,165万7,000円、14.7％減少したも

のの、国庫支出金が３億956万1,000円、15.7％、

県支出金が２億1,325万6,000円、16.1％増加し

たことによるものであります。 

  歳出は172億3,642万7,000円で、前年度に比

べ9,978万2,000円、0.6％増加しております。

これは主に総務費、商工費、消防費などが減少

しましたが、土木費、教育費、農林水産業費な

どが増加したものによるものであります。 

  歳出の中には、他会計への繰出金13億6,048

万4,000円が含まれており、その主なものは介

護保険事業特別会計へ４億6,827万4,000円、公

共下水道事業特別会計へ４億950万円、国民健
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康保険事業特別会計へ２億8,542万7,000円とな

っております。 

  特別会計では、歳入は103億3,731万2,000円

で、前年度に比べ5,297万8,000円、0.5％減少

しております。これは、主に公共下水道事業特

別会計などでは前年度に比べ増加しましたが、

国民健康保険事業特別会計、介護保険事業特別

会計で減少したことによるものであります。 

  歳出は96億3,563万1,000円で、前年度に比べ

１億4,633万5,000円、1.5％減少しております。

これは、主に公共下水道事業特別会計などでは

前年度に比べ増加しましたが、国民健康保険事

業特別会計、介護保険事業特別会計で減少した

ことによるものであります。 

  不納欠損額は、一般会計と特別会計を合わせ

6,187万4,000円で、前年度に比べ1,202万6,000

円、16.3％減少しております。これは、特別会

計では農業集落排水事業、介護保険事業で３万

円、0.1％増加したものの、一般会計では市税

などで1,205万5,000円、30.8％減少したことに

よるものであります。 

  不納欠損処理に当たっては、滞納者の状況を

十分に把握し、引き続き慎重かつ厳正な取り扱

いに努められるよう望むものであります。 

  収入未済額は、一般会計が４億565万4,000円、

特別会計が３億2,836万2,000円、合わせて７億

3,401万6,000円となり、前年度に比べ5,059万

8,000円、6.4％減少しております。 

  一般会計では、県支出金が前年度に比べ

8,523万6,000円皆増、市税が516万6,000円、

2.6％増加しましたが、国庫支出金が１億6,335

万8,000円、63.8％減少したことなどにより収

入未済額は7,303万8,000円、15.3％の減少とな

っております。 

  特別会計では、国民健康保険事業で1,621万

1,000円、6.2％減少しましたが、公共下水道事

業で4,045万8,000円、157.1％増加したことな

どにより、2,244万円、7.3％の増加となってお

ります。また、税外収入の収入未済額は保育所

入所利用者負担金などが大きな割合を占める分

担金及び負担金は173万5,000円、16.2％の減少、

住宅使用料などが大きな割合を占める使用料及

び手数料は、児童館等使用料の増加などにより

18万3,000円、3.6％の増加、諸収入の収入未済

額は146万9,000円、15.0％の増加となっており

ます。 

  収入未済額の合計は、特別会計では公共下水

道事業の国庫支出金の影響により増加しました

が、全体としては減少しております。歳入確保

とともに、負担の公平性の観点から、引き続き

収納対策に取り組み、縮減に向け一層の努力を

期待するものであります。 

  市債残高は220億7,368万3,000円（一般会計

147億52万7,000円、公共下水道事業特別会計70

億844万円、農業集落排水事業特別会計３億

5,014万2,000円、営農飲雑用水事業特別会計

1,457万4,000円）となり、前年度に比べ４億

1,829万7,000円、1.9％減少しております。こ

れは一般会計で１億8,638万円、特別会計で２

億3,191万6,000円減少したことによるものであ

ります。 

  引き続き、後年度の元金償還額を考慮し、市

債の適正な発行に努められるよう望むものであ

ります。 

  平成20年４月１日から施行された「地方公共

団体の財政の健全化に関する法律」により算定

した実質公債費比率は、平成29年度決算では前

年度と同じ9.1％となる見込みであります。 

  また、財政構造の弾力性を示す指数である経

常収支比率は92.4％となる見込みで、前年度に

比べ0.2ポイント改善しております。しかしな

がら、今後小中一貫校などの新たな施設建設や

老朽化施設の改修等により財政状況が悪化する

ことも考えられるため、中期財政計画の見直し

により財政負担の平準化を図り、限られた財源

を有効に活用し、引き続き健全な財政運営に努
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められるよう望むものであります。 

  経済動向に関しては、ことし７月の政府月例

経済報告では、景気は緩やかに回復していると

され、同じく７月の山形県金融経済概況では、

山形県の景気は緩やかに拡大しているとされて

おります。雇用・所得環境の改善、生産の緩や

かな増加基調など、地方経済においても明るい

兆しが見えつつあるものの、個人消費や設備投

資などは力強さを欠いており、人材不足からさ

らに顕著になることが懸念されます。 

  少子高齢、人口減少社会において、行政を取

り巻く環境は大きく変化しており、地域の活力

を維持していくため、課題への的確な対応が求

められております。 

  そのため、市では第４次新庄市振興計画、新

庄市まちづくり総合計画の後期５カ年基本計画

を策定し、定住環境の充実とともに、人口減少

という大きな課題の克服に向け、各種施策を展

開しております。 

  引き続き、持続可能な健全財政を維持しなが

ら、重点プロジェクトである雇用・交流の拡大、

安全安心の充実、子育て人づくりへの取り組み

を強化し、誰もが安心して住み続けられるまち

の実現に向け、施策及び事業の着実な推進を望

むものであります。 

  次に、別冊の平成29年度新庄市財政健全化・

経営健全化審査意見書をごらんください。 

  財政健全化審査意見につきましては、実質赤

字及び連結実質赤字は生じておらず、健全な状

況にあると認められます。先ほども申し上げま

したが、実質公債費比率は9.1％であり、早期

健全化基準の25.0％と比較するとこれを下回っ

ており、良好であります。なお、前年度と同率

となっております。 

  将来負担比率は37.5％となっており、早期健

全化基準である350.0％を下回り、良好であり

ます。なお、前年度と比較すると0.9ポイント

改善しております。 

  次のページ、経営健全化審査意見につきまし

ては、水道事業、公共下水道事業、農業集落排

水事業、営農飲雑用水事業の各特別会計とも資

金不足は生じておらず、健全な状況にあると認

められます。 

  以上が平成29年度一般会計及び特別会計の決

算審査並びに健全化審査の概要と意見でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

小野周一議長 次に、議案第59号平成29年度新庄

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いて、上下水道課長奥山茂樹君より説明をお願

いいたします。 

  上下水道課長奥山茂樹君。 

   （奥山茂樹上下水道課長登壇） 

奥山茂樹上下水道課長 議案第59号平成29年度新

庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついて御説明申し上げます。 

  初めに、平成29年度の利益の処分につきまし

て、地方公営企業法の規定により議会の議決を

求めるものであります。また、決算の認定につ

きましても、地方公営企業法の規定により議会

の認定に付するものであります。 

  それでは、別冊の平成29年度新庄市水道事業

会計決算書２ページをお開きください。 

  平成29年度新庄市水道事業決算報告書により

御説明申し上げます。 

  まず、（１）収益的収入及び支出の収入でご

ざいますが、第１款水道事業収益の予算額合計

11億568万7,000円に対し、決算額は11億2,774

万３円で、予算額に比べまして2,205万3,003円

の増でございます。 

  次に、支出でございますが、第１款水道事業

費用の予算額合計10億9,228万7,000円に対し、

決算額は10億8,863万9,726円で、執行率は

99.67％でございます。 

  続きまして、４ページをお開きください。 

  （２）資本的収入及び支出の収入でございま

すが、第１款資本的収入の予算額合計１億310



- 19 - 

万5,000円に対し、決算額は１億310万3,881円

で、予算額に比べまして1,119円の減でござい

ます。 

  次に、支出でございますが、第１款資本的支

出の予算額合計５億2,978万4,000円に対し、決

算額は５億1,883万 6,250円で、執行率は

97.93％でございます。 

  なお、資本的収入が資本的支出に不足する額

４億1,573万2,369円は、過年度損益勘定留保資

金等で補塡しております。 

  続きまして、６ページをお開きください。 

  平成29年度新庄市水道事業損益計算書につい

て御説明申し上げます。 

  給水収益の増加及び他会計補助金である高料

金対策等、一般会計繰入金等の増加に伴い、経

常利益は1,547万5,147円、７ページの当年度純

利益は1,478万3,598円となり、前年度繰越利益

剰余金を加えた当年度未処分利益剰余金は７億

9,449万6,138円となります。 

  続きまして、８ページをお開きください。 

  平成29年度新庄市水道事業剰余金計算書につ

いて御説明申し上げます。 

  初めに、資本金につきましては、一般会計出

資金の受け入れにより、平成29年度末残高は59

億3,128万9,127円となっております。 

  次に、剰余金のうち、資本剰余金でございま

すが、年度内の変動がありませんでしたので、

平成29年度末残高は420万3,780円となっており

ます。 

  利益剰余金の平成29年度末残高の内訳でござ

いますが、減債積立金が１億2,477万6,719円、

建設改良積立金が１億2,417万1,826円、未処分

利益剰余金が７億9,449万6,138円となり、合計

は10億4,344万4,683円となっております。 

  続きまして、10ページをお開きください。 

  平成29年度新庄市水道事業剰余金処分計算書

（案）について御説明申し上げます。 

  平成29年度未処分利益剰余金が７億9,449万

6,138円となっておりますので、1,000万円を減

債積立金に積み立てることとし、残額の７億

8,449万6,138円を平成30年度へ繰り越すもので

ございます。地方公営企業法の規定に基づき、

この利益の処分について議決をお願いするもの

であります。 

  11ページをごらんください。 

  平成29年度新庄市水道事業貸借対照表でござ

いますが、資産の部として固定資産、流動資産、

繰延勘定の資産の合計は、120億7,747万4,569

円となります。 

  負債の部でございますが、12ページ中ほどに

記載しておりますように、負債の合計額は50億

9,853万6,979円となります。 

  資本の部として、資本の合計は69億7,893万

7,590円となり、９ページの資本合計と符合し

ております。 

  結果、負債資本合計は120億7,747万4,569円

となり、資産合計と一致しております。 

  13ページには、この決算書を作成するに当た

り採用した会計処理の基準等についての注記を

示しております。 

  以上が平成29年度新庄市水道事業決算諸表に

ついての説明でございます。 

  次に、決算附属書類でございますが、14ペー

ジに水道事業報告書、23ページにキャッシュフ

ロー計算書、24ページに収益費用明細書、29ペ

ージに資本的収支明細書、31ページに固定資産

明細書、33ページに企業債明細書を記載してお

りますので、ごらんいただきまして、説明は省

略させていただきたいと思います。 

  以上、簡単ではございますが、平成29年度新

庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついての説明を終わらせていただきます。御審

議の上、御承認賜りますようよろしくお願いい

たします。 

小野周一議長 それでは、ただいま説明のありま

した議案第59号平成29年度新庄市水道事業会計
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利益の処分及び決算の認定について、監査委員

の報告をお願いいたします。 

  代表監査委員大場隆司君。 

   （大場隆司代表監査委員登壇） 

大場隆司代表監査委員 それでは、同じように、

お配りしております水道事業会計の決算審査意

見書により報告いたします。 

  １ページをお開き願います。 

  地方公営企業法の規定により審査に付されま

した水道事業会計の決算審査について御報告申

し上げます。 

  審査の方法は、決算書類及び決算附属書類が

地方公営企業法及びその他関係法令等に準拠し

て作成され、財務状況及び経営成績を適正に表

示しているかを検証し、あわせて公共性と経済

性が確保されているかを審査の主眼として、関

係職員から説明を受け、例月出納検査の結果を

参考にするなどの方法により審査を行いました。 

  なお、現金預金の残高確認、証書類の検査に

つきましては、別に地方自治法の規定に基づく

例月出納検査において実施をいたしました。 

  審査の結果でございます。審査に付されまし

た決算書類及び決算附属書類は、地方公営企業

関係法令に基づいて作成され、水道事業の財務

状況及び経営成績を適正に表示しており、決算

の計数は正確であり、適正な決算と認めました。 

  決算審査の概要及び詳細は、２ページから11

ページに記載してございますが、その主要な点

は12ページ、第５むすびで言及しておりますの

で、こちらで説明をさせていただきます。 

  12ページをお開き願います。 

  給水状況については、給水世帯は１万2,865

世帯で、前年度より96世帯増加していますが、

給水人口は３万3,919人で、前年度に比べ251人

減少しております。行政区域内人口３万6,028

人に対する普及率は94.1％であり、前年度に比

べ0.4ポイント向上しております。また、水道

料金徴収の対象となる有収水量は323万2,105立

方メートルで、前年度に比べ４万8,740立方メ

ートルの増加となりましたが、総配水量のうち

有収水量の占める有収率は84.2％と、ここ数年

同じ割合で推移しております。無効・無収水量

の削減に向けた漏水防止対策等に積極的に取り

組まれ、さらなる向上に努められるよう望むも

のであります。 

  経営状況を見ると、収益的収支は、前年度と

比べ給水収益、他会計補助金の増加等により収

益が3,785万9,000円、3.7％増加し、費用は資

産減耗費、支払利息及び企業債取扱諸費等が減

少したものの、減価償却費、業務及び総係費等

の増加により2,134万7,000円、2.1％増加して

おります。その結果、当年度純利益は1,478万

4,000円となり、前年度の赤字から黒字へ回復

しております。給水人口の減少や節水志向の高

まり等、給水収益の大幅な増収が見込めない中

で、県広域水道受水費は３億5,373万5,000円で、

前年度より44万5,000円増加し、営業費用の

36.4％を占めております。平成30年度から新た

な給水協定を締結したことにより、当面受水費

は減額となることが予想されますが、今後の動

向を注視しながら、中長期的な見通しのもと、

継続的な負担軽減に取り組まれるよう望むもの

であります。 

  給水原価と供給単価を比較すると、１立方メ

ートル当たりの給水原価は281円１銭、供給単

価は259円94銭で、給水原価が供給単価を21円

７銭上回っており、前年度の差額20円92銭に比

べると15銭の増加となっております。 

  また、営業未収金は過年度分が3,176万7,000

円で、前年度に比べ110万7,000円多くなってお

り、現年度分は3,505万円で、３月納付期限の

関係などから、前年度より609万6,000円多くな

っております。未収金については、依然として

高い水準にあることから、負担の公平性が確保

されるよう、関係機関と連携を図り、改善に向

けてより一層の努力を期待するものであります。 
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  資本的収支においては、前年度と比較すると

資本的収入は国庫補助金、出資金の減により

2,076万4,000円減少し、資本的支出は企業債償

還金の増により28万2,000円増加しております。 

  その結果、資本的収支の不足額は４億1,573

万2,000円となり、前年度に比べ2,104万5,000

円増加しております。この不足額は、当年度消

費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度

損益勘定留保資金により補塡されております。 

  施設、設備の老朽化が進む中で、今後も住民

サービスの確保と経営の健全性を両立し、人口

減少社会に対応した投資に取り組まれますよう

望むものであります。 

  財政状況においては、資産合計は固定資産、

流動資産、繰延勘定の減により、前年度に比べ

２億6,015万6,000円、2.1％減少しております。

負債合計は、企業債の減により前年度に比べ３

億34万5,000円減少し、資本合計は、自己資本

金の増により前年度に比べ4,018万9,000円、

0.6％増加しております。 

  平成29年度には平成30年度からの簡易水道の

水道事業への統合について変更認可を受け、水

道施設の維持管理の合理化と普及率向上に向け

前進しております。 

  引き続き、老朽管等の更新事業を進めるとと

もに、一層の経費削減と財源確保による経営基

盤強化に取り組まれ、市民生活に欠かせない安

全安心な水道水の安定的な供給に努められるこ

とを希望するものであります。 

  以上が平成29年度水道事業会計の決算審査の

概要並びに意見でございます。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

小野周一議長 それでは、これより、ただいま説

明のありました平成29年度の各決算を除く議案

第46号新庄市総合計画策定条例についてから、

議案第50号新庄市エコロジーガーデン設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

ての５件について総括質疑を行います。質疑あ

りませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 議案第46号について質

問させていただきます。 

  国とすれば、法律であって、市町村、自治体

にすれば条例というのは、とても重要なものだ

と思っております。 

  そして、この中で示されていく文言というこ

とが一つ一つがどういう方向性で新庄市が行こ

うとしていくのかということを示していくのが

条例であると思っております。 

  今回この条例を新たに制定するということで、

どのような、こちらの附則として新庄市の総合

計画審議会条例、こちらのほうも一部改正する

というふうな案なんですが、どのような行政内

の手続で条文のほうを作成していったのかとい

うことを伺いたいということと、あと、条例の

中で定義として総合計画の中、基本構想、基本

計画策定をしていきますというふうに記載され

ております。こちらの計画というのをどのよう

な位置づけを持っていこうとされているのか。

ちょっとこの中からはわかりづらいなというこ

ともありましたものですから、まずそちらのほ

うを質問いたします。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 まず初めに、この条例を

どのような形で策定したかということでござい

ますけれども、この条例は、必ずしも必要では

ないものですけれども、やはり今後まちづくり

を行っていくためには指針となるものが大切だ

ということで条例の制定というものを考えてい

るものでございます。 

  この条例を具体的につくっていくに当たりま

しては、やはり先進自治体というか、そちらの

ほうの条例等も参考にさせていただいた上で、

このような条例が適当ではないかということで
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内部検討をしまして、策定したものでございま

す。 

  もう一つ、基本構想、基本計画の位置づけで

ございますが、基本構想、基本計画につきまし

ては、やはり今後の市政運営を行うための指針

ということで、その中心となるものと考えてい

るところです。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） そうしましたら、まず

は、総合計画自体が公共、基本構想、基本計画

について今後の新庄市の市政運営の指針となっ

ていく方向で策定を考えているということだっ

たんですが、もうちょっと大きく考えると、例

えばこの総合計画自体が行政計画としての方向

性であるのか、公共計画としての意味合いを持

っていくのか、そういったところの位置づけな

どは考慮に入ってはいなかったでしょうか。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 行政計画であると思いま

す。その中に公共的な考え方も取り入れた形の

計画ということになるかと思います。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） そうしまして、新庄市

の総合計画審議会条例の改正の部分なんですが、

この総合計画策定条例を新設していくという中

で、これまでの振興計画審議会条例の文言を変

えていくというところにとどまっているかなと

は思ったんですが、全体の条例をこちらのほう

の条例を見たときに、私自身が変えたほうがい

いのではないかと思った条例があったものです

から、そちらのほうが振興計画審議会条例の中

では、２条から３条にかかわってくるかと思う

んですが、２条の中で、審議会というのが新庄

市長の諮問に応じ策定していくという役割を持

つわけですね。その中に第３条の中で、その審

議会の中に市議会議員というのが委員として入

っている。これについて、どのような話し合い

があったのかというのを聞きたいということと、

なぜかといいますと、議員の役割というのが市

長の諮問を受ける立ち位置ではないなと思って

おります。 

  その中のその立ち位置を考えた場合、その地

方議員の役割ということを考えたときに、諮問

の委員会の中にあるということが果たして今の

時世にマッチしているのかどうかということも

考えられたのかどうかということを伺いたいと

思います。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 基本的には、この体制を

引き継ぐような形で考えていきたいと。この地

方自治法の規定がなくなったことにより、条例

に移るわけですけれども、今まで来た流れを基

本的には受け継いでいくような考え方になりま

す。 

  この中で審議会条例の中の市議会の議員が委

員となることについてというふうなお話があっ

たわけですけれども、昨日８月31日に総務文教

委員協議会でも基本的な考え方をお示ししたと

ころですけれども、その中でもやはり議員の方

が入るのはいかなるものかというふうな御意見

をいただいております。 

  ですので、入っていただくべきかどうかとい

うことについて議論は行っておりませんけれど

も、やはりこの点につきましては、考えていか

なければならないものの一つかなとは思います。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 よって、総括質疑を終結いたしま

す。 

  ただいまから１時まで休憩いたします。 

 

     午前１１時５４分 休憩 
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     午後 １時００分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

  先ほど私の手違いで、日程第７報告第13号平

成30年度新庄市一般会計補正予算（第２号）の

専決処分の承認について、本来ならば質疑をお

受けするところ、質疑をお受けしませんでした

ので、ただいまから質疑をお受けしたいと思い

ます。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 別に質疑なしと認めます。 

  よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  報告第13号平成30年度新庄市一般会計補正予

算（第２号）の専決処分の承認については、こ

れを承認することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第13号については、これを承認することに

決しました。 

 

 

日程第２４決算特別委員会の設置 

 

 

小野周一議長 日程第24決算特別委員会の設置を

議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第51号から議案第59号までの平成29年度

一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに水

道事業会計利益の処分及び決算の審査をするた

め、委員会条例第６条第１項の規定により決算

特別委員会を設置したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

決算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

決算特別委員会委員の選任 

 

 

小野周一議長 これより、ただいま設置されまし

た決算特別委員会委員の選任を行います。 

  決算特別委員会委員の選任につきましては、

委員会条例第８条第１項の規定により、議長に

おいて全議員を指名したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

全議員を決算特別委員会の委員に選任すること

に決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において決

算特別委員会を開催し、正副委員長の互選を行

っていただきますので、御参集のほどよろしく

お願いいたします。 

 

 

日程第２５議案、請願の決算特別

委員会、各常任委員会付託 

 

 

小野周一議長 日程第25議案、請願の決算特別委

員会、各常任委員会付託を行います。 

  議案、請願の委員会付託につきましては、お
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手元に配付しております平成30年９月定例会付

託案件表により、それぞれ所管の委員会に付託

いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

平 成 ３ ０ 年 ９ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

決 算 特 別 委 員 会 

   議案（９件） 

○議案第５１号平成２９年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
○議案第５２号平成２９年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５３号平成２９年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５４号平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

○議案第５５号平成２９年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５６号平成２９年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５７号平成２９年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

○議案第５８号平成２９年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

○議案第５９号平成２９年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決

算の認定について 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 
議案（２件） 

請願（１件） 

○議案第４６号新庄市総合計画策定条例について 

○議案第４７号新庄市議会議員及び新庄市長の選挙における選挙運

動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
○請願第２号日本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会が批准する

ことを求める請願 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（３件） 

○議案第４８号新庄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 
○議案第４９号新庄市国民健康保険給付基金の設置、管理及び処分

に関する条例の一部を改正する条例について 
○議案第５０号新庄市エコロジーガーデン設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について 
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議案７件一括上程 

 

 

小野周一議長 日程第26議案第60号平成30年度新

庄市一般会計補正予算（第３号）から日程第32

議案第66号平成30年度新庄市水道事業会計補正

予算（第１号）までの補正予算７件につきまし

て、会議規則第35条の規定により一括議題にし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第60号平成30年度新庄市一般会計補正予算

（第３号）から議案第66号平成30年度新庄市水

道事業会計補正予算（第１号）までの補正予算

７件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第60号から議案第

66号までの平成30年度新庄市一般会計、特別会

計及び水道事業会計の補正予算について御説明

申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第60号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ６億

8,748万4,000円を追加し、補正後の予算総額を

162億713万7,000円とするものであります。 

  ４ページの第２表におきましては、看護師養

成所建設事業に係る債務負担行為を補正してお

ります。 

  また、５ページ、第３表におきましては、同

じく看護師養成所建設事業に係る地方債や市営

バス購入費に充てる地方債等を追加補正してお

ります。 

  ８ページからの歳入には、13款使用料に産直

まゆの郷の料金改定に伴う使用料や15款県支出

金に小規模多機能型居宅介護施設整備に係る交

付金を新規計上しております。 

  次に、歳出予算の主な補正内容について御説

明申し上げます。 

  まず、１款から10款を通して人件費に係る予

算の補正を計上していますが、４月の人事異動

等に伴う各款の調整によるものであります。ま

た、各款を通して市民から寄せられました相談

などに対応したものを初め、学校、各種施設や

道路、側溝などの維持補修や機能強化に係る経

費をそれぞれ計上しています。 

  ２款総務費には財政調整基金積立金を計上し

ておりますが、中核工業団地の用地売り払い収

入を財源として積み立てを行うものであります。 

  ３款民生費には、歳入でも御説明いたしまし

た県交付金を活用した小規模多機能型居宅介護

施設整備に係る補助金を計上しております。 

  ４款では看護師養成所開設に係る用地購入費

等の費用を計上しております。 

  ６款には各種補助事業の追加分や高壇地区の

県営土地改良事業負担金を新規で計上しており

ます。 

  ７款では産業立地促進資金融資制度預託金を

500円ほど計上しておりますが、その元金収入

として同額を歳入に計上しております。 

  10款では各種施設の修繕のほか、小中学校の

エアコン設置に係る設計業務委託料を新たに補

正しております。 

  続きまして、特別会計ですが、議案第61号国

民健康保険事業特別会計補正予算から議案第65

号後期高齢者医療事業特別会計補正予算までの

５特別会計及び議案第66号水道事業会計補正予

算につきましては、今年度のそれぞれの事業の

執行に必要な補正を行うものであります。 

  私からの説明は以上ですが、詳細につきまし

ては財政課長及び上下水道課長から説明させま

すので、御審議の上、御決定賜りますようお願

い申し上げます。 

小野周一議長 財政課長板垣秀男君。 

   （板垣秀男財政課長登壇） 

板垣秀男財政課長 それでは、私のほうから議案
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第60号から議案第65号までの補正予算の御説明

をさせていただきたいと思います。 

  補正予算書をお開きいただきたいと思います。

１ページでございます。 

  議案第60号一般会計補正予算（第３号）でご

ざいます。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ６億

8,748万4,000円を追加しまして、補正後の総額

を162億713万7,000円とするものでございます。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから４ページになります

が、第１表歳入歳出予算補正を御確認いただき

たいと思います。 

  ４ページをごらんください。 

  ４ページの下の部分でございますが、第２表

債務負担行為補正でございます。こちら、看護

師養成所建設に係る債務負担を新たに設定する

ものでございまして、期間は平成31年度から32

年度まで、限度額を８億7,650万円としてござ

います。 

  次の下の第３表地方債補正でございますが、

今年度運行開始予定のまちなか循環バスの車両

購入に充てる地方債、市営バス整備事業でござ

います。それから、看護師養成所の用地購入に

充てる地方債、こちらを新たに追加してござい

ます。 

  次に、歳入につきまして御説明したいと思い

ます。８ページをお開きください。 

  ８ページ、歳入、まずは、中段より下の15款

県支出金でございます。こちらの２項県補助金

１目総務費県補助金でございますが、こちらに

は今年度の市町村総合交付金の額の確定により

ます補正を行ってございます。 

  また、２目の民生費県補助金でございますが、

こちらには、民間の介護施設整備に補助するた

めの地域密着型介護施設等整備交付金、こちら

を計上してございます。 

  ９ページの下段になりますが、16款財産収入

のほうには中核工業団地の売り払い収入3,600

万円を計上してございます。 

  10ページをごらんください。 

  19款繰越金でございます。こちらには、この

たびの予算の補正に充てる一般財源といたしま

して、前年度の繰越金を補正してございます。 

  その下の20款諸収入でございますが、こちら

には産業立地促進資金融資制度預託金の元金収

入を計上してございます。４億4,900万円とい

うものでございます。 

  続きまして、12ページからの歳出について御

説明したいと思います。 

  こちら、市長のお話にもありましたが、全体

を通しましてさまざまな補正がございますが、

特に４月の人事異動に伴います職員給与の補正

を計上してございます。 

  また、これも全体を通してでございますが、

事業執行に必要な補正、それから、学校を含む

各種施設、道路、側溝など、維持補修、それか

ら機能強化の経費を計上させていただいており

ます。 

  個別の事項でございますが、初めに、２款総

務費でございます。こちらの１項４目財政管理

費でございますけれども、こちらに計上してご

ざいます財政調整基金積立金3,600万円でござ

いますが、こちらにつきましては、先ほど触れ

ました中核工業団地の土地売り払い収入、こち

らを財源とするものでございます。 

  15ページをごらんください。 

  15ページ、下段でございますが、３款１項５

目老人福祉費でございます。こちらには、歳入

でも御説明申し上げましたが、民間の介護施設

の整備に対する地域密着型介護施設等整備費補

助金3,300万円ほどでございますが、計上して

ございます。 

  次に、17ページをごらんください。 

  17ページ、４款衛生費でございます。こちら

の１項９目看護師養成所費でございますけれど
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も、こちらには看護師養成所建設用地の購入費

用として4,380万円を計上してございます。 

  次に、18ページをごらんください。 

  ６款農林水産業費でございますが、こちら、

その款を通しまして、さまざまな補助金の補正

をしてございますけれども、特に、１項５目の

農地費でございますが、こちらのほうに高壇地

区の県営土地改良事業負担金として400万円を

新たに計上してございます。 

  続いて、20ページをごらんください。 

  ７款商工費でございます。こちらの１項２目

商工振興費、こちらのほうに、歳入でも触れま

したが、産業立地促進資金融資制度預託金４億

9,900万円ほどを計上させていただいておりま

す。 

  次に、その下の21ページの８款土木費でござ

います。 

  こちらの２項２目道路維持費でございますが、

こちらのほうには市道の維持補修に係る経費

1,500万円ほどでございますが、計上してござ

います。 

  続いて、23ページをごらんください。 

  23ページ、９款消防費でございます。こちら

の１項２目非常備消防費でございますが、こち

らには、来年度東庁舎解体を予定しているわけ

なんですが、その東庁舎の脇に震度計がござい

まして、その震度計を移設しなければならない

ということで、第２庁舎の敷地内へ移設する工

事負担金400万円ほどを計上させていただいて

おります。 

  次に、24ページをごらんください。 

  10款の教育費でございます。こちらには、小

学校、中学校、それから義務教育学校それぞれ

にエアコンの設置に係る設計業務委託料、合わ

せまして680万円ほどになるんですが、そちら

を補正させていただいております。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計に

入らせていただきます。 

  27ページをごらんください。 

  議案第61号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）でございます。こちらは、歳入歳

出それぞれ1,948万6,000円を追加しまして、補

正後の予算総額を33億6,504万2,000円とするも

のでございます。 

  30ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  こちらの８款諸支出金でございますが、こち

らに前年度の国の支出金などの精算による償還

金を計上してございます。歳入には、その上の

段になりますが、その財源といたしまして、前

年度繰越金を計上したところであります。 

  続いて、31ページをごらんください。 

  議案第62号公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）でございます。こちらは歳入歳出そ

れぞれ953万円を追加いたしまして、補正後の

予算総額を16億5,987万6,000円とするものでご

ざいます。 

  36ページをごらんください。 

  歳出でございます。 

  こちらの１款総務費には、処理場施設の維持

に係る経費としまして986万円ほど増額補正し

てございます。 

  また、２款の建設費のほうでございますが、

こちらには管渠建設事業の執行に必要な予算の

組み替えを計上したところであります。その財

源といたしまして、１ページに戻っていただい

て、35ページの歳入でございますが、こちらに

は一般会計の繰入金、それから前年度繰越金、

あとは公共下水道事業債、こちらのほうを増額

補正してございます。 

  39ページをごらんください。 

  議案第63号農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）でございます。こちらは歳入歳出

それぞれ93万円を追加しまして、補正後の総額

を8,624万円とするものでございます。 

  内容につきましては、職員給与費とそれから
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施設の修繕料、こういったものを補正するもの

で、一般会計からの繰入金を財源としてござい

ます。 

  43ページをごらんいただきたいと思います。 

  議案第64号介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）でございます。こちらは歳入歳出そ

れぞれ9,874万5,000円を追加しまして、補正後

の総額を38億3,186万3,000円とするものでござ

います。 

  50ページをごらんください。 

  50ページ、歳出でございます。こちらにつき

ましては、一般会計と同様に、職員給与費の補

正をしてございますが、51ページのほうに５款

基金積立金がございます。こちらのほうに介護

保険給付費準備基金の積立金を計上してござい

ます。また、７款の諸支出金のほうに国や診療

報酬支払基金、そちらへの償還金を補正をさせ

ていただいております。その財源としまして、

前年度繰越金を増額して計上したところでござ

います。 

  続いて、53ページをごらんください。 

  議案第65号後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第１号）でございます。こちらにつきま

しては、歳入歳出それぞれ118万8,000円を追加

しまして、補正後の総額を４億4,404万8,000円

とするものでございます。 

  56ページをごらんください。 

  歳出のほうには、後期高齢者医療システムの

改修費用を計上してございます。それに伴いま

して、歳出にはその財源となります国庫補助金

の計上をしてございます。 

  以上で一般会計及び特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議いただきまして、御可決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

小野周一議長 上下水道課長奥山茂樹君。 

   （奥山茂樹上下水道課長登壇） 

奥山茂樹上下水道課長 それでは、議案第66号平

成30年度新庄市水道事業会計補正予算（第１

号）について御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開き願います。 

  第１条、平成30年度新庄市水道事業会計補正

予算（第１号）は次に定めるところによります。 

  第２条、業務の予定量の補正につきましては、

後ほど資本的支出の補正の中で説明いたします

が、建設改良事業費について補正するもので、

記載したものであります。 

  第３条、収益的支出の補正ですが、第１款水

道事業費用の既決予算額10億8,947万4,000円に、

補正予定額99万1,000円を増額し、計10億9,046

万5,000円とします。これは、主に人事異動等

に伴う職員給与費の減額と施設の機器修繕など

であります。 

  第４条、資本的支出の補正ですが、第１款資

本的支出の既決予定額４億3,983万9,000円に補

正予定額1,226万4,000円を増額し、計４億

2,757万5,000円とします。こちらは、主に泉田

道路関連設計業務委託料の増額、工事請負費の

減額及び人事異動等に伴う職員給与費の増額で

あります。 

  次に、第５条、特例的収入の補正ですが、営

農飲雑用水事業特別会計を廃止したことにより、

水道事業会計との制度の違いから、双方の予算

決算に記載されない未収金の額が確定したこと

により、補正するものであります。 

  最後に、第６条、議会の議決を経なければ流

用することのできない経費の補正ですが、職員

給与費の既決予定額6,477万8,000円に補正予定

額200万円を減額し、6,277万8,000円とします。 

  以上、平成30年度新庄市水道事業会計補正予

算（第１号）について御説明申し上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願いいたします。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算７件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ
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り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第60号から議案第66号までの補正予算７件

については、委員会への付託を省略し、９月21

日金曜日、定例会最終日の本会議において審議

をいたします。 

 

 

日程第３３議員派遣について 

 

 

小野周一議長 日程第33議員派遣についてを議題

といたします。 

  議員派遣につきましては、地方自治法第100

条第13項及び会議規則第167条の規定に基づき、

お手元に配付しております名簿のとおり、全議

員を最上市町村議会議長会主催の議員研修会に、

また、議会報編集委員６名を山形県市議会議長

会主催の議会報研修会に派遣したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

最上市町村議会議長会主催の議員研修会に全議

員を、また、山形県市議会議長会主催の議会報

研修会に議会報編集委員６名を派遣することに

決しました。 

 

 

散      会 

 

 

小野周一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ９月10日月曜日午前10時より本会議を開きま

すので、御参集をお願いいたします。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでございました。 

 

     午後１時２５分 散会 
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平成３０年９月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成３０年９月１０日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 小 野 周 一     副議長 小 関   淳 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   下  山  准  一  議員     ６番   小  野  周  一  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   髙  橋  富 美 子  議員    １２番   佐  藤  卓  也  議員 

 １３番   山  科  正  仁  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 小 松   孝  総 合 政 策 課 長 関   宏 之 

総合政策課参事 福 田 幸 宏  財 政 課 長 板 垣 秀 男 

税 務 課 長 加 藤   功  市 民 課 長 荒 田 明 子 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 滝 口 英 憲 

環 境 課 長 森   正 一  健 康 課 長 田 宮 真 人 

農 林 課 長 小 野 茂 雄  商 工 観 光 課 長 荒 澤 精 也 

都 市 整 備 課 長 土 田 政 治  上 下 水 道 課 長 奥 山 茂 樹 

会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長  田 浩 志  教 育 長 高 野   博 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 武 田 信 也  学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一 

社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀  監 査 委 員 大 場 隆 司 

監 査 委 員     
事 務 局 長 平 向 真 也  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 亀 井 博 人  農業委員会会長 浅 沼 玲 子 

農 業 委 員 会   
事 務 局 長 三 浦 重 実    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 井 上   章  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 査 沼 澤 和 也  主 事 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成３０年９月１０日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 山 科 正 仁  議員 

２番 佐 藤 卓 也  議員 

３番 小 関   淳  議員 

４番 小 嶋 冨 弥  議員 

 

本日の会議に付した事件  

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成３０年９月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 山 科 正 仁 
１．突発的災害に対する危機管理と対応について 

２．学校施設整備について 

市 長 

教 育 長 

２ 佐 藤 卓 也 

１．地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ（リーサス））の活

用について 

２．ＯＯＤＡ（ウーダ）ループの活用について 

３．農福連携について 

市 長 

３ 小 関   淳 

１．家庭ゴミの回収事業について 

２．スクールバスの運行内容について 

３．新庄まつりのごみ対策について 

市 長 

教 育 長 

４ 小 嶋 冨 弥 

１．新庄祭りについて 

２．子育て支援について 

３．防災について
 

市 長 
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開      議 

 

 

小野周一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

小野周一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は７名でございます。

質問の順序は、配付しております一般質問通告

表のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

山科正仁議員の質問 

 

 

小野周一議長 それでは、最初に山科正仁君。 

   （１３番山科正仁議員登壇） 

１３番（山科正仁議員） おはようございます。 

  本定例会で１番目の一般質問をさせていただ

きます、市民・公明クラブの山科です。 

  一問一答形式となりますので、よろしくお願

いします。 

  さて、東日本豪雨に続きまして、当最上地方

でも８月５日、６日の豪雨及び、追い打ちをか

けた31日の豪雨がありました。幸いにも人的生

命にかかわる被害とかインフラに対する重大な

被害というのは回避されたようです。しかし、

公共用地関連や河川、農地等の被害が多数発生

しました。当市内だけにとどまらず、被害に遭

われた最上郡内の方々、お見舞い申し上げると

ともに、一刻も早い復旧を強く祈念いたします。 

  それでは、質問に入らせていただきます。 

  災害後、私も早朝より近隣各地への被害状況

の確認に走りました。そのときに、各担当課職

員の昼夜を通して監視体制がとられていたと見

えまして、早朝にもかかわらず現場で会うなど

しまして、大変意欲的に対応してくれていると

心強く感じました。本当に御苦労さまでした。 

  さて、日本各地でも起こっております台風、

それから豪雨等による被害対応には、国はもと

より当市、各自治体でも危機管理のマニュアル

をもとに対応しておりますけれども、当市にお

きまして、さきの集中豪雨災害対策、その対応

はいかがであったかを伺います。 

  また、幸いにも重大なインフラ面の被害は回

避されたようでありますけれども、現実としま

して、農地や山林の農林関係施設の被害、それ

から河川及び個人所有地の損壊等、これの被害

がありました。多くの市民の方々が負担と不安、

これを背負っている現状であります。 

  そこで、今後の復旧に向けた取り組み、それ

から今後の防災対策を、市としてどのような施

策をもって実施していくのかを伺います。 

  まずは大枠の質問とさせていただきますので、

よろしく御答弁ください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、一般質問、山科市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  さきの豪雨災害の対応と被害状況については

全員協議会においても御説明してきたところで

ありますが、８月５日から６日の豪雨は総雨量
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が268.5ミリ、１時間当たりの最大雨量が47.5

ミリを観測し、８月31日の豪雨は総雨量が

201.5ミリ、１時間当たりの最大雨量は33.5ミ

リを観測しました。気象庁においても予測でき

なかった、まさしく50年に一度の突発的な豪雨

が一月に２回発生したことになります。 

  大雨洪水警報、土砂災害警戒情報を受け、災

害対策本部を設置し、全庁的に対応に当たりま

した。気象情報や洪水土砂災害の危険度分布を

もとに避難勧告、避難指示を発令し、市内８カ

所に避難所を開設し、防災行政無線、エリアメ

ール、広報車等により避難を呼びかけました。

人的被害はなかったものの、住宅、道路、河川、

農地、農作物、水道施設など広範囲にわたり多

数の被害が確認されております。 

  復旧に当たりましては、国の災害復旧事業、

県の災害対応事業、また本市で新たに創設する

災害対応事業での対応を進めておりますが、復

旧が終わるまではかなりの時間を要する見込み

であります。 

  今後の復旧に向けた取り組みとしては、市道

や準用河川などの大規模な復旧につきましては、

国庫負担の採択をいただくため、10月中旬より

予定されております災害査定に向けて現在準備

を進めております。その後、実施設計、工事実

施と進めてまいります。また、小規模な被災箇

所については、単独事業として早急な対応に努

めてまいります。 

  農地、農道等の復旧につきましては、国の災

害復旧事業に該当する22カ所について、国の査

定に必要な設計に取りかかっているところであ

ります。補助率は農地50％、農道、水路等の施

設65％です。 

  また、国の復旧事業に該当しない、または希

望しない箇所については、市と県でそれぞれ創

設する対応事業を使い分けしながら対応してま

いります。補助率については、県事業は県３分

の１、市６分の１、市事業は市２分の１と考え

ております。 

  復旧工事が必要な農家対象に、９月５日に説

明会を実施いたしました。今後、個別の相談会

をさらに実施しながら、細やかな対応に努めて

まいりたいと考えております。 

  今後の防災対策としましては、市民への情報

伝達手段を拡充するため、防災行政無線の増設、

エリアメールを初め、マスメディアとの連携や

広報車、ホームページなど、多様な伝達手段の

効果的な活用を図ってまいります。 

  また、市民の防災、減災意識を高め、自助公

助の取り組みを強化するため、自主防災組織の

組織率を高め、活動支援を行いながら、災害に

強いまちづくりに向け取り組んでまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） 大変早急な対応をなさ

ったようで、被害がなるべく食いとめられたと

いう印象を持ちました。 

  今回、被害を農林課所管のは農地関連、それ

から都市整備課や環境課所管であると思います

けれども、公用施設、公用地関係のその被災状

況というのはどうであったかと。また、対応の

現実的な見通し等、これはどのように計画され

ておりますか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 農地それから農道等の被害に

ついてですけれども、８月５日の豪雨で、大く

くりですけれども33カ所、617カ所が被災した

ということで、８月31日の豪雨で新たに、現在

のところですけれども44カ所が新たに被災した

というふうには判明しておりまして、現在被災

箇所は、箇所数の数え方はちょっといろいろあ

ると思いますけれども、661カ所ということに

なってございます。非常に大きな災害かという

ふうに考えているところでございますので、先
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ほど市長が申し上げましたように、いわゆる国

の災害復旧のほうにも上げてございます。 

  小規模なというか、県と市の補助事業、創設

いたしましたけれども、どちらも２分の１とい

うふうなことで考えております。というのは、

県の事業がまだちょっと定まっておりませんけ

れども、いろいろな農家の方々からお話を聞く

と、自分で重機を借りてやりたいという方々も

結構いらっしゃいます。そういうようなものに

ついては県の事業が該当しないということがあ

りますので、市の事業で対応したいと考えてお

ります。 

  農家のほうにしてみれば、県の事業とか市の

事業ということは関係なくて、いわゆるどんな

ことができるのか、それから補助率は幾らかと

いうふうなことですので、９月５日に説明会、

３回に分けて行いましたけれども、県も市も一

つの事業というところで説明してございます。

県の補助が使えるものについては市のほうで対

応していくというところで、一つの災害復旧等

の事業というところで説明申し上げました。 

  ９月６日から、現在もでございますけれども、

９月14日まで、旧社会教育課の部屋でもって、

今個別の相談会を行っております。やはりいろ

いろな悩みがございますので、それらに細かに

対応していきたいと考えているところでござい

ます。 

  なお、改良区のほうでも、どういう業者に頼

んだらいいかとか、どういう工法がいいかとか

ということも相談に乗るということですので、

説明会でも説明申し上げましたけれども、出席

できなかった方々には今後農業だより等で周知

したいと考えているところでございます。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 私のほうからは、道路河

川等の災害について御報告させていただきたい

と思います。 

  ８月５日、６日のほうの災害におきましては、

箇所数で33カ所、被害額としては２億円を超え

るものと、２億1,000万円ぐらいと推定してお

ります。それから８月30日、31日だったかと思

いますが、そちらのほうの被災につきましては、

同じように32カ所被災しております。こちらは

約１億5,000万円ぐらい、合わせますと両方で

65カ所、３億5,000万円ぐらいの被害想定と見

込んでおります。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） ありがとうございまし

た。大変早期に補助金等の対応をなさると、そ

の見通しが立っているようで、大変安心できま

す。 

  今回の災害に対しまして、市民の方から課題

というか、いろいろな御指摘を受けた点が多々

ありまして、それをちょっと報告したいと思い

ますけれども、基本的に市街地、仁田山とか土

内から始まりまして、萩野地区ですけれども、

そちらにおいては県管理の河川、そもそも根本

のほう、山の上流と山の上のほうで災害を起こ

す原因があって、例えば雨水を今までためてい

た、直接被害に遭わないようにためていた堰堤

とかあるわけですけれども、そこの管理がなっ

ていないということで、長年管理がなっていな

いということで、そこが増水して、結果的に下

まで被害を及ぼしたという例がありました。そ

の辺に関して、県との話し合いとか管理者同士

のいろいろな打ち合わせというのも今後必要じ

ゃないかということを言われておりました。 

  何よりも、農地でないところの損壊、河川の

下流にあり、農地であればその農林関係の対象

になるでしょうけれども、非農地に関してはや

はり一般個人の私有地でありますので、その被

害をどういうふうに補償していくのかと、対応

していくのかというふうな問題はいろいろ聞か

れました。 
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  何よりも、その河川の下流にある住宅地に関

しては、そこが決壊したらもう即住宅が流され

てしまうという怖さもあったということで、そ

の辺は急遽、大至急対応していただきたいとい

うことを伺っておりました。 

  あと、これは市内における問題でありました

けれども、東山アンダーに関してはかなり増水

が起こった。通行どめが、その豪雨のときに連

続して２回起こってしまったということがあり

ました。これに関しては、例えば１回目、８月

５日、６日に通行どめになったとすれば、31日

までかなり、そんなに時間はないにしてもある

程度の時間はあったと、対応のしようがあった

んじゃないかというふうな市民の意見がござい

ました。 

  一例ですけれども、私の集落においても、国

道増水によって玄関前まで水が来たという事例

がありまして、そこではどうしようもないとい

うことで、御老人が住んでいる家なものですか

ら私に電話がありましたけれども、即国道維持

管理の出張所のほうに電話しましたら、30分ぐ

らいで土のうを積んだ業者、すぐ来ました。担

当者の方と一緒に来まして、すぐ対応してくれ

たと。 

  ところが、その東山アンダーの方に対しては、

土のうが必要であるにもかかわらず、確かに来

てくださって現場を見ていったという報告はあ

りましたけれども、写真を撮って帰っていって

しまったと。何の対応にもなっていないじゃな

いかというような御指摘を受けました。 

  その辺、国、県の対応と当市の対応の違いと

いうのはなぜ起こるんでしょうか。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 東山アンダーの件で申し

上げますと、時間雨量がかなり大きかったとい

うこともありまして、現在のシステムのままで

はなかなかそれに対応できるような設備が整っ

ておりません。今後、これらその短時間の雨量

に対する対応についても検討してまいりたいと

思います。 

  先ほど土のうの件、確かに私のほうにも電話

がありまして、内容としては、最初に電話をい

ただいた方ではなくて、別の方に最初手当てを

してしまったために、その行き違いがあったと

いうふうに現場のほうから報告を受けておりま

す。その後そちらの方にも土のうを届けたとい

うことでありますが、災害時、なるべく情報を

的確にとらえ、対応についても、スムーズな対

応ということについて今後行ってまいりたいと

思います。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） ぜひ、地方公共団体と

いうもののあるべき姿というか、結局なぜ市町

村なんてあるかといえば、細やかな行政のサー

ビスを細部にわたって行えるという利点を求め

ているわけですから、その辺県に負けてしまっ

たとか国より負けるということはあり得ないわ

けですので、その辺はしっかりやっていただき

たいと思います。 

  次、農地関連について再質問いたしますけれ

ども、一時的な対応としまして、集落へ依存す

る工事金額を40万円の上限に区切ってルールづ

けした多面的機能支払いの交付金、これを活用

して仮復旧をやってくださいというふうな、各

集落担当者に説明があったと思われます。 

  それで、現時点で把握している進捗状況、そ

れをお伺いします。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 ８月５日段階で617カ所とい

うふうなところで、35保全会ございますけれど

も、ほとんどの保全会、まちなかの保全会は全

然ないというところもありますけれども、ほと

んどの保全会が該当していたというところで、
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これにつきまして、８月の豪雨があった４日、

５日後ぐらいに全員集めまして、保全会でもで

きるというふうなところで、保全会の財布の中

でできるというふうなところでお願いしてきた

ところでございます。 

  これにつきましては応急措置的なところが大

きいですので、小さなのり面崩壊等については

応急措置的なもので完了するというところもあ

りますけれども、応急措置的なところで水路の

土砂を排除したり、農道を、崩れてきたのを排

除したりというふうなところがやはり中心にな

ってきているかと思いますので、今後小規模な、

市と県の補助事業の中で対応するというところ

も出てくるかと思いますので、箇所数について

は把握してございませんけれども、かなりの部

分該当して、保全会のほうでやっていただいた

のかと考えてございます。 

  なお、保全会地域でないというところもござ

いますけれども、これについては保全会で対応

できないというところもございましたので、市

の補助事業、対応する上で、その時点ではまだ

はっきりしていなかったんですけれども、応急

措置的なものが必要だとすれば、写真とか領収

書とかをとっておいていただきたいということ

で言っておりますので、今回その事業を創設す

ることになりましたので、それに応急措置的な

ものもさかのぼって配慮したいと考えていると

ころでございます。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） わかりました。 

  これ、何で今質問したかといいますと、ある

集落によってかなりばらつきが出てきていると。

この保全会を使うというのもやはり集落に依存

する形でやっているわけですから、その集落自

体の団結力、それから技術力、土木技術がなけ

れば集落の方々がみずからやるというのもなか

なかできないという地域もありますし、なおの

こと業者に頼むといった場合でも、業者が不足

していたというような状況がかなりあって、今

現在も恐らくかなりの、なされたところとなさ

れていないところというのがはっきりしてきて

いると思います。 

  その辺を今度その災害復旧でもってやってい

くと、復旧事業でもってやっていくというよう

な話であろうかと思いますけれども、ここでち

ょっと大きな問題がありまして、その補助金交

付の際に、自己負担というふうな話があります。 

  自己負担においても、確かに体力のある農家

であればそれは可能であろうかと思います。さ

っきおっしゃったように、みずから重機を借り

て、もしくは購入してやるというふうな力があ

る農家がほとんどであればいいんですけれども、

80％以上は零細です。もうその収入で自己負担

が賄えるのかというぐらいの農家がほとんどだ

と思います。結局、結果的にはじゃあやらなく

ていいやと、申請しないというふうになれば、

また豪雨があったときにまた同じく、それもち

ゃんと直した家に影響があるというふうなこと

も考えられると思います。 

  収入がないのである程度はできないという点

もありますけれども、貯金があるでしょうがと

言われても、農家に関しては退職金もありませ

んし、体を壊したらそれで終わってしまうとい

うふうな、生計が成り立たないという方が非常

に多いです。そういうような農業の現状を考え

れば、将来の不安以外の何物でもないわけです。

したがって、現実的に災害復旧のシステムとい

うか、絵に描いた餅というか、体力的に大きな

方々だけが残っていってしまうと考えられるん

ですが、いかがでしょうか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 議員おっしゃるとおり、そう

いった悩みを抱えていらっしゃる方はたくさん

いらっしゃると思います。 
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  補助率につきましては、２分の１についても

っと上げてくださいとかという声は一つもござ

いませんでした。それよりも、やはり補助残分

のお金をどう工面していくかというふうなとこ

ろの悩みの方が多かったのかと思います。 

  それらに対しては、改良区もそうですけれど

も、うちのほうでも相談に乗って、なるべく効

果的で安い工法をお勧めしたいというふうに考

えてございます。それにつきましては個々の場

所によって違いますので、例えば崩れたのり面

の土砂を除去する、それで普通の国の復旧事業

ですと同じのり面の角度で戻すという形になり

ますけれども、崩れたところに関しては、ある

程度現時点で安定勾配になっているというふう

なところがございますので、農地がある程度減

っても、そこの部分の斜度を緩くしたり、そう

いうふうなところもお勧めしなければならない

というところで相談に乗っているところでござ

います。 

  なお、個々の事情でやはり直さなくてもいい

という方もいらっしゃるようですので、やはり

今後の二次災害もございますので、多少なりと

もやはり今後の災害をふやさないというところ

では、いろいろアドバイスしていきたいと考え

てございます。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） ぜひ自己負担、なるべ

く抑えられると、もしくは低金利、もしくは無

利子等によって貸し付けをしてくださって、長

期返済なんていうような方向も考えていただき

たいと思いますし、今回総務省から11月分の定

例交付すべき普通交付税ですけれども、それの

一部、30％程度と言っていますが、２億7,500

万円、これを豪雨の災害対策としまして本日10

日、きょうもう入ったかもしれませんけれども、

現金交付されているかと思います。こちらも有

効活用した、極力市民の負担が少なくなるよう

な救済措置、その再検討が望まれますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  まとめますけれども、今回の実被害、その箇

所も含めまして、新庄市の、最上郡内の非常に

脆弱というか弱い箇所、これが発見されたとい

うふうに思っております。今後起こり得る可能

性がある豪雨とか地震、この災害などにどうい

うふうに対策していったらいいかと、どういう

ふうな必要があるかというのが今後の大きな市

政の課題となったと感じます。 

  新庄市は安全神話があるんだと言われており

ましたけれども、簡単に崩壊していくんだと感

じております。今後も、現在も各担当課、一生

懸命不眠不休で、業務で早期の復旧というのを

やってくださっていると感じております。体を

壊さないように頑張っていただきたいと思いま

す。 

  今回の答弁を踏まえまして、今後も引き続き

市民とともにこの課題に対する動きを見ていき

たいと思います。 

  それでは、２点目の質問に入らせていただき

ます。 

  やっと猛暑も過ぎ去りました。ことしは数十

年単位、異常気象が多く発生しました。異常な

猛暑、それから異常な豪雨、連続する台風、こ

の前の北海道の大地震、これ日本列島全体がも

う危険な方向に向かっているんではないかと感

じている次第です。また８月24日、25日、26日

に行われた新庄まつり、これにおいても、若干

の気温の落ちつきは見られましたけれども、突

発的な雨もあった中で、職員の方々の裏方業務

の努力には感謝いたします。御苦労さまでした。 

  それでは、本題に入らせていただきます。 

  先ほども申し上げましたが、今年は全国的な

猛暑によりまして、多くの方が熱中症等で亡く

なりました。まことに残念であります。このこ

とは、屋外、外だけの話ではなくて、屋内、室

内でも起こり得ると言われております。 
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  去る８月31日行われました総務文教委員協議

会にて学校の空調設備の整備に向けた説明を受

けましたが、この事案は、子供の教育環境とい

う事案において、命にかかわる重要性と緊急性

を考えまして、重ねてこの本会議で、公式な場

において再度質問をさせていただきます。御了

承ください。 

  まずは、今年度のこの猛暑による、学校長か

ら児童生徒の健康被害の状況というような報告、

この報告内容はもちろん、報告はありましたか。 

  また、その教室内が高温になることに対しま

して、児童生徒の保護対策としまして、どのよ

うな指示を各学校長に行ったかを伺います。 

  そして、この日本国内の環境変化による異常

気象、この対策としまして、いよいよ国が学習

環境の向上と児童生徒の健康維持のために、教

室へのエアコン導入、これを進めようとしてい

ます。大変な進歩でありまして、強く共感する

ところであります。 

  また、当市でも、定例会初日、財政課の説明

ありましたけれども、補正予算で、10款の教育

費の中で、空調設備設置に向けた測量設計業務

委託料約680万円の計上がありまして、いよい

よエンジンがかかってきたかと感じております。 

  しかし、重要なのはこれからでありまして、

このアイドリングがかかった状態から、最上地

域独特の気候とか環境を考慮した教育環境の改

善策としまして、この事業着手が絶対的に必要

でありまして、国、県への強い働きかけ、これ

を並行して早急に予算化をして、工期的におく

れをとらない、加速する事業の立ち上げ、これ

が必要と考えますが、本市の考えを伺いたいと

思います。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

小野周一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 まず初めに、今年度の猛暑によ

る市内児童生徒の健康被害状況についてお答え

します。 

  当市においては、毎年県の指導により、４月

から９月の期間で、熱中症により医療機関を受

診した児童生徒数の調査を行っているところで

す。 

  調査報告では、熱中症により医療機関を受診

した児童生徒は、７月は小学生１名、中学生３

名、８月は中学生が３名でした。そのうち、入

院しなければならない重篤な症状の児童生徒は

おらず、医療機関で治療を受け、早期に回復し

ております。 

  また、この調査における熱中症発症を行動別

に分けますと、部活動中の発症が２名、運動中

の発症が１名、授業中の発症が１名、原因不明

によるものが３名でした。気温が30度を超えた

日が７月は21日、８月が16日、そのうち４日間

が猛暑日と、とても暑い日が続きましたが、そ

の中で、熱中症による医療機関受診者数が７件

であったことは、各学校において早期の対応や

予防対策が図られた結果であると考えておりま

す。 

  また、保護対策として各学校へどのような指

示を行ったかについては、今年度学校長に宛て、

熱中症予防関連の注意喚起を４月以降計７回行

っております。その内容は、熱中症に係る対応

フローなど各関係機関からの情報提供や、登下

校時における小まめな水分補給の推奨、また気

温、室温が高温になり熱中症の危険性が高い場

合には活動を中止するなどの対策を講じるほか、

プール授業や夏季休業中のプール開放時におけ

る熱中症事故の防止に努めるなど、数回にわた

り指導助言をし、各学校において適切な熱中症

予防対策が行われるよう、発症の予防徹底を図

ってきたところです。 

  さらに、今期の夏季における猛暑対策として

は、児童生徒の安全を守り、生命にかかわる危

険を回避することの視点に基づき、市内全校の

普通教室にエアコン導入を進められるよう年次

計画を立て実施したいと考えております。でき
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るだけ早い時期から本事業を立ち上げたいと考

えており、今年度中にエアコン設置工事設計業

務を行い、事業内容と費用を明確にし、平成31

年度に小学校、平成32年度に中学校と義務教育

学校に設置工事を行っていきたいと考えている

ところです。 

  また、国の動向におくれることなく、その支

援内容にも注視し、有利な財源確保を図りなが

ら、早期に事業完了ができるような準備をして

いきたいと考えていますので、御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

  以上です。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） ありがとうございます。 

  大変、被害状況とすれば数が少なかったと、

大変うれしいことであります。効果的に指示が

行われ、そして効果的な結果が得られたという

報告でございました。 

  ここで忘れてはならないのは、指示によって

学校関係、職員の方々の負担がかなりふえたと

いうことは、忘れていただいてはいけないと思

います。 

  学校関係の方々というのは、余り財源的な要

求をするのになれていないのかと私は感じてお

ります。実際、私の近隣というか萩野学園にお

いても、なかなか欲しいものを要求できないと

いう風潮があるようでございまして、かなりＰ

ＴＡとか教育後援会に備品等の購入、それから

必要な物の購入というのを頼まれて、出資して

みんなで買っているというふうな状況がありま

す。その辺はわかっていらっしゃるのかと思い

ますけれども。 

  今回、そういうふうな財源的な内容もありま

してなかなか不可能であったかもしれませんが、

ことしの猛暑に対して、私とすれば、早目にわ

かったことであったわけですから、例えば金山

みたいに製氷機を置くとかというような努力も

必要だと思いますけれども、根本的に、今エア

コンといっても仮設型のエアコンがあったわけ

です。冷風機といいますけれども、その辺の台

数を素早く確保して、その各学校に、すぐ教室

に配備するといった、そういう危機感を持った

対応の必要性を非常に強く感じた年でありまし

た。 

  この辺は、教育委員会並びに学校教育総務と

してどう考えますか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 ただいま御指

摘の件でございますが、先ほども教育長が答弁

いたしましたとおり、熱中症予防対策等の教職

員への周知徹底でありますとか、児童生徒への

徹底した指導を行いながら、各学校で熱中症指

数計というものを配備しておりまして、その計

測によりまして、熱中症の危険性が高い場合に

は活動を中止したりでありますとか、教室内の

暑さが厳しくなると判断された場合には、冷房

設備のあるパソコンルームや図書室等での授業

に切りかえるなどの対応を、各学校の事情に応

じて柔軟に対応していただくよう、当初はそう

いうふうな形で動こうという考えでおりました。 

  ただいま御指摘ありましたスポットクーラー

でありますとか、エアコンのリースであります

とかといったお話もございましたが、例えばス

ポットクーラーを設置させていただく場合に、

現在市内全校の普通教室は109教室あります。

そして特別支援教室が25教室ございますが、こ

の教室、普通教室に例えばスポットクーラーを

３台、そして特別支援教室に各１台を置いたと

しても、１カ月のレンタル料で1,300万円ほど

かかる試算となりました。 

  予算もさることながら、その急な対応で大量

の機械を準備するということができなかったと
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いう状況にございました。 

  したがいまして、当初の予定どおりの対応を

学校のほうにお願いしたという経緯でございま

す。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） 対応を検討はしたとい

うふうに捉えましたけれども、私が議員になっ

て初めての一般質問のときに質問させていただ

きましたが、この猛暑の中で、教室の中で、扇

風機だけ置いて子供たちに授業をさせると、勉

強をさせるということ自体が一種の虐待ではな

いかというふうな質問をさせていただきました。

それをまた思い出した次第ですけれども。 

  これは、こちらの行政の中でそういうような

検討をしたとかというレベルではなくて、子供

たちが現実に、大人の人が動いてくれて、やっ

と今涼しくなったな、勉強しやすくなったなと

思える環境をつくってやらないと何にもならな

いことなんです。幾ら我々が、議員が騒いだ、

執行部が学校に言って、何とかエアコンつきそ

うだねなんて言ったって、現実につかなければ、

それは子供たち何も恩恵を受けません。そんな

ことは当たり前なんですけれども、その恩恵を

受けさせる時期が、さっき教育長おっしゃいま

したけれども、小学校で平成31年、中学校で平

成32年、義務教育学校で平成32年、また来年猛

暑だったらどうするんですか。来年がまた連続

して猛暑だった場合はどんな対応をしますか。

スポットクーラーを設置しますか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 現在のところ、

平成31年度に小学校、そして平成32年度に中学

校と義務教育学校の、２カ年で設置するという

予定ではございますが、ただいま国におきまし

て、今年度の補正予算でこのエアコンの設置に

対応する動きがございます。 

  この国の補正予算でありますが、かなりの確

率で予算措置となる可能性が高いものと感じて

おります。今情報を得ている状況では、秋の臨

時国会で予算化をするというふうな情報を得て

いるところですが、この場合に、当初２カ年で

予定しておりますが、国の補正が実際になった

時点では、この全てを来年の夏までにできるよ

う、合わせた形で国のほうに申請をしてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） わかりました。 

  国の出方次第かというふうに捉えられました

けれども、例えば秋の臨時国会で通ったとして

も、平成31年度着工ということですので、結局

それを使用できるというのはまた１年おくれな

のかと。あるいは季節ものですから、エアコン

というのは、ということは１年ずつおくれてい

ったら、その間に子供たちというのはもう、今

まさに受験勉強をしている子供たちが、今本当

に環境をよくしてもらって、一生懸命学力向上

を図りたいと思っているときに、また１年ずつ

延びていってしまうと、結局は卒業、在学中は

何もしてもらえなかったというふうな感じを受

けるわけです。 

  子供たちになってみれば、子供に戻ってみる

という気持ちで考えれば、新庄市の学校に入っ

て暑い思いをしたと思って卒業することが、将

来にすごく響くのではないかという気がします。

人口減少なんて今問題だといっていますけれど

も、基本的に全ての課題の根源が人口減少じゃ

ないかと私は思っておりまして、特にこの人口

減少、子供が幼児期に体験したことが大人にな

ってはね返ってきているのかと。新庄市にいて、

新庄市のために何とかそこで生きていきたいと
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思うのは、幼児のときによかったという思い入

れがないと多分来ないんじゃないかと思ってお

ります。 

  長期的な事業となりますと、やはり正解か不

正解かなかなかわからない、つかめないところ

がありますので、でもさっきも言った災害の復

旧とか、今回のエアコン、空調設備の整備とい

うのはもう目先に見えていて、確かに正解じゃ

ないかと。やることによって市民の方々、子供

たちが全部恩恵を受けるじゃないかというよう

な、もう成果が見えている事業なわけなんです。

その事業に関して、なぜに足踏みをして、国の

対応を待たなきゃならないのかと思うわけです。

私の持論となってしまいますけれども、それだ

ったら市としての対応というのが、市の単独事

業としてやってもいいんじゃないかと。 

  とにかく来年の夏季授業に間に合うような態

勢をとれないのかというふうに思っているわけ

ですが、いかがでしょうか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 このエアコン

の設置についてでございますが、明倫学区の義

務教育学校の開校が平成33年４月ということで、

これに合わせた形で、そこまでに全ての他の学

校にもエアコンを設置するというふうな予定で

は動いてございました。 

  今回のエアコンの設置でございますが、２カ

年の予定はしておりますが、来年の夏までに何

とか間に合うよう、今年度中の予算化も予定し

ながら準備を進めてまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

１３番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

小野周一議長 山科正仁君。 

１３番（山科正仁議員） その答えを待っていま

したというか、大変ありがたいと思います。 

  ぜひとも本当に来年の夏季授業に間に合うよ

うに動いていただきたいとも思っておりますし、

もし本当に間に合わないのであれば、さっきお

っしゃったようにスポットクーラーをつけるの

もやむを得ないんじゃないかと思います。平成

33年４月開校に向けて一斉に全部が足並みをそ

ろえると、その間に猛暑があった場合、やはり

臨機応変に使って、スポットクーラーなりエア

コン室を本当に重宝して使って授業をするよう

な指示を出さなきゃいけないと思います。それ

が正論だと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

  これで私の一般質問を終わりますけれども、

いただいた答弁、今後も継続して検討していき

ます。そして、予算提案権を持っている市長、

その予算提案権の行使、これ私も市民も、子供

たちもちゃんと見ていきたいと思います。それ

から、教育長の大きな裁量権、いっぱい使って

もらって、現場たたき上げの教育長ですからそ

の辺は重々わかっていると思いますので、現場

の声をすごく酌み上げた行政と、それを中立な

立場でやっていただければと思います。 

  これで終わります。ありがとうございました。 

小野周一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４５分 休憩 

     午前１０時５４分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

小野周一議長 次に、佐藤卓也君。 

   （１２番佐藤卓也議員登壇） 

１２番（佐藤卓也議員） 平成30年９月定例会、
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２番目に質問をさせていただきます、市民・公

明クラブ佐藤卓也です。 

  市民の皆様の視線に立ち、質問をさせていた

だきます。執行部の皆様には、市民の皆様が納

得できるような答弁をよろしくお願いいたした

いと思います。 

  まず初めに、最上地域内におきまして、８月

５日、６日及び30日、31日に起きた豪雨災害の

影響で被災に遭われた方にお見舞い申し上げま

す。また、近畿地方では、台風21号の影響に見

舞われました皆様に改めてお見舞い申し上げ、

そして北海道の胆振地方で震度７などの大地震

に見舞われました皆様にもお見舞い申し上げま

す。そして、一日も早い復旧を願っております。 

  今回、最上地方を襲った豪雨では、50年に一

度と言われ、最上地方にとっては経験のない出

来事ではなかったでしょうか。これから、いつ

何どき起こるかわからない災害に対し、地域全

体で自助、公助の役割をいま一度確認し、備え

ていかなければならないと感じております。 

  それでは、質問に移らせていただきます。 

  １番目の質問の、地域経済分析システム（Ｒ

ＥＳＡＳ（リーサス））の活用について、お伺

いいたします。 

  平成27年４月21日より、内閣府がまち・ひ

と・しごと創生本部事務局を運用して地方公共

団体のさまざまな取り組みを、情報面やデータ

面から支援をするために、産業構造や人口動態、

人の流れなどの民間ビッグデータを集積して可

視化できる地域経済分析システム、ＲＥＳＡＳ

の提供を開始いたしました。 

  このＲＥＳＡＳは、「Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｅ

ｃｏｎｏｍｙ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ Ａｎ

ａｌｙｚｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ」の頭文字をと

り、略してＲＥＳＡＳといいます。 

  このシステムは、インターネットで誰でも利

用が可能であり、画面を見ながら少ない操作で

展開できるので、わかりやすく簡単に扱えます。

ＲＥＳＡＳのデータを見える化したグラフやモ

デル図で図面に展開することで、今までの数値

を羅列した表とは違い、地域の実情の中からま

ちのさまざまな利点や強み、弱み、そして元気

にするポイントなどを瞬時に、直感的に把握す

ることができ、新たな地域の価値や弱点を掘り

返すことで、さまざまなアイデアが湧き出てく

るのではないでしょうか。 

  ＲＥＳＡＳを見ますと、ホームページからＲ

ＥＳＡＳトップページを開き、ホーム画面から

人口マップをクリックしますと、人口構成や人

口の社会増減などの選択ができ、その中から、

人口の自然増減を見ますと、地域の少子化や働

き方指数を散布図で分析することができます。

まちづくりマップでは、通勤通学人口から地域

間での人口流動をグラフで見ることができます。

また、産業構造マップをクリックしますと農業

の構造が見てとれ、企業活動マップでは企業情

報から中小・小規模企業財務比較でレーダーチ

ャートを見ることができます。さらには、研究

開発から特許分布図を見ることで、特許分布等

の割合を見ることができます。 

  ＲＥＳＡＳは地方創生に活躍できる多種多様

で膨大な情報を網羅したビッグデータです。そ

の中には、人口や産業、観光に関する信頼の高

い統計資料がそろっているだけではなく、皆さ

んが持って歩いているスマートフォンのＧＰＳ

機能をベースとする集積データなども見ること

ができ、今後の政策立案に活用することができ

ると考えられます。 

  そこで、新庄市において、現在の情報分析方

法と利用方法、そして地方創生のツールとして

役立てるＲＥＳＡＳを今後どのように活用して

いくのか、お伺いいたします。 

  また、情報を集めたとしても、活用する人材

がいなければ何も意味がありません。今後ビッ

グデータなどの情報分析手法を行う人材育成を

どのように行うのかをお伺いいたします。 
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  次に、２番目の質問の、ＯＯＤＡ（ウーダ）

ループの活用についてお伺いいたします。 

  業務を流れで捉え、評価を次の計画に生かし

て業務遂行をより高いレベルに持っていく手法

としてＰＤＣＡサイクルを活用しており、民間

企業では品質の向上や経費削減に用いられてお

ります。 

  皆さん御存じのとおり、Ｐは計画の「Ｐｌａ

ｎ」、Ｄは実行の「Ｄｏ」、Ｃは評価の「Ｃｈ

ｅｃｋ」、Ａは改善「Ａｃｔｉｏｎ」をあらわ

しており、継続して何かを行っていく場合に、

品質を高め、効率よく行っていくための手法と

してすぐれております。しかし、計画はつくっ

たもののうまく進まない、好循環にならない、

どこか変な評価をしているのではないかと感じ

る方も多くいるはずであり、特に目まぐるしく

環境が変わる現代において合わなくなってきて

いるのではないでしょうか。 

  ＰＤＣＡサイクルは計画を修正しながら進ん

でいくサイクルのため、プランである計画に時

間がかかり、効率が悪くなりがちになると言わ

れております。近年は住民の方のニーズが多様

化し、さまざまなことに応えていかなければな

らず、その解決の一助となるように、柔軟に対

応できる考え方ができる機動戦的な活用として、

ＯＯＤＡループを活用してはいかがでしょうか。 

  このＯＯＤＡループは、アメリカ空軍のジョ

ン・ボイド氏によって提唱され、観察、「Ｏｂ

ｓｅｒｖｅ」のＯ、情報判断や方向づけの「Ｏ

ｒｉｅｎｔ」のＯ、決心の「Ｄｅｃｉｄｅ」の

Ｄ、実行「Ａｃｔ」のＡ、この４つのプロセス

から成ります。 

  その一例として、初デートを想定しますと、

初めてのデートの食事のとき、いろいろな場所

を事前に調べ、どこに行くか目星をつけ、予約

をしておきます。しかし、そのプランにこだわ

り過ぎず、相手をよく観察して、お昼にどんな

ものを食べたのか、今のお腹のすきぐあい、ま

たきょうは何時ごろまでに帰りたいかなどのさ

まざまな状況を考慮した上で、予約の予定の店

はこのままでいいのか、変更したほうがいいの

かを判断いたします。 

  このように、これからは事前の計画には、計

画どおりにはいかないことや、臨機応変な判断

が求められるシーンは非常に多く、事前の計画

どおりに物事が進みにくく、周りの状況を瞬時

に判断して実行することが求められます。その

ためにも、ＰＤＣＡサイクルとともに活用して

現場の視点で行動する、そして臨機応変な機動

力を発揮できる、そして何より人材育成にメリ

ットがあると言われるＯＯＤＡループを取り入

れてはいかがでしょうか、お伺いいたします。 

  最後の質問になりますが、農福連携について

お伺いいたします。 

  農業者の高齢化に伴い、後継者不足や耕作放

棄地の拡大が課題となっています。また、一方

では障害を持つ方々の就労する機会はまだまだ

不足と感じています。農業の発展と障害者の仕

事創出という、農業と障害者の双方のメリット

を生み出すことのできる農福について、市はど

のように考えているかお伺いいたします。また、

障害者雇用の促進についても、どのように考え

ているかお伺いします。 

  以上３点について、よろしくお願いいたしま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、地域経済分析システム、ＲＥＳＡＳ

の活用に関する御質問でありますが、議員おっ

しゃるとおり、ＲＥＳＡＳは地方創生のさまざ

まな取り組みを情報面から支援するために、経

済産業省と内閣官房まち・ひと・しごと創生本

部事務局が提供しているシステムであり、地方



- 46 - 

自治体が地方版総合戦略の立案、実行、検証な

どを行う際の支援という観点から、産業構造や

人口動態などに関するいわゆるビッグデータを

わかりやすく見ることができるようにすること

で、戦略の立案、実行、検証などを円滑に行う

ことができるようなシステムであります。 

  市におきましては、計画の策定や事業の企画、

立案を行う際には、国が実施するさまざまな社

会統計を初め、各種公的機関や民間の研究所が

行う調査、市が独自で実施する調査など、事業

の性質や規模感などに合わせて必要となるデー

タを活用しております。平成27年度に新庄市総

合戦略を策定した際には、総合戦略を策定する

段階において、検討に必要となる根拠データと

してＲＥＳＡＳを利用するとともに、総合戦略

の推進に向けた事業の企画を行う際に現状を把

握するための根拠としても活用するなど、地域

データの分析が必要になった場合にＲＥＳＡＳ

を活用しており、今後も地域の状況を把握する

ツールとして活用していくことができると考え

ます。 

  また、ビッグデータについては、一般的なデ

ータ管理、処理ソフトウエアで扱うことが困難

なほど巨大で複雑なデータを集合させ、事業に

役立つ知見を導き出すためのデータとして、ビ

ジネスへの活用がなされているものと認識して

おります。 

  ビッグデータなど各種統計情報を分析し有効

に活用する職員のスキルアップについては、行

政運営において大変重要なことと考えており、

本市においては平成27年度から毎年、各種統計

調査を利活用できる人材を育成する目的で、総

務省の統計研究所が行う研修に職員を派遣して

おります。この研修には、統計データの利用に

関する基礎的な技術の習得から、より実践的な

ビッグデータの利活用に関する科目も設定され

ており、今後も計画的に職員を派遣することで、

統計データを利活用できる人材の育成に取り組

んでまいります。 

  次に、ＯＯＤＡループの活用による業務の遂

行に関する御質問であります。 

  本市では、まちづくり総合計画に基づく市政

運営を行う中において、行財政の効率化推進、

職員の政策形成能力の向上及びまちづくり総合

計画の進捗管理への活用を図ることを目的とし

て、ＰＤＣＡサイクルを構成する手法により行

政評価を行い、施策や事業の見直しに取り組ん

でいるところであります。 

  ＰＤＣＡサイクルは、事業の計画、実行、評

価、改善を一連の流れとする施策の効果の向上

を図るためのマネジメント手法の一つであり、

本市においては、事業実施の翌年度において評

価と改善を行う事務事業評価と、翌年度の予算

編成に向けて改善点を踏まえ事業を計画する政

策評価を行うことでＰＤＣＡサイクルを活用し

ております。 

  ＯＯＤＡループにつきましては、観察、方向

づけ、決心、実行の４つのプロセスに基づき臨

機応変に物事を判断し実行する手法の一つであ

り、一般的に変化が激しく予測が難しい環境下

において高い効果を発揮する意思決定の手法で

あると承知しております。 

  本市においては、意思決定の手法としてＯＯ

ＤＡループを取り入れるものではありませんが、

今後、少子高齢化社会が進展し、社会情勢が複

雑になることが予想される中で、環境の変化に

素早く対応し、これまで以上に弾力的な市政運

営を行うことが求められることになると考えて

おります。 

  今後におきましては、ＰＤＣＡサイクル以外

にも、施策の効果を向上させるための手法につ

いて研究を行うとともに、環境の変化に対応す

るため必要となる能力を身につけるための研修

を行うなど、引き続き職員の育成にも取り組ん

でまいります。 

  次に、農福連携についてでありますが、御指
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摘のとおり、農業振興と障害者の就労推進とい

う２つの課題解決のため、国や県による農福連

携推進の取り組みが活発化しつつあります。 

  県では今年度、各総合支庁の関係部署も加え

たプロジェクトチームを発足させ、施策の普及

啓蒙や情報共有に取り組み、請負可能な作業に

関する調査や関係者間の調整を始めたところで

あります。 

  市内では、農作業を取り入れている就労系の

障害福祉サービス事業所が数カ所ありますが、

比較的大きく取り組んでいるのは１事業所であ

ります。また、障害者雇用に積極的な農業者も

いるようですが、地域における継続的な取り組

みには至っておりません。 

  市では、７月末現在で約230人の就労系障害

福祉サービスの支給決定を行っているほか、一

般就労したくともできていなかったり、就労で

きるのにしていない障害者も一定数いるものと

想定されます。時期により大きな労力を必要と

する農業分野において、こうした方々の労働力

は貴重であると考えられます。 

  しかし、障害の特性は多様であり、本人の状

態に大きな影響がある場合があり、これを踏ま

えた作業内容設定、送迎などの支援を考慮する

必要があります。県の取り組みは、これを踏ま

えながら農福をうまくつなげようとするもので

すが、市としても、関係者などへの適切な情報

提供などを通し、取り組みを進めたいと考えて

おります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） まず初めに、農福連携

について再質問したいと思います。 

  市長の施政方針の中で、来年度は障害者に優

しいまちづくりを進めていくとうたっておりま

す。そのための制度設計が多分今年度に行われ

るのだと思います。その中にこの農福連携も多

分入っていると思いますけれども、ですから今

年度中にもこういう取り組みを積極的に進めた

いと市長は思っていると思います。なのでこの

質問をさせていただきましたので、ぜひともこ

ういう状況をわかっているのであれば、いち早

くその方向性を私たちに示していただきたいん

ですんですけれども、それに対してこの農福連

携は入っているのでしょうか。お伺いいたしま

す。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 農福連

携のプロジェクトチーム、ことしの５月の末に

立ち上がったということを受けまして、市のほ

うでも連携に参加する福祉サイドの事業所、そ

れから農業方面への周知に向けて取り組んでま

いりたいと思っております。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひと

もつくっていただきたいと思います。 

  その中で、農福連携にとっては医療的な取り

組みと社会的な取り組みの２つあると思うんで

すけれども、まず医療的な取り組みといたしま

して、まず障害者のやっぱり現状のもとに復帰

する取り組みと、また社会的に障害者に本当に

やっていい取り組み、２つあると思うんですけ

れども、その両方を取り組んだ上でやっていか

れるのかと思うんですけれども、そこら辺の市

としての来年に向けてのプロジェクト、それを

どういうふうに考えておりますでしょうか、お

伺いいたします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 
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青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 農福連

携というものの定義がいま一つはっきりしない

ということもありまして、広い意味では農業に

接する、屋外の作業に接するということは、広

く福祉の事業所にとりまして効果があることと

認識されていると思います。 

  多くの事業所では、小さい規模で、事業所内

で、そういった農作業に親しみつつ、少し生産

物をつくっているということでは、医療的な効

果ということがあるのかと思います。 

  もう少し狭く捉えますと、賃金への工賃アッ

プということで、福祉事業所のほうでは、最低

賃金によらない工賃という形で受託している作

業者が大変ございますけれども、平均で１万

1,000円ほど、多くは一月数千円という工賃で

やっております。この工賃アップとともに、農

家との連携において、社会参加ということで効

果があるかと思っております。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） 今回なんですけれども、

農福連携に対して、私たち市民・公明クラブの

ほうも、昨年なんですけれども、千葉県市原市

に、民間の方が障害者施設の農園運営をしてい

ることで視察を行ってきました。また、起新の

会もことしですか、北海道留萌市に視察して、

農福連携に取り組みについては行かれたようで

す。 

  私たち議会のほうでもやはり農福連携は非常

に関心を持っていまして、非常にやはり先ほど

言いましたとおり後継者不足や耕作放棄地の問

題を解決する一助になるのではないかと思って

おります。 

  その中で、行政が主体でやるのか、また私た

ちが視察をしたところでは民間の方が連携をサ

ポートしておりました。新庄市においても、も

し行政が大変だとなれば、民間のほうで委託す

るというような形も一つの方策ではあると思う

んですけれども、そこら辺を今回の事業のほう

に一部として加えることはできないのかお伺い

したいと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 農福連携の提案、まことにありが

とうございます。 

  民間への委託も可能ではないかということで

ございますが、おかげさまで新庄市においては

ピースという会社がございまして、全国的に障

害者に対する勤労の場が非常にすぐれていると

いうような状況でございまして、他の市町村か

ら依頼がありまして、その会社は他の地域でも

障害者との連携した働きの場所を提供している

というところであります。以前また農福連携に

ついて御相談をいただいたところもございます

が、新庄市の降雪という状況の中において、作

物をとれる期間というのはある程度決まってい

ると。冬期間の雇用をどうするかというような

問題があると。 

  先ほどの答弁で、230名の方がほぼピース関

係の関連、あるいは友愛園等で働いているわけ

ですが、それになかなか追いつけない心理的な

あるいは病的なこと、あと諸条件が合わないと、

そういう方々を、今後情報提供をしながら、一

時的でも農家の皆さんとつなげることができる

かということが、今後努めてまいりたいという

ところでありますので、御了解いただきたいと

思います。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  市長がおっしゃるとおり、どうしてもやはり

冬期間が大変なのかと思いますけれども、一応

そういうアイデアもあるということを情報提供

としてさせていただいて、特に要は障害者の方

のリハビリにとって農家をというんですか、土

をさわることが非常にいいという報告も出てお
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りますので、そういった観点というのも、これ

から市長の障害者に優しいまちづくりの一助に

なるのではないかと思いましたので、そういう

方法もあるということもぜひとも覚えていただ

いて、これを積極的に進めるのではなくて、頭

の一部、引き出しの一つとしていただきたいと

思います。 

  次に、一番最初のＲＥＳＡＳについて質問さ

せていただきます。 

  新庄市でも使っているというこのＲＥＳＡＳ

なんですけれども、このＲＥＳＡＳの使い方と

いうのは非常に多種多様であり、特に経済面、

特に実際データは、今までは、先ほど説明した

とおり数字の羅列だったと思うんですけれども、

このＲＥＳＡＳを使うことにより、肉眼ではで

きないようなことを実際データで見ることがで

きます。それをするためのまちづくりをするた

め、そしてこれからまちづくり総合計画、これ

からつくると、中期の、これから５カ年に入っ

てくると思うんですけれども、そこにもっとも

っと活用してもいいと思うんですけれども、そ

こら辺の取り組みについてもう一度お伺いした

いと思います。 

福田幸宏総合政策課参事 議長、福田幸宏。 

小野周一議長 総合政策課参事福田幸宏君。 

福田幸宏総合政策課参事 ＲＥＳＡＳを含めたデ

ータの活用という御質問だと思います。 

  議員御指摘のように、また市長も先ほど答弁

させていただきましたように、総合戦略や地方

創生推進交付金を活用するための申請において、

現状を把握する上で、ＲＥＳＡＳに基づくさま

ざまなデータ、必要となる部分ですけれども活

用しております。 

  今後の計画等におきましても、ＲＥＳＡＳか

ら使うかどうかということも含めてだと思いま

すが、その時々の課題を正確に把握して、進捗

を管理するために適切なデータを活用していく

ということになろうと思います。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） ぜひとも、ＲＥＳＡＳ

を使わなくちゃではなく、新庄市独自でも多分

いろいろな情報を得ていると思います。その中

においても、分析する方、やっぱり情報分析を

する方がどういうふうに使うかと思っておりま

して、その方でも、新庄市のほうでも平成27年

度から研修に行っておりますけれども、特にこ

のＲＥＳＡＳを始めてからは、多分いろいろな

ところでワークショップなり、そして研究、要

はセミナーなどもやっておりますけれども、そ

ういうところには積極的に参加しているんでし

ょうか。お願いします。 

福田幸宏総合政策課参事 議長、福田幸宏。 

小野周一議長 総合政策課参事福田幸宏君。 

福田幸宏総合政策課参事 システムが配備されま

した当初の利用につきましては、当初からも説

明会等に参加させてはいただいております。 

  その後、国のほうでも、会議に参加するので

はなく、ｅラーニングといった形で、会場に足

を運ばなくとも、職員やＲＥＳＡＳを使いたい

方が知識を習得できるような取り組みもされて

おりますので、そういったものも活用しながら、

知識については習得できる環境は整えていると

いうふうに考えております。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひと

もこういう、今はビッグデータ、非常に重要で

すので、いろいろなところでも新庄市も情報収

集しないと、要は戦略が組めませんので、ぜひ

ともこういう戦略を組めるような、人材育成の

ためにも研修をたくさんしていただき、予算を

つけて、こういうところに予算をつけるのは非

常にいいと思いますので、ぜひよろしくお願い

したいと思います。 

  また、次に教育長にお伺いしますけれども、
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先ほど言ったとおり、このＲＥＳＡＳというの

はホームページで簡単に見ることができます。

そういった意味でも、学校教育においても一つ

の手法として多分、学校の授業ですか、多分総

合的な授業のほうで扱えるとお聞きしたんです

けれども、その中においてこのＲＥＳＡＳとい

うのは、地域の課題を見つけるには非常に役立

つと思うんですけれども、そういった授業のほ

うについてはこういうことを、今でもやってい

ると思うんですけれども、活用できると私は思

うんですけれども、いかがでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

小野周一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 ＲＥＳＡＳについて、学

校での状況ということでございますが、システ

ムやネット利用について、全て小中学校搭載し

ているわけではございませんが、ＲＥＳＡＳそ

のものについては、積極的な活用というのはま

だなのかと認識しております。 

  ただ、今おっしゃったように、小学校高学年

とかそれから中学生、社会科や総合的な学習の

時間で、こういうビッグデータになれ親しむと

いう力は必要かと思っておりますので、さまざ

まなシステムの中の一つとして紹介できるのか

と考えているところでございます。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。御紹介

というわけではないんですけれども、こういう

ことに、一応漫画でもできるような、これはイ

ンターネットから私も拾ったんですけれども、

漫画で紹介できて、まずＲＥＳＡＳだけではな

いんですけれども、まず「ＲＥＳＡＳって何」

から入っていきまして、そしてその「ＲＥＳＡ

Ｓって何」から興味を持っていただいて使い方

がわかる、そういうのも、使い方はさっき言っ

たように、ホームページから簡単にどんどん開

いていけますので、子供の探求心が非常にあお

られるといいますか、そうすると自分の求める

ようなデータが、本物のデータであり、要はゲ

ーム感覚でいろいろなことを勉強できると思い

ますので、せっかくですから、こういうものが

あるということをやはり知らない方が多いと思

います。ですので、学校長あたりに紹介してい

ただいて、こういうものがあるよ、これからの

時代はやはりビッグデータをどういうふうに集

積して、分析して、そして自分に何ができるの

かと考える、本当に総合的な学習につながると

思うんですけれども、そこら辺をやっていただ

きたいと思うんですけれども、どのように考え

ていますでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

小野周一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 学習の中での活用という

ことで、今探求というお話がございましたけれ

ども、子供たちが調べ学習ということで、非常

に有効な内容なのかと捉えているところです。 

  あと、もう一つは、国のほうでもこのビッグ

データの活用ということについて今後進めてい

くようなこともありましたので、その動向を踏

まえながら指導に生かしていきたいということ

がございます。 

  もう一つは、なかなかまだ広く認識されて、

学校現場ではまだ十分にということではあった

んですが、教職員の、いわゆる社会科等の教材

研究等でも活用できるのかと考えています。ま

ずは教職員がそれを見てみて、いろいろ授業等

に使えるように研究してまいりたいと思ってお

ります。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。そこら

辺は研究していただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  次に、ＰＤＣＡの考え方についてお伺いいた

します。 
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  ＰＤＣＡ、先ほど市長も答弁なさったとおり

なんですけれども、どうしても計画、そのＰの

ところにこだわり過ぎてしまいまして、なかな

か次に実行できないというのがございます。 

  その中において、今回豪雨に遭ったときなん

ですけれども、たまたま、一つの例を申し上げ

ますと、私たちのちょっと一つの地域で、もう

床下浸水になりかけのときだったんですけれど

も、そのときにどうしてももう何もできないと

いうことだったので、市役所のほうに電話して

いただきました。そしたら、そのときに職員の

方が素早い行動で消防団を呼んでくださり、そ

して２つの消防団が来てくださったおかげで床

下浸水を免れることができました。そういった

ときにおいて、この場で改めて、消防団の方と

職員の対応した方に、本当にありがたいと思っ

ております。 

  そういった、その場の、現場で起きたことを

即座に判断する力がまさに求められており、そ

のときに、計画のところでもう最初からできな

いんだ、もう計画がこうなったからできないん

だではなく、やっぱりここで必要なんだといっ

たときに、すぐ消防団の団長、副団長にお願い

して派遣していただく、そういう瞬時な対応が、

このＯＯＤＡシステム、そういう考え方がある

と思います。 

  ですので、これからはまず行政がやる行いと

しては、さすがに機動的とはいいませんが、ぜ

ひともこういうＯＯＤＡループという考え方を

ＰＤＣＡとともにやることが必要だと思います

けれども、そこら辺の考え方についてもう一度

お伺いいたします。 

福田幸宏総合政策課参事 議長、福田幸宏。 

小野周一議長 総合政策課参事福田幸宏君。 

福田幸宏総合政策課参事 ＰＤＣＡとＯＯＤＡル

ープについての御質問ですけれども、議員御指

摘のように、確かにＰＤＣＡについては、Ｐの

部分、計画の部分に非常に、過度に力を注いで

しまうといって、臨機応変な対応ができないと

いう御指摘はあると思います。 

  ですが、一般的に今行政で使われている内容

としましてはＰＤＣＡサイクルによる事業や施

策の見直しというふうに行われておりますので、

またＯＯＤＡループにつきましても、ＰＤＣＡ

と相反する、どちらかをとらなければいけない

というものではなく、いずれもがいずれも補完

するものだというふうに我々も認識はしており

ますので、他自治体での取り組みなどもちょっ

と注意を払いながら、臨機応変に対応ができる

ような意思決定の仕組みなどについても研究は

してまいりたいと思いますので、御理解いただ

ければと思います。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。私もそ

うであり、ＰＤＣＡが悪い、ＯＯＤＡループが

いいというわけではなくて、ともに共存するも

のだと思っております。 

  ぜひともこれから市民ニーズが、先ほど言い

ましたとおり市民ニーズが多様化したりだとか、

特に行政のほうから言わせますと、市民のほう

から見ますと、どうしても動かないと、どうし

てもお役所仕事みたいな言葉で使われてしまい、

なかなか動いてもらえないんだということがあ

れば、そうではなくて、こういった瞬時にでき

る対応、それが人を育てることだと思っており

ますので、どちらかともでなく一緒に考えてい

ただきたいと思います。 

  その中において、またもう一つ英語を使わせ

ていただきますが、ＯＯＤＡループというもの

のＯの前にＤをつけたＤＯＯＤＡループという

のもまた一つあります。ＤＯＯＤＡループとい

うのは、そのＤがデザインということです。 

  結局、職員の方が自由に動かれますとなかな

か行政は、行政が動いてしまうと統制がとれな

くなる。その中で指揮官、要は課長クラスの方
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がどういうデザインをするか、デザインのＤで

ございます。そういったＤＯＯＤＡループとい

う考え方も行政では使えると思いますが、そう

いう考え方についてはどのように考えているん

でしょうか。よろしくお願いしたいと思います。 

福田幸宏総合政策課参事 議長、福田幸宏。 

小野周一議長 総合政策課参事福田幸宏君。 

福田幸宏総合政策課参事 ＤＯＯＤＡループとい

う御紹介をいただきまして、デザインというこ

とでございますけれども、少し計画にも近いの

かと思いますけれども、計画のように事細かで

はなく、大まかな方針を、共通的に認識を持つ

ことで、一人の現場の職員から組織全体が共有

認識を持って仕事を進めていくための手法なの

ではないかと考えます。 

  御指摘のようにＰＤＣＡやＯＯＤＡループ、

ＤＯＯＤＡループも、それぞれいい点、悪い点、

さまざまあると思いますので、いいところをチ

ョイスしながら政策や事業の展開を行っていく

ことができれば一番望ましいのかとは思います

ので、今後も引き続き研究してまいりたいと思

います。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  今回は非常に、初めての言葉、私もなかなか

使うことがないようなＲＥＳＡＳ、そしてＤＯ

ＯＤＡ、そして農福連携、いろいろな言葉が出

ましたけれども、いずれにいたしましても、こ

れを知っていることと知らないことではかなり

差がありまして、ゼロと１では私は違うと思い

ます。ゼロは何も知らないので、もし１があれ

ば、知っていて、自分のスキル、要は引き出し

があればいろいろなことに使われると思います

ので、ぜひともそのＯＯＤＡループの活用の使

い方にしても、自分の引き出しの中の一つとし

ても、こういう考え方があるんだということを

ぜひよろしくお願いしたいと思いますし、また

ＲＥＳＡＳについてなんですけれども、やはり

これは今までの、データを見える化というのは

なかなか今までなかったシステムです。その中

においても、地域における実情をかなり細かく

覆っていますし、またちょっと最新のものはな

いので若干古いものではありますけれども、さ

まざまなことに使えます。 

  特に、私は先ほど課長が答えたとおり、お子

さんたちには非常にわかりやすいのかと思って

いまして、先ほど言いましたとおり、ゲーム感

覚でいろいろな地域、そして色別だったりとか、

そして今までに見えない、肉眼では見えないよ

うなものが全て出ていますので、ぜひこういう

ものを知っておくことによって、未来の子供た

ちの一つの一助となればと思っておりますので、

ぜひともその活用の方法について研究していっ

ていただきたいと思います。 

  最後になりますが、農福連携についてもそう

なんですけれども、いろいろなやり方がありま

す。特にこれからは障害者に優しいまちづくり

を行う新庄市にとっても非常に有効な手段の一

つだと思いますので、そこはやはり研究してい

かなければ、新庄市の未来がどうなるかはわか

りませんので、ぜひともその辺を研究していた

だいて、私の一般質問を終わらせていただきま

す。 

  どうもありがとうございました。 

小野周一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時３１分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

小関 淳議員の質問 
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小野周一議長 次に、小関 淳君。 

   （４番小関 淳議員登壇） 

４ 番（小関 淳議員） 穆清会の小関でござい

ます。 

  質問に入る前に、先月の豪雨災害に見舞われ

た各地域の皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

  今月１日に、知人から角沢地区の災害状況を

案内してもらいました。そこには、路肩が崩落

した道路、護岸ブロックが無残に破壊された河

川、そこから流れ込んだ濁流や土砂で、収穫を

目前にした稲などが容赦なく押し倒された農地

が広がっていました。 

  一月に２度の豪雨災害を経験するまで、私は

全国的に見てもこの地域というのは比較的災害

の少ない地域ではないかと思っていました。し

かし、今回のことで、この列島にはどこにもそ

のような地域はないのだということを改めて痛

感させられました。新庄最上地域に限らず、全

国の水害、台風、そして地震に遭われた地方の

一刻も速やかな復興を祈らずにはいられません。 

  災害対策や防災対策については今回通告もし

ておりませんので、後日質問させてもらいたい

と考えていますので、その際はよろしくお願い

いたします。 

  それでは、通告に従いまして、家庭ごみの回

収事業についてから質問をさせてもらいます。 

  家庭ごみの回収業務は、市民の協力はもちろ

んのこと、担当課や衛生組合の尽力もあり、ほ

ぼ問題なく進められてきていると感じています。

しかし、回収業務に対しておおむね評価する声

が多い一方、さまざまな不便さや不安を口にす

る市民も少なくありません。今回は、その中の

２つに絞って確認をしたいと思います。 

  スーパーや大型薬局などで、紙おむつ類の売

り場がどんどん広がっていることからもわかる

と思いますが、家庭での乳幼児やお年寄り、障

害のある方々などのさまざまな介護場面で出る

使用済みおむつなどの処理負担が大きくなって

いると感じます。つまり、子育て世帯、お年寄

りなどの使用済み紙おむつなどの量がどんどん

ふえ、ごみステーションまで運ぶ労力や有料の

回収袋に占める割合がどんどん大きくなってい

ると感じるわけです。 

  御存じとは思いますが、使用済み紙おむつの

重さ、重量は、お年寄りがステーションまで運

ぶにはかなりの重量となっています。家族に若

い世代がいれば容易に運べるとは思います。し

かし、お年寄りだけの世帯の場合はどうでしょ

うか。特に、冬期間のごみ出しは相当厳しいも

のがあるのではないでしょうか。今後、日本全

体が超高齢化社会に突入していくわけですから、

それらの負担増大は、家庭だけではなく地域社

会全体の問題として顕在化してくるのではない

でしょうか。それらの負担を少しでも軽減しよ

うと、他の自治体では、家庭から出る紙おむつ

類を無料で回収する事業や、おむつ類専用の回

収袋を配付するなどのさまざまな負担軽減策を

講じ始めています。 

  そこで、当市では、現状をどのように把握し

ているか、また今後市民の負担を、特にお年寄

りの負担をどのように軽くしていこうと考えて

いるのでしょうか。 

  次に、ごみ回収袋の記名義務についての確認

をします。 

  現在、家庭ごみの回収袋には、町名、世帯主

名を記入することになっていますが、回収袋の

中にはさまざまな個人情報やプライバシーがた

くさん詰め込まれています。場所によっては、

その袋をカラスなどが道路に散乱させていると

ころもあります。 

  ごみ出しに市民から責任を持ってもらおうと

いう考えはよく理解できます。しかし、全国各

地でストーカー殺人事件や児童にかかわるさま

ざまな凶悪事件が発生している現状がある中で、
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ごみ袋の記名義務化は、さまざまな犯罪を誘発

するおそれはないのでしょうか。 

  これらのことについて、市は現状をどのよう

に把握しているのでしょうか。そして、個人情

報の保護やプライバシー保護の観点から、今後

どのような対策を考えているのでしょうか。 

  まず、今回はこの２点について、市長の考え

を聞かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  紙おむつ類を使用するのは、主に子育て世帯、

高齢者世帯、障害者世帯だと思われます。 

  当市では、紙おむつの処分方法については、

汚物を取り除いてから、できるだけ少量ずつ可

燃ごみ袋に入れて出すように御案内しておりま

す。問題は、紙おむつの廃棄に伴う経済的負担

よりも、重量があるために御自宅から集積所ま

での運び出しが困難なことにあるのではないか

と推察しております。 

  使用済み紙おむつは、汚物を除いても水分を

含むためずっしりと重くなり、まずは週２回あ

る可燃ごみ回収日と、大きさが３種類あるごみ

袋をうまく使うことで、御自宅から集積所まで

の運び出しの負担をできるだけ軽減していただ

きたいと考えております。 

  なお、使用済みおむつ類の無料回収やごみ出

しが困難な世帯に対する戸別収集のような福祉

的支援策については、市民からの御意見はもち

ろんのこと、高齢化の進展や他市町村の実施状

況などを参考に、今後当市としての方向性を見

定めていきたいと考えております。 

  次に、ごみ袋への記名の件についてでありま

すが、ごみ袋に町内名と名前を書いていただい

ている理由は、適正分別と収集運搬時の事故防

止にあります。収集時にごみ袋の外観から間違

った分別であることが判明した場合は、作業者

が指摘事項を記したシールを張りつけあえて取

り残すことで排出者に注意を促しています。記

名がない場合は、間違って排出した相手方にお

知らせすることができませんので、ごみ袋への

記名の必要についての御理解をお願いしたいと

思います。 

  壇上からの答弁は以上とさせていただきます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） では、少し再質問をさ

せていただきます。 

  可燃ごみというかその袋を何とか利用してく

れということだと思いますけれども、やはり高

齢者世帯で、どんどん可燃ごみの袋に紙おむつ、

重い紙おむつの割合がどんどんふえてきている、

非常に経済的な負担も少しあるんじゃないかと

思うんです。なぜよその自治体で使用済み紙お

むつの回収を無料にしているのかというと、そ

ういうところなども考えながらやっているので

はないかと思うわけです。 

  今後、そういう経済的な負担、あと労力の負

担を軽減するために、何か具体的なことは考え

ていないんでしょうか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 高齢者世帯などによる経済的

負担、それから労力の負担ということでござい

ます。 

  紙おむつに関しましては、汚物を取り除いて

も水分を含むためずっしりと重いと。それから、

高齢者の世帯は労力もかかるために、回収所ま

で運搬するのが楽ではないということは理解し

ているつもりでございます。 

  まずは、少量ずつ運ぶなどの工夫、それから

週２回の収集日と、３種類あるごみ袋を使い分

けて労力の軽減を図っていただきたいというふ

うに考えております。 
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  また、福祉的支援策につきましては、今後高

齢化がますます進むことは理解しておりますの

で、ほかの市町村の対策がどうとられているか、

そういうものを参考にして今後の課題としてい

きたいと考えております。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） ぜひ考えていただきた

いと思います。 

  あと、やはり個人情報は、さっきも言いまし

たように、あとプライバシーのたっぷり入って

いる袋がカラスのいたずらとかで散乱させられ

ていると。あとは、やはり、私も拾ったことが

ありますけれども、それこそ何を晩に食べたか、

それこそ服用している薬は何か、請求書、何々、

もう全てが入っているわけなんです。だから、

本当に怖いというのがやはり本音です。 

  プライバシー保護、あと個人情報保護の観点

から、何か有事の際に、起きた場合に、市はど

ういうふうな態度をとるんでしょうか。いろい

ろ裁判とか、告訴とかなんとかとされるような

ケースがないともないわけです。どうするんで

すかね。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ごみ袋に対する記名の問題と

いうことかと思います。 

  ごみ袋に対する記名につきましては、自分が

出したごみに対して責任を持つというようなこ

とで議員も理解していらっしゃると思っている

ところでございます。また、ごみ袋に対する記

名につきましては、市民の間にも定着してきて

いるのかというふうにも感じているところでご

ざいます。 

  議員おっしゃるとおり、個人情報保護、それ

からプライバシー保護というようなところでご

ざいますが、確かにそういう心配もあるかと思

います。そのために町内会、それから衛生組合

連合会と、そういう方々たちの協力もいただき

まして、できるだけそういうふうにならないよ

うな形で進めていきたいと考えております。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） そうですね、事が起き

てからでは本当に仕方ないので、ぜひ未然に防

ぐことのできるような手段をとっていただけれ

ばと思います。 

  記名するんでなくて、例えば記号制にすると

か、その町内で「〇〇さんはＡの325」とか、

その数字を区長あるいは衛生組合長が管理する

とかそういうふうにすれば、犯罪的なことはか

なり減るんじゃないかみたいな、わかりますか、

言っていること。わかりますか、大体。そうい

うこともいろいろアイデアを出しながら、市民

の安全安心につなげていっていただければと思

うわけでございます。 

  では、２番目に入ります。 

  スクールバスの運行内容についてですけれど

も、市では年間を通してスクールバスを運行し、

登下校時における児童生徒の安全安心を確保し

ています。 

  しかし、冬期間乗車している児童生徒が、夏

季、夏場ですよね、乗車できないケースがある

ということです。それで該当する児童生徒は、

小中学校それぞれ何名なんでしょうか。その理

由とはどういうものなんでしょうか。この現状

をどのように捉えているんでしょうか。そして、

今後どのように改善していくのか。教育長の考

えを聞かせてください。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

小野周一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 スクールバスの運行内容につい

てお答えします。 

  児童生徒の通学の安全対策につきましては、

新庄市安全安心通学プランに基づき、児童生徒

への安全通学教育や安全な通学手段の確保など、
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さまざまな取り組みを実施してまいりました。

その中で、スクールバスの運行は次代を担う子

供たちの安全安心な通学手段として重要な案件

として捉えており、学校、保護者、地域の方々

と連携を図りながら、通学環境の整備に努めて

いるところです。 

  通学における基本的な考え方は、小学生は徒

歩通学、中学生は徒歩通学または自転車通学と

考えていますが、少子化に伴う学校の統合によ

り遠距離通学となった児童生徒の通学支援や、

昨今の社会情勢を見据え、児童生徒の通学環境

の改善を目的とし、スクールバスを運行してま

いりました。 

  現在、国が定める児童４キロメートル以上、

生徒６キロメートル以上の遠距離通学の場合、

最優先しスクールバスを配備しておりますが、

新庄市では国の基準をさらに緩和し、通学スク

ールバス利用基準を、児童３キロメートル以上、

生徒５キロメートル以上の遠距離通学の場合と

しています。 

  御質問のあった冬期間においては、降雪によ

り通学条件がさらに厳しくなることから、夏季

期間の基準よりも緩和し、児童２キロメートル

以上、生徒３キロメートル以上として改善を図

っており、今年度の冬期間の基準緩和に係る利

用者数は、児童が約75名、生徒が約110名を予

定しております。 

  通年利用、冬季利用とも新庄市の各小中学校

区の整合性を図り、またスクールバスの乗車人

数の状況を注視しながら、地域の中の個々の事

情を考慮し、長期的なビジョンを持って検討し

ていきたいと考えております。 

  今後とも、登下校の安全性を図るために、防

犯対策も含めて、スクールバスを利用してまい

ります。また、地域から情報提供も得て、学校

に対する地域の支援体制を強化して、地域の教

育力を促進させ、子供たちが安心して学校生活

を送ることができるよう、安全安心な教育環境

の整備を積極的に推進していく所存であります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 国のスクールバスの基

準というか、それは児童が４キロ、生徒が６キ

ロということで、市の場合は児童が３キロ、生

徒が５キロ、非常に緩和されていて、非常にい

いと思います。 

  やはり問題となるのは、運転を任されている

方から、冬に乗せていた児童生徒が、夏は乗せ

ることができない。恐らく、バスで、徒歩で歩

いている生徒、児童を見ると、非常に運転士と

しては心苦しいのかと、そういう感じではない

かと思うんです。これを、じゃあその冬期間と

同じように児童生徒、２キロ、３キロという基

準にした場合、どれぐらいの経費増になるんで

しょうか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 現在、冬の期

間のバスのみを利用している児童を乗せるため

の運行に係る台数ですが、直営分が１台、そし

て委託分が４台になっておりますが、これを単

純に１年間に延ばしたと仮定いたしまして試算

いたしますと、直営分で100万円ほど、委託分

で600万円ほど、合わせて700万円ほどの増額が

必要となってまいります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 一律に夏季、冬季なく

スクールバスを利用した場合、700万円ぐらい

の予算が必要だということですよね。これが大

きいかどうか。あとは、当然冬期間乗っていた

児童生徒が夏季の間は乗れなくなる、歩くこと

になるわけですけれども、そうしたらその子た
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ちの安全安心というのは、一人で長い距離を歩

かなくてはいけないとかという場合もあるんじ

ゃないですか。 

  ぜひ、答弁は要りませんので、ぜひそういう

全体的なことも考えていただいて、それこそ子

供ファーストでお願いしたいと思います。 

  最後の質問に入ります。 

  新庄まつりのごみ対策について確認をしたい

と思います。 

  この質問ですが、今までに何度もごみについ

ての改善策を確認しています。従来の祭り後の

ごみ散乱状況よりは、今回はかなりよくなって

いると感じました。しかし、残念ながら、こと

しの祭りでも多くのごみが店舗間のすき間、植

え込み、空き地や側溝などの見えにくい場所に

押し込まれ、捨てられていました。何度も質問

しているので、またささいなことをと思われる

かもしれませんが、一事は恐らく万事につなが

っているものだと思います。そういうことを頭

に入れていただいて聞いていただければと思い

ます。 

  祭り期間中の夜遅くには、市の職員の皆さん

がごみを一生懸命拾っていたということを聞い

ています。さらに、27日朝には中学生の皆さん

やボランティア団体の皆さんが懸命にごみを拾

ってくれていました。この皆さん方のまちをき

れいにしようという思いをひしひしと感じまし

た。そのことに関しましては、感謝の言葉しか

ありません。 

  私が申し上げたいのは、ごみをポイ捨てしな

いような仕組みづくりをみんなで考え実践でき

ないものかということなのです。それが実現す

れば、ごみ拾いを一生懸命していただいている

方々のエネルギー、それをほかのさらに必要な

部分に向けることができたら、新庄市はまたよ

り高いステージに上がることができるんではな

いかと想像するわけです。 

  そのようなことから、市はごみが散乱するよ

うな新庄まつりでいいと考えているのでしょう

か。以前市長は私の質問に対して、ごみは持ち

帰ってもらうのが基本と答弁しています。現在

も同じ考えなのでしょうか。世界遺産に登録さ

れた祭りであるならば、なおのことごみ対策は

真剣に取り組んで、世界に類を見ない、きれい

で格調の高い地元の祭りにすべきではないでし

ょうか。 

  今後の祭りのごみ対策について、市長の考え

を聞かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 新庄まつりにおけるごみ対策に関

しましては、新庄まつり実行委員会運営部会で

担当しております。 

  観客や露店の多さからのポイ捨ても多く、や

はり市外、県外からの観光客のごみの持ち帰り

はなかなか難しいのが現状ではありますが、全

般的にはごみは持ち帰るというのが標語として、

やはりお祭りではなく全てに関してごみはお持

ち帰りだというようなことの意識は広く浸透し

ていかなければならないというふうに思ってい

ます。 

  ことしは従来からの６カ所のごみステーショ

ンの設置間隔を短くし、回収も定時巡回だけで

はなく、状況に応じて回収を早めるなどの対応

といたしました。清掃業者による早朝のごみ回

収の際の御協力や、実行委員会事務局、商工観

光課、警備等の動員職員などによる環境美化パ

トロールを、露店閉店後も実施してごみ拾いを

行っております。また、ことしは山形大学フィ

ールドワークの一環で、かごに見立てたごみ箱

を製作し、回収、運搬するごみ拾い渡御という

ものが行われ注目を集めるとともに、環境美化

に貢献いただきました。 

  なお、御指摘のとおり、店舗間のすき間や植

え込み、側溝などの見えにくい場所に捨ててい

く心ない方もおられますので、そのような場所
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を注視しながら衛生環境の維持に努めたところ

ですが、今後の対策としては、場内アナウンス

などで啓発、啓蒙も必要と考えており、さらに

は最上地区お祭り商業協議会の協力を仰ぎなが

ら、各露店にごみ袋を設置する方法なども検討

し、ユネスコ無形文化遺産の名に恥じないきれ

いなお祭りを目指していきたいと考えておりま

す。 

  以上であります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） きれいな祭りを目指し

ていないわけではないという内容だったかと思

います。 

  先ほど市長の答弁であった、やっぱりアナウ

ンスは非常に有効じゃないかと思うんです。祭

りを実行する側の思いというか、気持ちという

か、姿勢というか、そういうものはやっぱり常

にアナウンスをしてもいいと思うんです。ごみ

は持ち帰りが基本だということも言っていいと

思うんです。 

  ただ、ごみはどうしても捨てたくなるという

のが人間のさがというか、特性というか、そう

いうことでもあるかと思います。 

  何度も申し上げますけれども、京都の祇園祭

の例を挙げますと、リサイクルの段ボールのご

み箱、これは全て企業名が入っているんです。

スポンサーがその資金を出しているんだと思い

ますけれども、企業名が入ったもの、あと燃え

るもの、燃えにくいものとかという分類、３種

類の分類のものが、それこそ捨てようと思って

も捨てられないぐらいの距離で点々と置かれて

いるわけです。捨てようと思えないぐらい置か

れている。それも京都市の予算ではなくて、企

業から祇園祭に対しての支援をいただいて、そ

ういうごみのボックスをつくっているわけです。

何も市の予算を使って何とかしてくれと言って

いるわけではない。いろいろなアイデアを駆使

しながら、それこそ世界に類を見ないぐらいの

祭りを実現してはいかがかと申し上げているわ

けでございます。 

  先ほどアナウンス、啓蒙のアナウンスをする

ということですが、ぜひしていただきたいと思

います。 

  それで、現在６カ所、回収ボックスを設置し

ていますが、今後ふやす考えはあるかないか。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 ごみのポイ捨てについて

は、どこの観光地、イベント等も含めてやはり

永遠の課題なんだろうというようなことを思っ

ております。 

  ただ、お祭りの、今の御質問の中で、６カ所

をふやすつもりがあるかという部分についてで

すが、６カ所今現在設置しているところでござ

いますが、実際にごみ捨ての場所をふやすとい

うことは、当然そこの箇所をどこに設置するか

という部分で、一般に言われる民地とかの、い

わゆる地権者の方の同意とかも必要となってく

るということもあるかと思います。 

  また、箇所をふやせばふやすだけに、当然そ

の労力というのは、回収が一旦入れば、箇所数

がふえれば、その回収に対する労力が必要とな

ってくるということもあろうかと思います。た

だ、その辺については、今現在６カ所の部分で

やっている中で、何とか巡回パトロールの中で、

定時じゃなくてその都度その都度、そのごみの

量を見きわめながら回収作業に当たっていると

いうようなこともあります。 

  また、どうしてもポイ捨ての部分については、

昼、日中の部分については当然目につく部分が

あるので誰もがしないと思うんですけれども、

いわゆる露店が終わった後、当然うちのほうで

も夜間の最終的な確認の中でも回ってはおりま

すけれども、夜中まで見張っているということ

はできませんので、そんな中で恐らくポイ捨て
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されるのかというようなことがあろうかと思い

ます。 

  その中でも、早朝に清掃業者と一緒になって、

朝は全部きれいな姿で祭りをしたいというよう

なことで早朝にやっているということもありま

す。 

  また、実際に、先ほどもお話の中で触れてお

りますが、要はやはり売り手の責任というのも

必要なんだろうと。自販機であればそのところ

には回収ボックスがあるというように、露店商

のほうにもいわゆる売り手の責任ということで

も、露店商のほうの御協力を得ながら、露店商

のほうにもごみ袋を下げるなどして回収という

形でやっていければということで、いずれにい

たしましてもきれいなお祭りをしたいというよ

うな思いは当然ありますので、よろしくお願い

したいと思います。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） きれいな祭りは目指し

ているということでいいんですね。ぜひそうし

ていただきたいと思います。 

  先ほど、ちょっと気にかかったんですけれど

も、ごみの設備を多くしてしまうとその回収に

係る労力がふえる。当然だと思うんですけれど

も、ごみ箱の場所を６カ所にしたままで、ポイ

捨てがふえて、そのポイ捨てをしたごみが散乱

しているものをいろいろな人たちが拾う労力と、

回収された場所のものを回収する労力とは、僕

は全然違うと思うんですけれども。その辺も、

しないということから発想するんではなくて、

やはりきれいにするために何をすればいいのか

という、そういう違った発想でいろいろこれか

ら考えていただきたいと思うわけでございます。 

  本当にごみが１個もない祭りなんてあるわけ

ないと思っていらっしゃる方いらっしゃると思

いますけれども、本当にきれいに、３日間、ご

みのない祭りを実現させたら、それこそメディ

アが黙っていないんじゃないですか。そういう

ＰＲの、数百万円かけてＰＲすることも大切か

もしれませんけれども、そういう毅然としたス

タイルを持っている祭りというので、多分注目

されないはずはないと思うんですよね。注目さ

れるためにするわけじゃないですけれども、自

分の矜持、ここに住む人間たちの矜持としてそ

ういうものを目指すことは大切なことだと私は

思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

  先ほど検討するとおっしゃっていただきまし

たよね。ごみに関しては。おっしゃっていただ

きましたね。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 ごみの箇所数のふやす部

分も含めて、なおかつそうしたアナウンスも含

めてやっていきたいというようなことでござい

ます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 本当にぜひ前向きにや

れると思って検討していただきたいと思います。 

  最後になりますけれども、市の人口が７月末

現在で３万6,000人を切りました。もう３万

5,000人台に入ってしまったわけです。厳しい

冬さえ乗り切れば比較的住みやすいまちという

イメージがここの新庄市だと思います。それが

今回の豪雨災害で薄まったか、消えてしまった

か、そういう感じはあります。ですから、何と

か人口減少を極力緩やかにするためにも、いろ

いろな事業、施策を一生懸命やっていただけれ

ばと思います。 

  改めて、被害に遭われた皆様の早急な復旧、

支援により一層の力を注いでいただきますよう

お願いいたしまして、質問を終わります。 

小野周一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 
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     午後１時４０分 休憩 

     午後１時４８分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

小野周一議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１７番小嶋冨弥議員登壇） 

１７番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。 

  本定例会４番目の質問者となりました、議席

番号は17番の、起新の会の小嶋冨弥であります。

本日最後の質問者でございますので、気を引き

締めてお尋ねしてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  さて、今定例会における私の通告は３件であ

りますので、順に従いましてお尋ねいたします。 

  まず初めに、地域資源としても多くの市民の

誇れる新庄まつりについてであります。 

  今年の夏は例年になく異常気象の猛暑で、体

調管理に多くの皆さんは気を使ったことと思い

ます。振り返れば、そんな夏でありました。老

若男女問わずわくわく期待された祭り期間、く

しくもダブル台風のあおりで雨にたたられまし

たが、こればかりはいかんともしがたいものが

あります。 

  本年はユネスコ無形文化遺産登録２年目とし

て、曜日が、24日の宵まつりが花の金曜日、本

まつり、後まつりが土日となり、例年に増して

多くの人出が予想され、祭りの実行委員会並び

に関係各位は大変な思いで運営の準備に努めて

まいったことでしょう。本当にこの御苦労に感

謝申し上げるものであります。 

  あいにくの雨に邪魔され予定どおりにいきま

せんでしたが、大きな事故や人身事故もなく、

子供たちに感動と喜びを伝えた新庄まつり。

262年目の祭りは、ことしは終わりましたが、

地域資源として今後もずっとずっと市民に愛さ

れ、そして観光交流の振興のためにも大事にし

ていかなければならないものと思います。 

  それらを考慮し、しっかりした検証、総括は

不可欠なものではないでしょうか。私は、歴史

のランナーの一人として、ことしの祭りの検証、

総括、また今後の祭りの運営の考えをお聞きい

たします。よろしくお願い申し上げます。 

  次に、発言事項の２番目の、子育て支援につ

いて質問をいたします。 

  今、東京などの首都圏を除き、顕著な人口減

少が深刻な社会問題となっております。生まれ

てくる子供の数が少なく平均寿命が延びる少子

高齢化が進んでおります。人口の減少は生産性、

労働力の低下を招きます。 

  少子化の原因としていろいろ議論のあるとこ

ろですが、挙げられる一つとして、結婚に対す

る考えの変化ではないかということであります。

働き方の変化や価値観の多様化で、社会で働く

女性方が仕事を優先して結婚がおくれたりして、

または結婚しても仕事と育児の両立が大変で、

経済的にも負担が大きくなるため、子供を多く

持とうと考えられない、そういう考えがあると

も言われております。 

  多様化の社会で生まれてきた子供のきめ細か

い保育の充実は、子育て保護者の切なる願いで

あると思います。これらを受け、地方自治体の

長は、人口減少の歯どめをかけようと、子供の

医療費の無料化や子供の屋内外の遊び場の整備

に取り組み、若い世帯を呼び込む施策を打ち出

しておるわけであります。まさしく子育て支援

の充実が自治体の定住人口に大きく寄与してお

る例もあります。 

  そこでであります。当市の子ども・子育て支

援事業計画をホームページで見ますと、子ど

も・子育て支援事業計画中間改訂版、平成30年
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３月の「子どもは未来の宝もの みんなで育て

よう いのち輝く新庄っ子」の内容を拝見いた

しました。 

  教育・保育の提供体制の確保の内容及びその

実施時期では、現在対象外の認可外施設に入所

している児童については、今後３年間で認可保

育所や地域型保育事業などの給付対象施設移行

へ向けた取り組みを行い確保するとあります。

認可になれば待遇が保障され、質の向上も上が

ると思います。 

  しかし、子育てには多種多様のケースがある

と思われます。里帰り出産時の上の子の預かり、

事情による途中入所、一時預かり等、融通性の

図れる保育施設はあってしかるべきではないの

でしょうか。 

  認可保育所ばかりでなく、認可外保育所につ

いての見解と考えをお尋ねいたすものでありま

す。子育ての充実は今後のまちづくりの土台に

なると思いますので、どうかよろしく申し上げ

ます。 

  次に、発言事項の３番目の防災についての質

問をいたします。 

  近年の災害は恐ろしい。新庄は雪が降るが、

大きな災害がなく、比較的いいところだと、私

を含め市民は感じておりました。昭和49年８月

１日の大水害発生以来、急に命にかかわる災害

はありませんでした。 

  しかし、最近の異常気象は、各地で1,000年

に１回あるかないかの、経験の範囲を超えた代

物で、人身、住宅、農地等インフラを含め甚大

な被害が起こっております。これは、８月５日

の当地方の記録的豪雨で証明されました。テレ

ビやラジオによってこれらが報道され、各地か

ら心配の電話を多くの方々がいただいたわけで

ございます。そして、新庄まつりの余韻や疲れ

のとれぬ８月30日深夜から31日未明の豪雨は、

190.5ミリの雨量によって、市では対策本部を

設け、警戒に当たったわけです。まさに災害は

忘れたころにやってくるのではなく、忘れない

うちにすぐやってくる。これが今の気象でない

でしょうか。 

  痛ましく、北海道では９月６日未明に大きな

地震に見舞われ、甚大な被害を受けられました。

まことに他人事とは思われません。 

  まちづくりの基本は、市民の安全安心が基本

であることは申すまでもありません。災害時の

情報伝達は正確かつ迅速に発せなければなりま

せん。 

  そこで、当市における従来の方法を見直し、

新たなステージに対応した防災、減災を構築し、

地域の組織や個人が主体的に避難し命を守るた

めには、必要な防災計画の再構築をどう図るの

かお聞きするものでございます。 

  以上３点につきまして質問いたしました。重

ねてよろしくお願い申し上げます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋市議の御質問につ

いてお答えさせていただきます。 

  初めに、新庄まつりの評価と総括の御質問で

あります。 

  本９月定例会初日に、このたびの新庄まつり

の行政報告をいたしましたが、市内外から多く

の方々が来訪され、ユネスコ登録後初めての週

末開催となった今年の新庄まつりが事故もなく

成功裏に終えましたこと、改めて関係各位に感

謝申し上げます。 

  御承知のとおり、ことしの新庄まつりは、台

風20号の影響で天候が悪化するという予報が出

ておりました。そのため、以前から新庄まつり

実行委員会で整備しております雨天時の対応要

領を踏まえ、雨天時の意思決定ルートの詳細に

ついて、昨年同様再度確認を行ったところであ

ります。その結果、３日間とも各行事の実施決

定を適切に行うことができ、特に26日について
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は、各行事の会場を移動するなどの迅速な判断

が下せたものと考えております。 

  ユネスコ効果と週末開催による観覧者増加へ

の対応につきましては、祭り期間中最も多くの

観覧者が見込まれる24日の宵まつりについて、

駅前ロータリーバス停付近を昨年同様観覧場所

として確保するとともに、歩行者通路の安全性

を適切に確保した上で、新庄駅西口に設置して

おります滞留防止用フェンスのセットバックを

行い、フェンス内側の駅前ロータリー観覧スペ

ースの拡大を今回新たに図ったところでありま

す。 

  さらに、新庄警察署からの御助言、御指導の

もと、駅前通りの車道の一部を新たに観覧場所

として開放いたしました。その結果、観覧者の

収容については総じて対応できたものと考えて

おりますが、山車運行に遅延が生じてしまった

ことは大きな反省点でございますので、実行委

員会を通じ、改善してまいります。 

  また、25日本まつりでは、新庄まつりの核で

ある本まつりへの集客を推進すべく、城内新庄

天満宮御鎮座390周年事業として、アビエス有

料観覧席購入者への記念品配付等を行い、アビ

エス内は約７割の入りとなりました。 

  なお、26日の後まつりは、御承知のとおり、

午前中からの降雨により各祭り行事が会場を移

しての実施となったため、市内中心部の人出は

大きく減少する結果となりました。 

  次に、警備体制につきましては、昨年実行委

員会負担金を増額して、警備会社によるガード

マンの増員と、市職員の増員にて対応いたしま

した。この体制は、ことしの曜日配列による観

客増加を見越しての対応であったため、昨年の

警備体制を基本としつつ、新たな観覧場所など

の昨年との相違点を勘案しながら、適切な警備

体制の構築に努めたところであります。さらに、

新庄警察署からは、全面的な協力体制のもと、

昨年同様署員の配備をいただきました。これら

によって、雑踏事故などの発生もなく、各行事

をスムーズに実施することができました。 

  また、昨年に引き続き、県立新庄病院及び最

上広域消防本部の連携協力のもと、アビエス内

と祭り本部に医療救護所を設置し、不慮の事故

が発生した際の対応強化に努めました。 

  今年の新庄まつりは、日程が進むにつれ天気

が悪化するという、昨年とは正反対の天候とな

ってしまい、祭りの運営にも非常に厳しい状況

でありましたが、結果的には全ての行事を実施

することができました。これは、実行委員会を

中心とした各関係機関、団体との連携が効果的

かつ適切に図られた結果であると考えておりま

す。 

  また、昨年東京都巣鴨への山車派遣をきっか

けとした25日本まつり観覧ツアーの催行、昨年

５月に設立された山・鉾・屋台行事観光推進ネ

ットワーク、平成30年度総会の祭り期間中の開

催、さらにはユネスコ登録と東北５市の保存団

体による東北山・鉾・屋台協議会の設立など、

ユネスコ登録を契機としたさまざまな連携の成

果が着実にあらわれております。 

  今後もこれらの連携強化に取り組むとともに、

全国に向け新庄まつりの魅力を発信し、祭り期

間中全てにおいて、山車と祭囃子が一体となっ

て観客を魅了し、常ににぎわいのある３日間と

なるよう取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

  ユネスコ登録は、先人が築き上げてきた新庄

まつりの伝統文化を、未来を担う子供たちに受

け継いでいくことの重要性を改めて認識する機

会となりました。市といたしましても、このこ

とを新庄まつり振興の根幹に据え、新庄まつり

実行委員会の支援を通じ、市民の皆様とともに

新庄まつりの発展に取り組んでまいりたいと考

えておりますので、今後とも御支援のほどよろ

しくお願いいたします。 

  次に、子育てに関することでありますが、当
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市におきまして、子ども・子育て支援新制度に

よる運営を行っている特定保育施設は、公立が

２所、民間立が６所となっております。昨年度

と比較しますと、１所が認可外保育施設から認

可保育施設へと移行し、安定した運営と充実し

た保育を行っているところであります。 

  また、認可外保育施設ですが、山形県と新庄

市の補助金を交付している保育施設は、平成29

年度は４施設、今年度は９月１日現在で２施設

となっております。減少した２施設のうち１施

設は先ほど申し上げました認可保育施設への移

行であり、１施設は４月に廃止したことにより

ます。 

  国は、子ども・子育て支援新制度により、認

可外保育施設の新制度への移行を促進していま

す。これは、より安全に子供たちを保育するた

めであり、また公的な手厚い運営費を交付する

ことにより、安定した運営と保育士の処遇改善

を行うためでもあります。 

  一方、認可外保育施設は、定められた保育士

の人数や設備に関することなど、認可保育施設

と比較すると基準が緩められています。また、

県や市が補助金を交付しておりますが、格差は

大きく、保育士の賃金に影響が出ております。 

  認可外保育施設は、そうした中で、十分な愛

情を持って子供たちを保育してくださっており、

年度途中の入所の受け入れについても、当市の

待機児童対策の一端を担っていただいておりま

す。 

  また、認可保育施設での受け入れが制度上困

難ないわゆる里帰り出産や最上地域の町村の児

童の受け入れについても、可能な限り受け入れ

を行っており、多様な保育が可能な保育施設と

して重要な施設であることは当市としても認識

している反面、安全性や安定性のある国基準の

認可保育所の運営を当然のことながら進めてい

く必要があります。 

  来年度、認可外施設は、現在の２施設のうち

１施設が保育園として開園する予定であること

から、１施設となります。認可外保育施設の運

営は、経営者にとって財政的に厳しいものであ

ることから、経営者側とも話し合いを重ねてい

きながら、市として認可外保育施設の望ましい

あり方について検討してまいりたいと考えてい

ます。 

  土曜日、８日に総務大臣が来新いたしまして、

わらすこ広場で、子供を持つお母さん、５人の

お母さん方とお話し合いを持つ機会がございま

した。中には９人のお子さんを持っているお母

さんも参加されまして、３人目からはほぼ無料

の中で８人を育てることができたと感謝してお

りました。また、２カ月過ぎた３カ月目に入る

ときに預かってくれるところがあるとより大変

ありがたいというお母さん方の話を直接総務大

臣も耳にしたところであります。 

  私からも、認可保育所と認可外保育施設のこ

の差が非常に厳しいということで、ぜひ国のほ

うも認可外保育施設への支援等について十二分

に検討をお願いしたいということを申させてい

ただいたところであります。 

  次に、防災についてでありますが、ことしに

入り大規模な自然災害が多発しております。ま

さしく阪神淡路大震災、東日本、熊本、大阪、

今回の北海道と、この地域が地殻変動期に入っ

ているというふうに言われております。６月18

日に発生した大阪北部を震源とする地震、７月

上旬に西日本を中心に甚大な被害をもたらした

平成30年７月豪雨、また本市においても先月、

50年に一度の記録的な豪雨が一月に２回発生い

たしました。 

  本市では、新庄盆地断層帯を震源とする地震、

局地的集中豪雨、河川の氾濫などが想定され、

災害はいつでも起こるという気構えで、平時か

ら防災体制の強化を図る必要があります。今回

の災害を教訓に、職員の行動記録や問題点を総

括し、地域防災計画や各種マニュアルの見直し
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に活用していきたいと考えております。 

  また、情報伝達手段としましては、防災行政

無線、エリアメールを初め、マスメディアとの

連携や広報車、ホームページなど多様な伝達手

段を活用し、確実に早く伝達すること、高齢者、

障害者など、避難行動要支援者への伝達につい

ても体制整備を図る必要があります。 

  大規模災害時は、消防署、警察署、市町村な

どとの公助には限界があります。住民一人一人

が適切な避難行動をとり安全を確保するととも

に、自主防災組織や町内会、民生委員などと連

携し、災害時の早期避難、避難所の運営など、

共助の取り組みが重要であります。自主防災組

織の組織率のアップと活動支援を図りながら、

災害に強いまちづくりに向けて取り組んでまい

ります。 

  今回の８月５日、６日、８月30日、31日での

取り組みにおきましては、新庄市消防団の大変

な御協力をいただいたところであります。また、

８月５日、６日につきましては、午後からの雨

で、夜中になっていくということで、避難所の

開設に、多くの皆さんが避難してまいりました。

夜に向かっていく避難所の開設、また３時過ぎ

からの大雨で、朝に向かう避難所の取り扱いは

また違うということも、今後の経験とさせてい

ただきたいと。 

  さらには、大雨による防災無線の手段が効か

ないということでありまして、エリアメールを

その都度その都度場所によって、川に近づかな

いように、あるいは避難所の開設をしたという

ようなことを、エリアメールの効果は今回絶大

であるというふうに思っております。 

  今後とも、関係機関と協力しながら、防災体

制の構築に寄与してまいりたいと思います。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 御答弁いただきました。

ありがとうございました。 

  それでは、順に従いまして、再質問をさせて

いただきたいと思います。 

  まず、新庄まつりから伺いました。 

  いろいろ警察等の計らいもあって、警備のほ

うも非常に頑張ったと、各山車若連、囃子若連

もそれぞれの任において力を入れて、事故が起

きなかったと。また、実行委員会が速やかに計

らって中止や延期をしたというようなことが、

別に私も何ら意見するものではございませんけ

れども、ただ一つ、待望の宵まつり、非常に、

はっきり申しまして評判が悪かった。なぜだか

は私が申すまでもなく、順調な流れでなかった。

インターネット観覧席募集でもアビエスの時間

帯は約７時から８時半、その間で終了というよ

うなことが書かれていました。 

  こんなことがあったんです。私、万場町の商

店の方にこんな話を言われました。小嶋さん、

24日宵まつり行ったかと言われて、行ったよと

言った。非常に長くて嫌になって、途中から帰

ってきたお客いっぱいいたよと。ぞろぞろ帰っ

てきたと。やはりそれは時間の運行がスムーズ

でなかったと。 

  それで、もう一点は、あそこは７時から始ま

るんですね。お客さんは2,500円、2,000円、

1,500円の券を買って、24日は人気がいいから

大変な思いで、あそこで買って待っているわけ

です。今か、山車が来ないか、山車が来ないか

と。そうすると、７時になるとセレモニーが始

まりました。30分ぐらいかかりました。最初は

名誉会長、市長と商工会議所の井上会頭が入場

してきました、すぐ入ったのはいい。あと次か

ら次へと各団体の親分の名前を呼んで一々紹介

するんです。最後にはある団体をぐるっとあそ

こ回らせて、司会者が、その団体が来たから盛

大な拍手でお迎えくださいと、こう申しました。

おかしいんじゃないかと思って。主催者を観客

が、お金を出した人が拍手して迎えろなんてい
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うのは、こんなお祭り私はないと思います。こ

の件については前々回、前回も申し上げました。

そしたら、もう市長と井上会頭はすっと入って

よかったと、これでお客さんが喜ぶかと思った

ら、延々として30分ぐらいセレモニーをやりま

した。 

  そして、そんなことがあって、なかなかスム

ーズに回らなかったと。途中で雨が降ってきた。

最後、沖の町来るときは、お客なんて誰も、ほ

とんどいなかった。これではせっかくの、一番

メーンのあそこの場所はいかがかと。 

  もちろん原因はあると思います。その原因を、

何があったかということはここでは別に問いま

せんけれども、やはりそれではますます新庄市

の財産でもある、資源、財産をだめにするんじ

ゃないかと心配するんです。やはりそういった

ことを取り除いて今後に続けていかなければい

けないんではないでしょうか。その辺の改良を

一つお願いしたいと思います。 

  そして、もう一つつけ加えさせていただきま

すと、そのお客さんが何を言ったかというと、

セレモニーのことを、市長の挨拶が長くて、遅

くて大変だと。市長の挨拶なんか一つも言って

いないんですよ。でも、そういったことがちま

たに広がってくるんです、見ていない人は。何

だ市長こんな長い話するんだろうって。私は見

ているから、あんなこと全然市長は言っていま

せんけれども、やはりそういうような取り組み

を内外のお客さんにさせるというのはいかがか

と、やはり今後はこういう点は十分に配慮して

いただきたいと思います。 

  あともう一つ、これ大変警察の御尽力もあっ

て、いろいろこれだけの人が事故のないように

するということは、先ほど皆さんもどれかあっ

たんですけれども、これ６月22日の山形新聞の

金曜トピックスというようなことで、新聞がこ

れ出ました。そのとき、やはりこれ伝統か安全

か、ちょっと警察となかなか折り合いがつかな

いというような報道になって、かなり心配しま

した。南本町通らないのか、俺のところどうし

てやなんていろいろな、あります。こういうも

のもちょっと、もう少し、去年あたりから問題

になっているわけですから、もうお祭りが終わ

ったらすぐに、こういったことが、せっかくま

つり委員会からまつり実行委員会になって、部

門ごとに検討しましょうという制度になって大

変よかったと思うんだけれども、そういったも

のがまだ十分な話し合い、機能がなされていな

かったような気がしますので、この辺の今後の

取り組みはどのようになさるかをお聞きしたい

と思います。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 まず、初めに遅延の関係

でございます。 

  ことし、ユネスコ登録後２年目で、週末開催

というようなこともあって、それ相当の観光客

が見えられるんだろうというような中で、実行

委員会と警察との協議の中で、何とか観光客の

スペースを確保しなければならないというよう

な部分で、そこをどこに持っていくかというよ

うなことで、今回駅前のロータリー広場のいわ

ゆる滞留防止のフェンスを下げて広げた部分と、

なおかつ今回新たに警察の御指導、御協力の中

で、車道を一部潰して観光客のスペースをつく

ったというようなことになっております。 

  昨年とルート自体は変わらなかったんですけ

れども、今回の遅延の原因については、山交観

光前から５差路までの間に、そこに車道の一部

を潰して観覧席を設けたという中で、そこで山

車のすれ違いができないというようなことで、

そこで空白、山車と山車間の空白ができて、そ

の影響が波及しまして、最終的には９時ちょっ

と過ぎたと思いますけれども、三、四十分、昨

年からいえば延びてしまったというようなこと

になっております。 
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  これについては、警察のほうとのお話し合い

の中で、何とかできるだろうという、警察のほ

うでも協力しますというような話になったんで

したけれども、やはり実際動かしてみると山車

同士のすれ違いができないというようなことで、

１つの山車がまた次から次へとというようなこ

とで、遅延を発生してしまったというようなこ

とになっております。 

  ただ、これについては、終わった後すぐ警察

のほうとのお話し合いの中で、あそこは観覧席

を設けることはできないんだろうというような

ことで、近々事務局といわゆる関係団体との協

議も早速持つというようなことで、ことしのう

ちにはそれら課題等をいろいろ出し合いながら

検討していきたいというようなことで考えてお

ります。 

  ただ、やはり観覧席を設ける部分については、

いわゆる雑踏の部分で何とか事故を防止したい

というようなこと、あくまでも安全を確保しな

ければならないというような思いがあって今回

やったというようなこともありますので、ただ

そうした遅延が発生したというようなことにつ

いては、本当に申しわけなく思っておるところ

でございます。これについては早々に、10月、

来月には事務局と警察、それから関係団体と協

議をして諮っていきたいというようなことでご

ざいます。 

  また、セレモニー関係というような話があり

ましたけれども、やはり観覧される方は、早い

方で５時にはそこにおられるというような中で、

今か今かというような形で待ちわびている中で、

やはりそうしたセレモニーの部分を見たいんで

はなくて、あくまでも山車20台をスムーズに観

覧したいというような思いがあろうかと思いま

す。その辺については、来年度その部分も割愛

しながら、何とか観覧者ファーストで考えてい

きたいと思っております。 

  以上でございます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 終わったことを言って

も仕方がないけれども、これを一つの糧として

ぜひやってもらいたいという思いを込めて申し

上げました。 

  やはり、この祭りも時代とともに変わります

ね。特に皆さん御存じのように阿波踊りが、非

常に何だかんだマスコミに出ました。阿波踊り

だけではなくて、土佐の、高知とか、博多祇園

も大変な思いなんだそうです。本来は、お祭り

はやはり住民が少しずつお金を出してするのが

本来の姿といいますけれども、この博多山笠で

は、企業からの協賛金として、例年2,700万円

ほどの市の補助金を賄わないとやられないとい

う事情もあると。また、高知のよさこいも、高

齢化や人口減少が進む、運営も大変な苦労をし

ているそうです。ましてや青森のねぶたも、や

はりこれ少子、減少で人がいないんだと、ハネ

トが、なかなか。だから、青森では子供からの

関心を高めようと、小学生に踊りを教えるねぶ

た教育を実施しているそうです。 

  やはりその中で、やはり人口が減る地方にと

り、観光客の集まる祭りは重要だと、そして経

済効果も高めるというようなことで、阿波踊り

の混乱を他山の石として、安定した運営方法を

模索する必要がありそうだ、これはやはり新庄

まつりでも同じようなことが起きるんではない

かということですので、やはりせっかくまつり

実行委員会をつくって、それぞれ意思の疎通を

図るような制度を平成27年からつくっているわ

けですので、ぜひ、商工会議所の中に事務局あ

るんですけれども、事務局、商工会も預かって

いるわけですので、早目にひとつ御足労でもお

願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

  それでは、次に、子育てについて質問したい

と思います。 

  新庄市では、平成27年３月に子ども・子育て
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支援事業計画を出しております。そして、この

中間改訂版に載っていました。 

  その中からちょっとお尋ねしますけれども、

この４ページ、事業計画の、これネットから拾

って、４ページですけれども、確保の方策とい

うようなことで、現在給付対象外の認可外保育

施設に入所している児童については、今後３年

間で認可保育所や地域型保育事業などの給付対

象施設への移行へ向けた取り組みを確保します

と。 

  ここでお伺いしたいのは、地域型保育事業と

いうのはどんなことを指すのかというようなこ

とをお聞きしたいと思います。 

滝口英憲子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

滝口英憲。 

小野周一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長滝

口英憲君。 

滝口英憲子育て推進課長兼福祉事務所長 地域型

保育事業についての御質問でございます。 

  新しい子育て支援ということで、今小嶋議員

からございましたように、子ども・子育て支援

法に基づく計画ということで、新庄市子ども・

子育て支援事業計画を立てて、市のほうでは推

進しているところでございます。 

  今出た地域型保育事業というのは、そのうち

の一つの保育の形態というふうなことで理解し

ていただければと思います。子供を預ける施設

となりますと、幼稚園、それから保育所、それ

から認定こども園というふうな施設があります

けれども、そのほかにも小規模保育事業所とい

うことで、比較的少ないお子さんを預かる施設

というようなものもございますし、それから家

庭的保育事業所というようなことで、本当に数

名程度で子供さんを見る施設、それからまた居

宅訪問型事業所というようなことで、特に障害

を抱えているお子さんが通園できないというこ

とで、こちらのほうから保育士が出向いて保育

をする事業などということで、大きく分けて４

つほどの形態があるんですけれども、それらを

総称しての施設ということで御理解いただけれ

ばと思います。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 市長も認可外保育とい

うのは理解していらっしゃるんだと思っており

ます。 

  ただ、問題は、認可と認可外の保育の内容は

そんなに違わないと思うんです、新庄市の場合

は。ただ、働く人の給料とかそういった補助と

いうか、その差が認可と認可外がかなり大きい

から、その中で質が低いのではないかという心

配で、保育士もなかなかそういうところには集

まってこないというようなことで、やはりすき

間、ニッチというわけではないですけれども、

そういったものもやはりやらないと、子育て支

援はやはり大変ではないか、ニーズが多いわけ

ですので。 

  一つの例、これ郡部では認可外保育所がない

わけで、新庄にあるわけです。そうすると、郡

部から新庄のほうに働きに来るお母さん方が、

認可外保育所に預けて育児をしてもらえると、

そういう制度が非常に助かると。そして、若い

世代ですから、新庄にじゃあ家を建てて新庄に

住もう、生活しようというようなことで、トウ

メキの例を申しますけれども、あそこは土地が

安いですけれども、近くのそういう認可外保育

所があって、そこのサービスを受けた結果、か

なりそこに生活、住宅を建てて新庄市に定住す

ると。 

  やはり、子育て支援はそういった施策が、た

だそれだけでなくて、ずっとずっとまちづくり

につながるわけでございますので、ぜひ、今ま

で２つあるのが今度は１つだというようなこと

でしょうけれども、そういったところにもしあ

ったら、手厚いやはりそういった政策を保護す

れば、返ってくるんです。そこの場所でなくて、
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そのやった結果が新庄の定住人口に返ってくる

んです。回るわけです。そういった意味で、や

はりよその市町村がやっていないからこそ新庄

市で受けてくれるというようなことが、やはり

最上圏域８市町村の、新庄市のリーダーシップ

的なものも大事ではないかと考えるわけでござ

いますので、ぜひひとつ考えていただきまして、

新庄市は赤ちゃんから思春期まで面倒を見る、

保育の新庄市というようなことをぜひ御提案い

たしまして、よろしくひとつお願いしたいと思

っておるところでございます。 

  次は、防災に、お願いします。 

  本当にやはり今まで経験したことのない、初

めて新庄市で起こってびっくりしました。 

  先ほどの、これに関しては議員もいっぱいお

りましたけれども、新庄市の職員は大変頑張っ

たと、今回、私も思います。８月５日の避難所、

私、近くの明倫中学校とプラザと北辰小学校に

どんな状況かと行ってみましたけれども、５時

半ちょっと過ぎごろ行ったんですけれども、炊

き出しもちゃんとそろえていて、大体避難の

方々が帰った後でしたけれども、本当に寝ない

でよくやってくれたと思っています。 

  そして、特に印象に残ったのは、市民プラザ

で、ちょうど私も行ったときに、若い夫婦が子

供を連れて家に帰っているときでした。ほっと

したというか、安心して帰っていく姿を見て、

やはり新庄に避難して家に帰れるというような、

そういった姿を見ると、やはりそういった行政

の力というのはすごいと思いましたので、ひと

つ皆さんの御苦労に感謝するわけでございます

けれども、そこで、一番大事になるのは、新庄

市のハザードマップの現状はどうなんでしょう

か、お聞きします。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ハザードマップの現状でござ

います。 

  ハザードマップにつきましては、大分前に作

成したものがございます。最近の災害に対応し

ていないという面もございます。 

  今現在、県管理河川、大以良川と泉田川の浸

水想定を県のほうでただいま策定中でございま

す。それが来年発表される予定でございますの

で、それに合わせた形で策定を進めていきたい

と考えております。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 新庄市の防災計画修正

案というの、平成25年、それ以降恐らくなって

いないと思うんです。それで、ハザードマップ

もしかりだと思います。ハザードマップをつく

り直すんだったら、今回いろいろなところで想

定外の水害が起きました。水害というか、側溝

が上がったとかなんだとか。 

  そういう、地区に現状を知らせて、そして町

内でどこが危険とかなんとかというのをやって、

回収して、そこをハザードマップにするような

方法は考えられませんか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 このたびの災害は豪雨災害で

ありますが、その中で、例えば地盤が脆弱なと

ころ、土砂災害警戒区域、あと水があふれると

いうようなところ、大体把握しているところで

ございます。もちろん農林、それから都市整備

のお力もいただきましてハザードマップの作成

をしていきたいと、防災計画の策定もしていき

たいと考えております。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 先ほど佐藤卓也議員が

質問で、私どもの会派、行ってきたと紹介して

いただきました。これ北海道留萌市のハザード

マップ、保存版です。やはりこういうぐらいの

ものを作成しないと、自分たちどこへ逃げたら
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いいかと、今までは災害がなかったからわから

なかった。今度は、あるところに行ったら、ば

あちゃん逃げろと言ったら、俺どこに逃げてい

いかわからないと、一人住まいのアパートの人

が言っていたそうです。そこは川原町というと

ころの町内の方だったんだけれども、そこは新

庄中学校も近いけれども、どこに行っていいか

わからない。そういう逃げる場所を、例えばい

ろいろなハイテクの電話とか持っている人はい

いですけれども、持っていない弱者が、いつも

見ると弱者の連絡が遅くて大変な思いをすると

いうようなことなんです。わかると思うんです

けれども、やはりこういったものをお願いした

いと思います。 

  あと１点、今減災は、災害は防ぐことができ

ないけれども減災をしようと、命を守れと、減

災が強く叫ばれていますけれども、防災士とい

うのがあるんです。これ、新庄市ではこの防災

士というのはどのような位置づけになって、ど

のような活躍をしていますか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 新庄市の防災士の位置づけで

ございます。 

  新庄市防災士会という組織がございます。防

災士そのものは各町内、地域に入って、災害の

知識を生かして、まちづくりの中の一つとして

活動するというのが防災士の方々の仕事といい

ますか、活動の中身になるわけですけれども、

防災士会という組織もございますので、防災訓

練やその他さまざまな場面で皆さんの知識を活

用していきたいと考えております。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 防災士というのは、Ｎ

ＰＯ法人が、民間資格なんです。自助、共助、

協働を原則として、社会のさまざまな場で防災

力を高める活動が期待され、そのために十分な

意識と一定の知識、技能を修得したことを日本

防災士機構が承認する人ですというわけですけ

れども、これお金かかるんです、何万円だか。 

  それで、この役目も、自主防災とタッグを組

まなければならないんだけれども、新庄市の課

の中で、その防災士を育てるような考えはない

ですか。これ、課長ではできないな、上のトッ

プが考えないとだめだと思うんですけれども、

やはりこの防災士というのは一人ではできない

し、庁内の中でも総務とか、総合政策もかな、

そんなところでやはり何人か組んで、全体のこ

の市の防災を政策立案する、守るというような

ことで、職員の中にも防災士を育てるような考

え、これ総務課長が一番わかるかな。総務課長、

ひとつお考えをお聞きしたいと思います。 

小松 孝淑総務課長 議長、小松 孝。 

小野周一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 災害対応の中で、事前の備え

として、防災士の活動というのは非常に大切な

部分だと感じております。 

  今現在、市役所の職員の中で、防災士の資格

を持っている職員は２名ございます。その２名

が今現在防災士会の中に入って活動していると

ころでありますけれども、今後においての取り

組みとしましては、市の組織としての防災活動

はもちろんですけれども、その防災士のあり方

も含めて今どうあるべきかというのは、検討さ

せていただければというふうに感じております。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

小野周一議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） やはり、防災はみんな

の意識が高まらなければならないと思います。 

  あと、最後の１点、水害時の防災行動計画と

いうのは2021年まで策定しろとあるんですけれ

ども、新庄市はこの点はどうなっていますか。

計画になっていますか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 
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森 正一環境課長 現在策定されておりません。 

  先ほども申し上げましたとおり、県管理河川

の大以良川と泉田川の浸水想定が来年早々に発

表されると思いますので、それを受けまして策

定に向けて検討したいと思います。 

１７番（小嶋冨弥議員） よろしくお願いします。 

  終わります。ありがとうございました。 

 

 

散      会 

 

 

小野周一議長 以上で本日の日程を全て終了いた

しました。 

  明日11日午前10時より本会議を開きますので、

御参集をお願いしたいと思います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  大変御苦労さまでございました。 

 

     午後２時３８分 散会 
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２ 叶 内 恵 子 
１．新庄まつりと伝統芸能を含む芸術、文化、歴史の継承

について 

市 長 

教 育 長 

３ 清 水 清 秋 
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開      議 

 

 

小野周一議長 それでは、皆様おはようございま

す。 

  ただいまの出席議員は17名でございます。佐

藤義一君より少しおくれるとの連絡がありまし

た。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

小野周一議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は３名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

小野周一議長 それでは、最初に佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 新庄市の日本共産党を

代表して、一般質問を行います。 

  １番として、介護保険の改悪、サービスの後

退を許さず、負担の軽減を進めることについて、

質問いたします。 

  その最初に、特別養護老人ホームの待機者は、

全国で36万人、介護離職者は年間10万人、介護

職員の慢性的な不足など、介護をめぐる事態は

深刻になっております。そこで、新庄市の状況

はどうかお聞きします。特別養護老人ホームの

増設や人材の確保、事業者の支援が必要と考え

なければならないのではないでしょうか。 

  ２番目として、要支援者の保険外しで介護サ

ービスを受けた人の総数が、2017年度９万

6,000人減ったと厚生労働省が９月４日発表し

ました。要介護認定者は増加する傾向にありま

す。介護が必要と認定されながら、介護保険が

利用できない人がふえている実態が浮き彫りに

なっています。当市でも要支援１、２の介護報

酬の低い総合支援事業に移行してから、サービ

ス提供ができなくなる事業者が生まれています。

提供する事業所も運営が厳しくなっています。

事業所はヘルパー派遣の時間を１時間から45分

に減らさざるを得ず、利用者から見ますと、買

い物などの支援の時間が足りなくなっておりま

す。これでは、保険あって介護なしではないで

しょうか。当市の状況はいかがでしょうか。 

  ３つ目に、この状況を改善するには、介護保

険への国の負担割合を大幅に引き上げ、介護職

員の賃上げなど、待遇改善を求めることが必要

と思いますが、どうでしょうか。 

  ４つ目に、今年度の介護保険料の引き上げに

よって、当市では基準額が月額6,200円となり

ました。介護保険当初は、基準額が月額2,567

円でした。これに比べて現在2.4倍となってい

ます。平成37年度の基準額の見込みが新庄市の

福祉に示されておりましたが、6,896円です。

当初と比べると2.7倍になります。今後のこの

ような大幅引き上げを抑えるために、国の負担

割合をふやす要望とともに、一般会計からの繰

り入れも必要ではないでしょうか。全国で12の

市町村で一般会計からの繰り入れを行っている

と2014年の国会での質問で明らかになっており

ます。 

  ５つ目に、年金が減額される中で、サービス

利用を控えるケースが多いと言われています。

要介護４、５の方の在宅介護の自己負担は、月

10万円にも上ると2016年の家計経済研究所の調

査で明らかにされています。例えば、年収200
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万円以下などの低所得の世帯に、自己負担の５

割の補助を実施することができれば、利用世帯

はとても助かると思われます。千葉県船橋市で

の例もあります。市の考えをお聞きします。 

  大きな２つ目の質問は、災害対策の中心であ

る公助についてお聞きいたします。 

  １つ目は、災害後の住宅やなりわいに係る修

理費について、市として手厚い支援をして国や

県にもその上乗せを要望すべきではないでしょ

うか。 

  ２つ目に、避難勧告や指示を新庄市でも出し

ましたが、それでも障害者や高齢者、乳幼児を

抱えた方は自力では避難できない方が多いです。

こうした方には、市民生委員、福祉関係者など

の体制をつくり、災害が予想される24時間以上

前に、避難させることができるようにすべきで

はないでしょうか。そのとき、介護職員が配置

された福祉避難所の設置も必要ではないでしょ

うか。避難所にはオストメイト対応のトイレや

シャワールームが必要ではないでしょうか。 

  ３つ目に、住民が住む地域の危険箇所などを

把握できるよう、住民とともに地域版ハザード

マップづくりはどうでしょうか。 

  ４つ目に、住宅の耐震改修が進まない現状で

す。この理由は、必要な世帯の収入が低いこと

にあります。大災害による被害や、公的住宅保

障の費用の負担は、莫大なものになってまいり

ます。住宅の耐震改修にこそ手厚い対策が必要

ではないでしょうか。 

  大きな３つ目の質問は、子育てにやさしいま

ちづくりについてです。 

  １つ目は、政府は保育料の無料化を、消費税

10％増税を財源にして進めようとしています。

消費税増税ではなく、大金持ち、富裕層への累

進課税と、大企業への中小企業並みの法人税負

担を求めるだけでも、消費税分増税分の５兆円

の財源は出てまいります。保育料の無料化は、

低賃金に苦しむ世帯の負担軽減につながるよう

にしていかなければなりません。政府の保育料

無料化枠に、実は給食費が含まれないと聞いて

おります。保育料が抑えられている低所得世帯

が給食費によって負担増となることも予想され

ます。保育所などで教育として実施している給

食費の無料化を継続すべきと思いますが、いか

がでしょうか。 

  同時に待機児がふえることが予想されていま

す。子供が安心して保育を受けられるよう、体

制が保障されている認可保育所をふやすことが

必要ではないでしょうか。 

  ２つ目に、国民健康保険税の子供の均等割を

なくして、子育て世帯の負担軽減を図れないか

ということについてお聞きします。北海道の旭

川市や、福島県の南相馬市、仙台市や東京都清

瀬市などで国保税の均等割について子供の分を

減免することをやっております。当市でもでき

るのではないでしょうか。 

  大きな４つ目に学びやすい学校施設について

お聞きします。 

  猛暑の夏、学校の教室にエアコン設置は切実

です。昨日、山科議員の質問に対して、来年の

夏までに間に合うよう、今年度中の予算化を準

備するとのとてもよい課長の答弁がありました。

敬意を表します。今まで進まなかった原因は、

国の予算があっても少な過ぎたことによるもの

です。国庫補助拡大のこの機会を生かして、確

実に進めていただきたいと思いますが、決意を

お聞かせください。 

  ２つ目に、学校のトイレをきれいにすると学

校が変わるということについてです。トイレの

改修計画から児童生徒、教職員に参加してもら

い、意見を聞きつつ取り組んではいかがでしょ

うか。子供の意識が変わり、トイレを大切に使

うようになり、校舎全体も大切に使うようにな

ると言われておりますが、いかがでしょうか。 

  以上、１回目の質問を終わります。ぜひ、よ

ろしくお願いします。 
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山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、佐藤議員の御質問にお答えさせて

いただきます。 

  初めに、介護施設の現状についてでございま

すが、特別養護老人ホームの入所待機者数は平

成29年度の調査では、124人となっております。

５年前には192人の方が入所待機者となってお

り、新たな施設の開所等により減少しました。

また、介護現場における人材の確保対策として

は、平成29年度に最上郡全体で課題を解決すべ

く、管内の介護事業所や高校などの教育機関、

行政機関などが構成メンバーとなり、もがみ介

護人材確保推進ネットワーク協議会を組織し、

介護人材の育成、確保、定着、離職防止を図る

ため、一丸となって取り組んでおります。協議

会のメンバーでもある新庄コアカレッジでは、

最上８市町村の支援を受けながら、平成26年４

月に介護福祉課を新設、介護福祉士を目指して

入学する学生も年々増加し、地域の介護人材育

成に大きく貢献いただいております。 

  次に、日常生活支援総合事業についての御質

問でございますが、本事業につきましては要支

援者の多様な生活支援ニーズに対応するため、

本人の能力を最大限生かしつつ、従来の介護予

防サービスと、住民が参画する多様なサービス

を総合的に提供する仕組みであると考えており

ます。 

  現行相当サービスに対し、８割の設定はサー

ビス内容の緩和とサービス提供者の資格要件を

緩和したことによるものであります。資格を持

つ職員には、身体介護などに専念していただき、

同時に資格のない方を雇用し、介護度の軽い方

の家事援助に従事していただくことで、介護の

担い手に広がりを持たせ、介護の人材不足を解

消することにもつながっていくものです。また、

本事業に対する事業所の不足や、サービス内容

の低下について、サービスを計画するケアマネ

ジャーからは、そのような声は上がっておりま

せんが、今後も引き続き介護現場の現状把握に

努めてまいります。 

  次に、介護職員の待遇改善についての御質問

でございますが、これまで国では介護職員処遇

改善加算の創設など、改善策を講じているとこ

ろであります。市内のほとんどの事業所がこの

加算算定を反映させた報酬となっており、それ

により介護に従事する職員の賃金が引き上げら

れているところです。介護保険事業の標準給付

に係る財源は、原則的には国庫負担金20％、調

整交付金５％、県負担金12.5％、市負担金

12.5％で、公費負担は合わせて50％となり、残

りは第２号被保険者負担分として支払基金27％、

第１号被保険者の保険料で23％となっておりま

す。 

  一般会計からの法定外の繰り入れは考えてお

りませんが、国に対しては介護保険制度の円滑

な運営のため、資金繰りに支障を生じることの

ないよう、必要に応じた措置を行うことを機会

を捉えて継続して要望してまいります。 

  次に、介護サービスの利用者負担に係る質問

でございますが、利用者負担については、高額

介護サービス費支給制度があり、世帯の所得状

況に応じて負担上限額が設けられております。

高額支給に該当する場合、２カ月後に申請のお

知らせを送付し、初回１回のみ申請が必要とな

りますが、その後は該当すれば上限額を超えた

金額が指定した口座に振り込まれる制度です。

住民税非課税世帯で合計所得金額及び課税年金

収入額の合計額が80万円以下であれば、個人で

１万5,000円、世帯合算の場合は２万4,600円が

月額の負担上限となっております。現状では、

市独自の利用者負担補助については考えており

ません。今後も介護サービスの現状を把握し、

課題を整理した上で、地域のニーズに基づいた
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サービスや支援制度を検討していきたいと考え

ております。 

  次に、災害に関する件でありますが、さきの

豪雨災害の対応と被害状況については、昨日の

山科議員の質問においても答えておりますが、

８月５日から６日の豪雨は、総雨量が268.5ミ

リ、１時間当たりの最大雨量が47.5ミリを観測

し、昭和49年の８・１水害を超え、観測史上最

多を記録しました。また、８月31日の豪雨は、

総雨量が201.5ミリ、１時間当たりの最大雨量

が33.5ミリを観測し、いずれも気象庁において

も予測できなかった、まさしく50年に一度の記

録的な豪雨が一月に発生いたしました。 

  この災害で、住宅、道路、河川、農地、農作

物、水道施設など、広範囲にわたり多数の被害

が発生いたしました。９月１日に本市を含め７

市町村に災害救助法が適用されましたが、復旧

や被災者支援に当たっては、国の災害復旧事業、

県の災害対応事業による支援をお願いし、その

ほか本市で新たに創設する災害対応事業におい

て対応してまいります。 

  要援護者の避難については、障害者や高齢者

など、特別な支援や配慮が必要な方には、自主

防災組織や民生委員などの協力をいただきなが

ら、早目に避難ができるよう、呼びかけてまい

ります。また、福祉避難所としては協定を結ん

でいる市内の６介護施設と連携し、避難所を開

設してまいります。 

  地域版のハザードマップについては、来年度

作成予定の市全体のハザードマップとあわせて、

自主防災組織や町内会において独自に作成でき

るよう、指導、支援してまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、住宅の耐震改修についての御質問にお

答えします。 

  新庄市では昭和56年以前に建築した住宅の耐

震改修に関し、工事費の２分の１、上限100万

円の補助を行っております。加えて、耐震改修

の前段となる耐震診断及び補強計画に要する経

費につきましても、自己負担額を無料としてお

ります。耐震化や減災についての普及啓発につ

きましては、地方や県の出前講座などにより行

っているところでありますが、耐震診断で見て

も熊本地震の直後などは、申し込みは一時的に

増加したものの、１年を経過すると激減すると

いった状況下にあります。また、耐震改修工事

に結びついた割合も２割程度の実績と低くなっ

ております。原因としては、改修費用がかさむ

こと、直接的に住環境の改善に結びつかないた

め、特に高齢者の方などは改修工事に至らない

ものと考えております。 

  このような中、一般リフォーム補助には部分

補強というメニューがあり、耐震診断の受け付

け時などに寝室だけであるとか、寝室から玄関

までの補強などについて説明し、耐震化につい

て御理解いただけるよう、今後も努めてまいり

たいと考えております。 

  次に、子育てに関係する質問でありますが、

国は、子育て世代を応援し、社会保障を全世代

型へ抜本的に変えるため、今後幼児教育の無償

化を一気に加速するとしています。そして、住

民から広く利用されている３歳から５歳までの

全ての子供たちの幼稚園、保育所、認定こども

園の費用を無償化し、2019年10月から実施を目

指しています。 

  議員がお尋ねの保育所の保育料につきまして

は、現在給食費を含む額を保育料としており、

無償化についてもこの考え方が変わらないもの

と考えておりますが、国からの保育料無償化に

関する詳細がまだ示されていないことから、今

後の国の動向を見きわめながら対応してまいり

ます。 

  また、保育料無償化に伴い、女性の就労の増

加とともに保育の需要が増すものと見込まれま

す。これは、過日新聞にも取り上げられたとお

り、全国の自治体で懸念していることであり、
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新庄市においても憂慮しているところでありま

す。 

  しかし、来年度の受け入れに向けては、民間

立保育施設の定員増加の見込みがあり、さらに

生後８カ月からの受け入れであった民間立保育

園のうち、２カ月から受け入れが可能な保育園

をふやしております。認可保育施設の増設につ

きましては、来年度新たな計画の策定を行う新

庄市子ども・子育て支援事業計画の中で保育の

量の見込みや確保の見込みを十分に精査してま

いります。 

  次に、国民健康保険税についての御質問であ

りますが、子供の均等割の免除については、子

育て支援の観点から重要な課題でありますが、

一方で税の公平性の確保もあり、慎重に対応す

る必要があると考えております。子供に係る均

等割保険料の軽減措置の導入は、今年６月の全

国市長会において決議や提言事項として取り上

げられ、国への要望とされたところであります。

今後も国の動向を注視してまいりたいと考えて

おります。 

  学校施設等については、教育長が答弁します

ので、私は壇上から以上のとおりとします。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

小野周一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 それでは、お答えします。学校

施設に対する御質問にお答えしたいと思います。 

  夏季の猛暑対策の１つとして、エアコンの必

要性について、学校現場等から御要望、御意見

をいただいているところです。市としても児童

生徒の安全を守り、生命に係る危険を回避する

ことの視点に基づき、市内全校の普通教室にエ

アコン導入を進められるよう、年次計画を立て

実施したいと考えているところです。 

  学校のトイレにつきましては、これまで洋式

化や乾式化への一部改修など、老朽度合いや必

要性、要望等に応じ、その都度行ってきました。

また、大規模改修工事の際には全面的に改修を

行ってまいりました。 

  御質問にありますように、計画時点で児童生

徒から計画に参加してもらうことにより、意識

が変わるということもあると思われます。今後

もトイレ改修や学校改修に当たっては、学校現

場の教職員、児童生徒からの要望、意見等を取

り入れながら実施していきたいと考えています

ので、御理解のほどよろしくお願いいたします。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） お答えありがとうござ

います。 

  最初に介護保険の１のことについてですが、

人材確保についてです。ヘルパー２級に相当す

る介護初任者研修というのがあるそうです。こ

れとか、３級程度と言われております市独自の

研修、これは資格がない方ということで、でも

そういう研修をという話もありましたが、そう

いうのが足りないように思います。そういうの

を設定して介護の仕事につきやすいようにして

いるでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 ヘルパ

ー２級相当の研修でございますけれども、この

研修の費用につきましては、事業者が費用を負

担した場合につきまして、県のほうで２分の１

の補助をしております。まだ新しい補助制度で

すので、なかなか浸透していないこともありま

して、利用件数はまだ数件ということで少ない

ようですけれども、こちらの周知を努めてまい

りたいと思います。 

  それから、旧ヘルパー３級に相当する新しい

研修ですけれども、この研修制度の実施主体と

いうのが都道府県ということになります。山形
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県のほうに確認したところ、その要綱整備を今

手がけているということでした。実質的には今

年度末か来年度初めにこの研修が実施されるこ

とと思います。研修のスタイルとしましては、

初任者研修と同じように、一般の民間の事業者

との委託契約になるかと思われます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最近介護の仕事につき

たいなと、やりたいなという声が市民にありま

したが、残念ながら資格がない、そしてもしか

したら市で研修やっているかなとお聞きしたら、

やっていないということで、そういう何もやっ

ていないような方は事業所としても雇えないん

だなというふうに言われて、せっかく働く機会

ある方がおられるのに、すぐつけないというか、

研修も受けられない、本当に残念な状態が現在

進行しているなというふうに感じました。県が

主体ということですが、ぜひ県のほうに早く、

一日も早く、やりたい、受けたいという人がい

たらすぐ受けられるような準備万端を早くやっ

てもらわないと、新庄市の人材確保できないん

だと強く言ってもらいたいと思います。それは

どうでしょうか。 

  あと、事業者の負担が２級に相当する研修が

事業者負担ということでありますが、本当はこ

れに市が補助してやって、事業者の負担もなく、

そのぐらいできるようにすると、２級の理想と

する介護初任者研修が受けられる人が格段にふ

えて、担い手がふえると思われますが、そんな

支援はお考えないか、お聞きします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 今議員

からのお話で、潜在的に介護の職につきたいと

いう人がいらっしゃるということを大変心強く

思いました。２級の研修ですけれども、今のと

ころ県の補助制度だけで市の補助ということは

考えておりません。県の補助の制度の利用状況

を見ながら進めてまいりたいと思います。以上

です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） そういう意味で、現在

ヘルパー派遣などをしてもらいたいなとか、し

たいなと思っている、しなきゃいけないと思っ

ているところがなかなかできない、人が足りな

くてできないという状況は、高齢者にとって受

けられないわけですから、つらいものがあると

思います。そういう意味では一日も早く、そう

いう研修が受けられる人がふえ、そして働きた

いという人がすぐつけるように、声を聞きなが

ら、応援をしていただきたいなと思います。 

  介護職への市独自の人件費補助は考えていな

いというふうに聞いたんですけれども、それは

やるべきでないかなと思うんですが、どうでし

ょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 介護職

の人件費ということですけれども、加算をとっ

ていらっしゃるところがほとんどなんですけれ

ども、いないところもございます。加算のとら

ない理由としましては、やはり介護職に限定し

ての使い道ということで、ほかの職種とのバラ

ンス、そこの部分を引き上げるには、事業者の

負担が伴うですとか、加算部分についても被保

険者の利用料金、それから保険料にもはね返っ

てくるということで、していない事業所がござ

います。趣旨から言いまして、処遇改善加算と

いうのはやはり進めていくべきものだと思いま

すので、こちらのほうを事業者のほうに働きか
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けることで、人件費のアップということで対応

したいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 保険料に上乗せされて

いくだろうということで、介護職の職員の人件

費を上げるのもちゅうちょされるような事態が

あるわけです。これは全国的なことでもありま

すので、私たち日本共産党は、介護保険の保険

と切り離して介護職の人件費引き上げのために

独自の制度を国でつくるべきだと訴えておりま

す。そういう考えもあるということを知って、

ぜひ機会があればそういうふうな形でも、介護

保険の保険料につながらないような形で、介護

職の人件費を上げるように働きかけしていただ

きたいと思いますが、どうでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 今御質

問のあった部分については、介護保険制度の一

番大きな枠の構造的なものになりますので、市

として御意見というのはちょっと難しいかなと

思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市長におかれましては、

全国市長会という立場もありますので、そうい

う考えもあるんだなということを知っていただ

き、市民の負担にならずに介護が受けやすい新

庄市をつくるために、そういうこともできれば

要望していただくよう、要望して終わります。 

  次に、特養ホームについてなんですが、入所

要件が原則介護度３以上とされたのに、待機者

が多い実態で当市もありました。政府が介護費

用を抑制するために、在宅にシフトしていると

か、低賃金による慢性的な人材不足が背景にあ

ります。しかし、今必要なサービスを提供しな

い理由にはこれはならないと思うんです。高額

な有料老人ホームなどの施設を選べない人にと

って、特別養護老人ホームの大幅な増設は待っ

たなしの新庄市ではないかと考えますが、どう

でしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 待機状

況のほう先ほどの市長答弁の中で124人という

ことで、報告があったと思いますけれども、９

月１日現在で市内、それから郡内の特養のほう

に待機状況、それから入所までの期間というも

のをちょっと調べてみました。その結果ですけ

れども、これは各施設ごとの延べ人数というこ

とで、重複して複数の施設に申し込んでいる方

というのが相当いますので、参考程度にお聞き

いただきたいんですけれども、271名、新庄市

内、郡内の施設に申し込んでいる新庄市保険者

の延べ人数ということになります。この数字か

ら重複分等を除きますと、相当減るのではない

かと思われます。 

  施設にとってはちょっと難しい質問だったの

かなと思うんですけれども、平均にしてどのぐ

らいの待機期間かということについてもお聞き

してみました。そうしますと、ばらばらなんで

すけれども、数カ月というお答えが多く寄せら

れました。この中に詳しく書いてくれたところ

では、多床施設、４人部屋というところなどで

は、男女別になっておりますので、女性のほう

が相当早く入れるということで、男性の方は男

性があかないと男性が入れないということで、

絶対数が少ないということでやはり待機期間は

女性の方に比べて相当長いというふうな感じで

ございました。 

  この状況なんですけれども、このうち在宅で
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過ごされている方、待機者の中で在宅で過ごさ

れている方というのは、去年の124名のうちは

30名ほどだったということでごく一部になるか

と思います。在宅での待機期間といいますと、

在宅サービスを使っていただきながら、あとは

待機状況の期間頑張っていただくということに

なるかと思います。絶対的な不足というふうな

数字とは捉えておりません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） これも私の経験なんで

すけれども、市民の方から有料老人ホームの負

担が多くてとても母親を入れ続けることができ

ないということ、あとはやはり特別養護老人ホ

ームに比べて待遇がいまいち残念な内容だとい

うことで、特別養護老人ホームに入れたいんだ

という相談がありました。市内ずっと回ってみ

ましたけれども、だめでだめで、結局ほかの郡

のほうのショートステイにようやくあちこち回

って入れていただけるかみたいな話になって、

本当にほっとしたというふうに本人が、市民が

言っておられました。これは待機になっている

方々の多くの気持ちではないかと、私は改めて

胸が痛みました。家族では虐待になるようなこ

とになってしまうと、やはり特別養護老人ホー

ムが欲しいんだという切実な声だったように思

います。そういう意味では、特別養護老人ホー

ムの増設を考えるべきだと私は考えております

ので、要望したいと思います。 

  次に、利用料、在宅介護の利用料の軽減につ

いてです。千葉県の船橋市の場合は、補助の対

象を在宅サービス全体に補助額は利用料の40％

行っております。収入認定も単身で年間150万

円以下、２人世帯の場合は200万円以下で、資

産、家などの不動産とか貯金とかだと思います

が、そういうのも一応限度というのは設定して

おりますが、それも加味しますが、幅広い利用

料軽減になっております。収入の多くない世帯

へ在宅サービスの利用料10％を、本来10％です

が、半分近くを市で出すというのは、全体の費

用の５％にもすぎない内容なので、新庄市もそ

の気になれば行うことができるのではないかと

思いますが、この費用、もしやるとすればどの

ぐらいになると考えておられるか、試算してい

ればお願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 試算の

ほうはしておりません。なお、在宅の費用です

けれども、最初の御質問で在宅で10万円という

ふうな数字を聞かれましたけれども、保険外の

費用が、例えば食事ですとか、在宅、遠方から

遠距離で通っている方の交通費なども全て含ま

れての数字なのかなとお聞きしたところです。

市長からの答弁にもありましたように、限度額

を超えた部分は戻るという制度がございますの

で、そちらのほうで対応するべきものと考えて

おります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 高齢者がふえて、この

地域でどうやって生きていくかということが高

齢者にとって深刻な考えておられる気持ちだと

思います。それらを在宅で支えると、年金が少

ないなりになっても在宅の利用で補助があると

いうことになれば、温かい市として、じゃあこ

こにいて頑張ろうという気持ちになるわけです。

でなければ、息子たち、娘たちがおられればそ

ちらの近くに行ってみたいに市民が出ていく理

由にもなってしまうわけです。そういう意味で

は、新庄市で頑張って生き続けていただきたい、

高齢者の基本的人権を守る、そういう立場に立

って私は船橋市のようなあり方を考えていくの

が市民に優しい市だと思います。その立場で考
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えていただくよう要望にしたいと思います。 

  次に、災害対策についてですが、広島県の庄

原市では激甚災害指定に漏れた40万円以下の農

地及び農林施設の被害に対して、補助をかさ上

げし、庄原市によると、３万円以上の被害から

40万円未満は75％、４分の３ですね、４分の３

を補助します。上限30万円ということです。き

のうの山科議員の質問もほかの質問もよかった

と思いますが、やはり共通している思いとして

は、農家の営農意欲を下げないような支援策、

私は補助率の引き上げだと思いますが、その点

について農林課長はどうお考えかお聞きします。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 新庄市の場合ですけれども、

農地の補修については、市の単独事業及び県の

単独事業を合わせまして、農家の方が使いやす

いようなという形で２分の１というふうなとこ

ろで考えてございます。管内の最上地域の動向

ですけれども、現在検討中というふうな回答の

ところが多いんですけれども、おおむね２分の

１というふうなところで進んでいるのかなとい

うふうに思います。 

  ただ、ほかのところは県の事業の範囲内での

２分の１というふうなところで、きのうも申し

上げましたけれども、例えば農家の方は重機を

運転できる方がたくさんおられますけれども、

そういった方が重機を借り上げて、その借り上

げ料をその事業に生かすというふうなところに

ついては、県のほうで今のところですけれども、

補助対象になっていないというふうなところが

ございます。また、今年度限りというふうなの

が県の考えでございまして、ただ実際のところ

雪も積もりますし、いろいろな条件のもとで来

年度したいという方もいらっしゃいます。そう

いったところで来年度も引き続きやりたいなと

いうふうには考えているところでございます。 

  農家の方、８月５日の災害以来、いろいろな

御相談受けてございます。保全会の皆様への説

明会でありますとか、あるいは今回の災害の復

旧事業についての説明会、そして現在もやって

ございますけれども、別室で個々の個別の相談

会をやってございますので、親身になって個別

の相談に応じられるような体制でやっていきた

いというふうに考えてございます。説明会の中

でなるべく２分の１とか、75％という話もあり

ましたけれども、農家にとってはどれだけ安く

目的を果たせられるような事業効果を生むかと

いうふうなところが大事かと思いますので、そ

こら辺のところ改良区でも相談に乗るというふ

うな話ですので、そういったところを中心とし

て親身に相談に乗っていきたいなというふうに

考えているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 本当に連日たくさんの

相談を受け、時間外も使って本当にお疲れだし、

頑張っているということはよく伝わってまいり

ます。しかし、農家は、きのうの山科議員も同

じ気持ちで言ってくださっておりましたけれど

も、零細だったり赤字だったりしながら何とか

続けているわけです。そういう農家に対して、

私は基本的には全額、災害の場合、なりわいが

回復するようにしてやるべきだと思うんです。

そういう立場に私は立って、補助拡大できない

か、市長としてももう一度、財政なども、財源

もあると思いますので、農家の立場に立って続

けていただくという立場で、全額応援するとい

う答えは出していただけないのか、もう一回お

聞きしたいと想います。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 災害があってから、庁内の中

でいろいろと議論してまいりましたけれども、

今後の総合的な行財政運営というふうなところ

と、大きな災害ですので、今までの一般的な土
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地改良事業、市の単独の事業の場合は３割です

けれども、それに上乗せするような形で今回の

制度改正をやってきたというふうなところでご

ざいますので、御理解を賜りたいというふうに

考えているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 次にですが、避難勧告

をされても、障害者、高齢者、乳幼児を抱えた

方が自力で避難できない、こういう方に対して

福祉避難所というのがあります。これは介護施

設にお願いしているというふうに答えがありま

したけれども、介護施設のほうは先ほどの介護

保険の施設などの話の中でわかるように、もう

いっぱい、人材も不足して、いっぱいいっぱい

でやっておりまして、そこに新たな介護が必要

とされるかもしれないような方が避難できるか

といったら、対応できない。そういう意味では、

介護施設は限界だろうと思いますし、最大限そ

れでも入れてもらうことにならざるを得ないと

は思いますが、そういう意味で別に福祉避難所

の設置ということも必要なのではないかと考え

ます。 

  例えば、市民プラザにオストメイト対応トイ

レがあります。それも含めてシャワールームな

ども設置して、福祉避難所というふうにできる

ように考えるべきでないかと思いますが、どう

ですか。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 介護施設以外の場所を福祉避

難所にできないかというようなことでございま

す。今お話がありましたとおり、オストメイト

対応トイレ、それからシャワールームなどに関

しましては、専門的な知識もある方が必要にな

るというふうに考えております。市内の６つの

介護事業所と協定を結んで、災害発生時には福

祉避難所ということで対応していただくという

ようなことで協定結んでおりますので、そちら

のほうで対応したいと考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりました。 

  次に、地域版ハザードマップづくりのための

支援をするという大変いいお答えをいただきま

した。さらに、ブロック塀の総点検と安全対策、

そしてその撤去費用補助などは、これは必要だ

と思うんですが、安全点検とその後の対策、こ

れについてどう考えているか、お願いします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 ブロック塀の改修、取り

壊し等につきましては、最近県のほうから情報

が入りまして、補助で支援するというふうな目

地ができたという情報が入っていますが、ちょ

っと詳細今手元にないものですから、御説明で

きないんですが、何らかの形で支援されるとい

うふうに思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） これは、国の補助が２

分の１というふうな話も出ております。さらに、

大阪の堺市では通学路に面する危険なブロック

塀の撤去とその後の設置に補助を工事費の３分

の２以内で行うというふうに出してきておりま

す。この間、これで子供が亡くなった事故もあ

ってのことで対応しなきゃいけないというふう

になってきているわけです。それで、それに国

の補助があればさらに市の負担が少なくて済む

なということで、できるだけ市の負担が少なく、

安全対策できるようにすべきと思いますので、

もう一度お願いします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 おっしゃるとおり、補助

を活用しながら、そういうふうな対策に努めて
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まいりたいというふうに思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） よろしくお願いします。 

  次に、子供のことについてですが、企業型保

育というのが最近奨励され、市内でもできてお

りますが、保育従事者の２分の１が保育士であ

ればよいという基準で、これは内容が低いもの

になってしまいます。認可保育園並みの多額の

助成が受けられることからふえています。しか

し、市の委託を受けた公益財団法人児童育成協

会が2017年に立入調査をしました。そうしたら、

７割もの施設が保育士の人数や保育計画などの

基準を満たしていないことが明らかとなりまし

た。待機児童解消は、子供の安全と発達を守り、

保護者が安心して預けられ、親としても育つこ

とのできる保育環境の整備と一体に進めるべき

です。そのために、市として自治体の待機児童

対策として、認可保育園増設を正面に据えるこ

とが大切と思いますが、いかがでしょうか。 

滝口英憲子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

滝口英憲。 

小野周一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長滝

口英憲君。 

滝口英憲子育て推進課長兼福祉事務所長 認可保

育所の増設というふうな内容の御質問かと思い

ます。市のほうでは、公立２所ということで保

育所を持っておりますけれども、そのほかに民

間立の保育所ということで６所あります。現在、

小規模保育所ということで、それから認可外と

いうことで子供さんを受け入れている施設につ

きましては、認可化の方向でということで動い

ております。 

  先ほど市長の答弁にもございましたように、

認可化が進みまして来年度には認可外保育所が

１所になるというふうな状況もございます。そ

ういった中で、当然ふやすというふうなことも

ありますけれども、保育の需要、どれぐらいの

お子さんが利用していくかというふうなところ

も含めて、慎重に判断していかなければならな

いものであるというふうに考えております。以

上でございます。 

小野周一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５２分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

叶内恵子議員の質問 

 

 

小野周一議長 次に、叶内恵子君。 

   （２番叶内恵子議員登壇） 

２ 番（叶内恵子議員） まずは、発言通告書の

要旨について、ユネスコ創造都市ネットワーク

と記載した部分に誤りがございました。正しく

は、創造都市ネットワーク日本であり、創造都

市ネットワークです。訂正をお願いいたします。 

  それでは、ことしの新庄まつりは24日、25日

の山車運行時に、また26日は終日あいにくの雨

でしたが、雨の中においても20町内の山車が元

気に市中を練り歩き、新庄まつりの３日間が無

事終了しました。 

  ことしは、沖の町の山車の運行への参加だけ

でなく、初めて製作にも参加させてもらうこと

ができました。実際に参加することで、材料の

一つ一つを無駄にすることなく、小さくなった

金紙をも来年のために保管しているということ、

細かい装飾や模様の何もかもが手づくりである

ことに驚きました。20町内において、山車をつ

くる専門家がいるわけではなく、ふだんはほか

の仕事をしている素人の町の人たちが新庄まつ
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りの華である、毎年１つとして同じものがない

からこそ見応えのある山車を、みんなが協同一

致して精魂込めてつくり上げているのを見てい

ると、市民のＤＮＡはすごいなと実感しました。

山車製作の現場で若連の皆さんの声や対話を通

して気づいたことなど、私なりの視点で通告に

従い質問させていただきます。 

  一時期、地方消滅という言葉がはやりました。

2015年５月に日本創成会議が公表した消滅自治

体リストは、新庄市に住む私たちに衝撃を与え

るものでした。地方消滅の論理では、日本の人

口は減少する、減少するのは地方だ、それは地

方から東京に人が移動するからだという話にな

っていました。この論理に基づくさまざまな学

術調査の事例を見てみると、日本の人口は減少

するということについては、1925年から2045年

までの国勢調査の結果と、国立社会保障・人口

問題研究所の人口推計をもとにした日本総人口

の推移を見ると、日本全体の人口が減少すると

いうことは間違いがなさそうです。 

  次に、地方の人口減少については、都道府県

別に見ると、30年前の1980年代に人口減少が始

まっている県が16もあります。以下1990年代に

始まった県が８つ、2000年代に始まった県が14、

2010年代以降が２つ、そのほか2014年時点で人

口が増加しているのは７つとなっています。つ

まり、都道府県別に見ると人口減少は既に20年、

30年前から生じている問題で、これを市町村別

に見ると、東京圏や県庁所在地などの中心都市

を除いて大多数の市町村もまた20年から30年以

上人口が減少し続けているということがわかり

ました。 

  地方における人口減少は、きょうやきのう始

まったことではないということがわかりました。

このことが何を意味するのかというと、それは

地方の人口が減少しても日本全体の人口が増加

する場合があるということでした。つまり、日

本全体の人口減少という問題を解決する方策と、

地方の人口減少問題への対応とは別次元の話だ

ということがわかりました。 

  次に、地方から３大都市圏への転入超過数の

推移を見てみると、名古屋圏や大阪圏の転入超

過数は1970年代からプラス・マイナス・ゼロの

ところを前後していました。つまり、転入、転

出という観点から見ると、ほとんど動きがない

ことがわかりました。しかし、東京圏は依然と

してやはり転出より転入が多いのが現実でした。

ですが、日本の人口の増減と、東京圏への転入

超過数が同じように変化しているのかというと、

全く関係がなく、日本全体の人口減少という問

題と、人口が東京圏に集まるということは別な

話だということがわかりました。東京圏への転

入超過数が一番多かったのは、60年代でした。

70年代にそれががくっと落ちてからは、上がっ

たり下がったりを繰り返しています。 

  地方消滅の話を聞くと、ひたすら地方から東

京に人口が流出しているから、地方は消滅し、

日本中の人口減少が起きているというイメージ

を与えられた感があったのですが、そんなこと

は起こっていないということがわかりました。

このように、日本全体、地方、東京圏の人口推

計の分析結果を見たとき、地方の人口減少は地

方で解決すべき問題なのだろうと思いました。 

  では、新庄市はどういう方向に進めば持続可

能な社会を実現することができるのだろうか。

そのようなことを考えながら、私は７月下旬に

東日本大震災後の10年を見据えてという公開シ

ンポジウムに参加してみました。このシンポジ

ウムを通して、私の考えに明滅したのは、新庄

市の人口減少数が大震災から７年の…… 

小野周一議長 叶内恵子君に申し上げます。ただ

いまの発言は質問の通告の範囲を超えています

ので、注意をお願いします。 

２ 番（叶内恵子議員） はい、議長、範囲を超

えているとは思っていないのですが。 

小野周一議長 改めて申し上げます。質問の通告
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の範囲を超えていますので、注意して発言して

ください。 

２ 番（叶内恵子議員） そうしましたら、質問

に、第４次新庄市振興計画後期５カ年計画の中

に、基本目標３、政策２、施策３の施策展開

102、伝統文化の継承とふるさと意識の醸成の

ために、文化財の保護と活用を図るとあります。

これはどのような方法で行っているのか、具体

的な取り組みとその成果及び課題を伺います。 

  また、目標指標ふるさと歴史センターの来場

者数が目標値を達成することによって、施策展

開１の伝統文化の継承とふるさと意識の醸成に

どのような成果をもたらすことになるのかを伺

います。 

  次に、新庄まつり百年の大計の第３期計画に

おいて、この計画に挙げた各種施策を着実に実

行していくことが格式ある伝統行事として100

年後も途絶えることなく継続と発展を重ねるた

めに必要であるとしています。６つの計画事項

の中で最重要課題として取り組んでいる事項を

伺います。また、取り組みによる成果とさらに

検討すべき課題を伺います。 

  次に、平成29年６月16日、加計学園をめぐる

与野党の対立の陰に隠れて、ほとんど注目され

なかったのですが、文化芸術基本法が平成29年

６月23日に制定されました。平成13年に文化芸

術振興基本法が超党派の議員立法で成立し、平

成29年６月23日に16年ぶりに改正され、振興の

文字を削って、ずばり文化芸術基本法としてそ

のスタートを切りました。 

  文化芸術基本法の特徴を見れば、国重要無形

民俗文化財に指定され、ユネスコ無形文化遺産

に登録されている新庄まつりを誇る新庄市こそ

が、そのときを待っていたかのごとく率先して

文化芸術基本法を基礎にした取り組みを行うこ

とが必要ではないかと思っています。文化芸術

基本法の改正に伴う新庄市の取り組みを伺いま

す。 

  本年２月８日に新庄市は創造都市ネットワー

ク日本への参加が承認されました。この参加承

認は大きな意義を持つものであると考えますが、

創造都市ネットワークの加盟都市としての取り

組みはどのようになっているのか、伺います。 

  以上、４点について質問いたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、叶内市議の質問にお答

えさせていただく前に、先ほど佐藤悦子議員へ

の答弁のときに、佐藤義一議員というふうな発

言をしたというようなことの指摘がございまし

たので、訂正しておわび申し上げたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

  それでは、叶内議員の質問にお答えしますが、

新庄まつりと伝統芸能を含む芸術、文化、歴史

の継承について、及び新庄まつりと伝統芸能を

含む芸術、文化、歴史の継承について、文化芸

術基本法等については教育長より答弁させます

ので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、新庄まつり百年の大計第３期計画

の御質問について、初めにお答えさせていただ

きます。 

  御承知のとおり、新庄まつり百年の大計第３

期計画では、３つの基本目標の実現のため各基

本施策を６項目に分類して配置しております。

分類された６項目全てが重要課題と認識してお

りますが、その中でも後継者の育成、具体的に

はみこし、山車、囃子などの新庄まつりに実際

に携わる担い手不足の解消が最重要課題だと考

えております。実際に他地域から山車製作の体

験受け入れなどを行うなど、祭り行事を実践す

る各団体においても、担い手不足の解消に向け

た取り組みを行っておりますが、担い手不足の

解消には至っていないのが現状であります。今

後も各団体との担い手不足の解消に向けた支援

に努めてまいります。 
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  また、この第３期計画中、主催及び運営組織

体制については、権限と責務の所在の明確化と

実践的な運営組織並びに執行体制を確立するた

め、平成27年度に新庄まつり実行委員会が設立

され、祭り運営に当たっております。また、観

覧客等の対応につきましては、毎年増加する観

覧者への対策を講じておりますが、今年は滞留

防止用フェンスのセットバックによる駅前ロー

タリー付近の観覧スペースの拡大、駅前通りの

車道一部開放による観覧場所の増設を行ってお

ります。さらに、祭り行事については、平成15

年から若連有志により始まった後まつりでの飾

り屋台を新たな祭り行事として取り組み、平成

28年からは若連への財源を確保した上で時間を

延長し、実施しております。 

  このように、第３期計画は着実な成果を上げ

ておりますが、後継者不足などの解決すべき課

題が依然として存在していますので、新庄まつ

り実行委員会を中心とした関係機関、関係団体

との連携協力をさらに密にし、計画の達成に向

けた取り組みを推進してまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、創造都市ネットワーク日本の加盟都市

としての取り組みについての御質問であります

が、創造都市ネットワークは、平成25年１月に

文化庁及び横浜市を初めとする19の自治体、Ｎ

ＰＯ法人都市文化創造機構が主体となって設立

した組織で、創造都市の取り組みを推進する、

または推進しようとする地方自治体など、多様

な主体を支援するとともに、国内及び世界の創

造都市間の連携交流を促進するためのプラット

フォームとして、日本における創造都市の普及、

発展を図ることを目的として設立されたもので

あります。 

  創造都市ネットワーク日本が掲げる創造都市

とは、グローバリゼーションと知識経済情報化

が急速に発展した21世紀初頭にふさわしい都市

のあり方の１つで、文化芸術と産業経済との創

造性に富んだ都市のことであり、参加自治体は

平成30年８月現在で107自治体、その他41の自

治体以外の団体が参加しております。県内では、

山形市、鶴岡市、長井市が参加しており、新庄

市はことし２月に加盟の申請を行い、承認され

ております。 

  市といたしましては、現時点では具体的な取

り組みは行っておりませんが、文化芸術の創造

性を生かした発展や再生の取り組みは、今後の

市政を運営していく上で重要な視点と考えてお

り、山形市が取り組んでいる文化芸術を生かし

た山形らしい魅力づくりや、鶴岡市の食の理想

郷へを将来像とする食文化創造都市推進事業な

どを初め、他自治体のさまざまな取り組みなど

の情報を得ながら、新庄市の特色を生かしてど

のような創造都市の取り組みができるか、その

可能性を探ってまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

小野周一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 叶内議員の質問にお答えします。 

  伝承文化の継承と、ふるさと意識を醸成する

ための方策として、市民の皆様に目に見えてわ

かりやすく感じていただけるものが、文化財の

保護と活用であると考えております。文化財の

保護と活用に関して、市では文化財所有者に対

し、管理または修理に係る経費の一部を補助す

る制度があります。また、平成27年度には名勝

おくのほそ道の風景地本合海、平成29年度には

史跡新庄藩主戸沢家墓所の保存計画を策定して

おります。これは、文化財の中長期的な保存、

管理、整備、活用の基本方針となるものです。

現在、本計画に基づいて戸沢家墓所の修理工事

を順次行っているほか、ことしの４月には名勝

おくのほそ道の風景地本合海協議会を設立し、

今後の活用に向けて環境整備作業を地元と協働

で進めているところです。 

  課題としましては、各文化財で異なると思い



- 88 - 

ますが、共通するものとしては、文化財の管理

者や担い手の高齢化、後継者の育成があると考

えます。地域の先人がつくり上げた歴史や風土

が生み出す文化財は、一度失えば復活させるの

が困難であるため、後世に守り伝えていけるよ

う、市としましても所有者や関連団体と連携協

力しながら方策を検討してまいります。 

  続きまして、目標指標としてのふるさと歴史

センターの来場者についての質問にお答えしま

す。 

  ふるさと歴史センターは、市の歴史、民俗に

関する資料を収蔵展示する市内唯一の施設です。

そこに足を運んでいただき、展示品やそれらの

解説を通して、市の歴史や文化を知り、学ぶこ

とは、ふるさと意識の醸成や伝統文化継承の一

助になるものです。よって、来場者数は一つの

指標と捉えています。ことしの８月には、初め

て子供を対象にした事業、歴史センター祭りを

実施し、子供だけでなく保護者の皆様からも好

評をいただきました。今後ともさまざまな年代

が気軽に郷土の歴史や文化に触れ、郷土愛を育

んでいただけるような事業を実施していきたい

と考えています。 

  次に、文化芸術基本法についてお答えします。 

  平成13年に公布された文化芸術振興基本法は、

文化芸術の振興に関する基本理念を定め、国及

び地方公共団体の責務を明確にするとともに、

文化芸術の振興に関する基本的な方針を定めた

ものであり、これまでこの方針のもとさまざま

な取り組みが進められてきました。 

  このたびの改正により、文化芸術そのものの

振興にとどまらず、観光、まちづくり、国際交

流、福祉、教育、産業等文化芸術に関する幅広

い分野も含めた政策を進めることが可能となり

ました。 

  また、ことし３月に山形県文化基本条例が施

行され、その基本的施策として文化の振興、継

承発展、保存活用、また文化に親しむ環境づく

りや文化を育む人づくりなどが定められており

ます。さらに、文化の活用によって、地域活性

化にもつなげていくという施策も盛り込まれて

おります。 

  現在、本市における芸術文化の振興策につき

ましては、まちづくり総合計画に定められてお

ります。互いに学び、高め合う生涯学習の推進

と豊かな文化芸術の振興の実現を目指し、文化

芸術の鑑賞や創作等にかかわる機会の提供を図

りながら、これまでさまざまな事業を展開して

きたところです。具体的には、市芸術文化協会

との連携、新庄市芸術祭の開催など、広く市民

が参加できる文化活動の場の提供と支援を通し

て芸術文化の向上を目指しております。 

  また、感性豊かな人材育成に努めるため、小

中学校演劇・音楽鑑賞教室など、すぐれた芸術

文化活動の鑑賞機会を提供したり、音楽演劇創

作などの幅広い表現活動、体験活動を行う子供

芸術学校の実施により、子供たちが文化芸術の

活動に参加できる場を提供するなどの事業を展

開しております。 

  今後におきましても、まちづくり総合計画の

実現に向けて進んでいくとともに、国や県と連

携を図り、本市の文化芸術を通した地域の活性

化も視野に入れながら、文化芸術の振興を図っ

てまいりたいと考えております。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 新庄市の取り組みを伺

いまして、総じて担い手の不足であったり、担

い手の不足が深刻、継承、先の先に向けた継承

が深刻なのではないのかなと思いました。 

  文化芸術基本法が制定されて、またこの４月

に文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改正する法律の改正と

いうことで、より一層文化財の、有形無形文化

財の活用をしながら、保護をしながら、活用し

ていけるという法律がまた改正されております。 
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  その中で大きく変わったところが、公共団体

の長が文化財保護を担当する場合、当該地方公

共団体においてこれまでは教育委員会の所轄で

あったところに対して、長のほうが新たにその

文化財を活用できる部署であったり、審議会で

あったりということを設立できるように変わっ

ていったというふうに自分は理解しているんで

すが、例えば鶴岡市にお邪魔させていただいた

り、兵庫県の篠山市にお邪魔させていただいた

りしますと、やはり特徴というかまちのありよ

うが、新庄市も芸術であったり文化であったり、

歴史、伝統というものを中心にしたまちづくり

というのが非常に有効的であるのではないかと

思いまして、その中で専門の部署というのが１

つは必要なんじゃないかなと思ったんですが、

いかかでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

小野周一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 専門的な部署ということ

でございますけれども、とりあえず今の段階で

は社会教育課が文化財や芸術を担当させていた

だいているところでございますけれども、社会

教育課といたしましても、これまでも先ほど教

育長答弁したような施策のもと、事業を推進し

ているところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 専門的な部署といいま

すと、地域の経済動線、経済効果を生み出して

いくために、文化財であったりそういったもの

も活用できる、各役所の中の部署を横断的に横

串を刺して１つに戦略的に行っていける部署な

んですね。例えば篠山市の場合であると、ちょ

っと済みません、創造都市推進課のようなもの

であったり、文化行政をより一層地域の経済循

環に活用できる部署というのが、そろそろ必要

なのではないかなと、蚕糸試験場の活用を見た

りもすると思うんですが、そういった考えとい

うのはいかがなものでしょうか。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

小野周一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 芸術文化を含めまして、産業

の振興も含めた形で市全体でどう進めるかとい

う部分の議論も含めて、今後検討していく必要

があるかなというふうに感じております。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 創造都市ネットワーク

の参加であっても、答弁にはもういただいてい

て、今後検討していきたいという、具体的に新

庄市を考えながら検討していくということであ

ったと思いますので、ぜひ進めていっていただ

けたらと思っております。 

  以上で質問を終わります。ありがとうござい

ます。 

小野周一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時２９分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

清水清秋議員の質問 

 

 

小野周一議長 次に、清水清秋君。 

   （８番清水清秋議員登壇） 

８ 番（清水清秋議員） 本議会一般質問、最終

質問者となりました清水でございます。絆の会

を代表してさせていただきます。 

  その前に、きのうも山科議員、そしてまた小

嶋議員、きょうは佐藤悦子議員ですか、災害に

関しての質問がありました。私で４人目になり
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ます。そうした中で、一言お礼を言わせていた

だきたいと思います。 

  これは、８月５日の豪雨に対して、新庄市消

防団全分団の皆様から本合海の水害、排水に対

して格段の御努力をいただきましたことに、私

からも感謝を申し上げさせていただきたいと思

います。そのために最小限の水害の被害で済ん

だのかなと思っております。そうしたことで環

境課長、対策本部長、本当に水害に対してあり

がとうございました。 

  そうした意味の中で、きのうは各議員も、職

員がこの豪雨に対して、職員が非常に対応に出

て、頑張っていただいたということで、非常に

評価がよかったかなということで、私からはき

ょうはやりづらい質問になるかと思いますが、

ひとつその辺もお願いしたいと思います。 

  そうしたことで、通告しておいた順に質問さ

せていただきますが、まずこのたびの豪雨、８

月５日の記録的な雨がもたらした被害の対応、

それらに対する対応、対策についてまずお伺い

をしたいと思います。 

  本当にこれまでにない記録、300ミリ近い雨、

新庄市は260何ミリという雨が降ったわけであ

ります。それらに対して、各地域でそれ相当の

被害が出ております。我々産業厚生常任委員の

皆さん、被害を受けた現場を視察をしたところ

でもあります。また、市には市民からいろいろ

と被害の状況が寄せられたと思っております。 

  それに対して、本当に役所が、職員が、適切

にといったらこれは記録的な災害、雨でありま

すから、適切にという言葉は余りなじまないか

もしれませんが、それなりに市民に対して応対、

対応がなされたのか。それらについてもお聞か

せいただきたい。 

  特に対策本部を設置した経緯があり、これら

対策本部、我々雪国、豪雪対策本部とか携わっ

てきたわけでありますが、この豪雨災害の対策

本部、これらは市民に本当にきちっと周知され

たのか、この辺もお聞かせいただきたい。 

  また、いろんな角度から各議員も被害状況も、

昨日も各部署から報告されたわけですが、その

内容は私も把握しておりますし、また産業厚生

常任委員会の中で協議会等も開いて、いろいろ

報告を受けていますので、被害の状況は私も把

握しておりますので、それらはさておいても、

本当に市民が困ったという状況を確認して職員

がこの対応をきちっとされたのか、また今後こ

の災害の教訓というものをどういうふうに受け

とめられたのか。環境課、都市整備課、農林課

にお聞きするものであります。よろしくお願い

いたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、清水市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  ８月５日から６日の豪雨災害の対応につきま

しては、大雨洪水警報、土砂災害警戒情報を受

け、５日21時40分に災害対策本部を設置し、対

応に当たりました。22時15分に市内全域に避難

勧告を発令し、市内各所に避難所を８カ所開設

し、防災行政無線、エリアメール、広報車によ

り避難を呼びかけました。 

  なお、災害対策本部の設置につきましては、

Ｌアラートを通じ、マスコミへお知らせし、ま

た８月31日の豪雨では、公式ホームページにも

掲載したところであります。 

  市民からの被害の状況や連絡があったものに

ついては、緊急的なものとして浸水箇所への土

のう設置、冠水道路の通行規制、危険地区への

避難指示と避難誘導など、市民の安全確保に当

たらせていただきました。 

  本合海の内水排水設備については、排水能力

が追いつかず、国土交通省と最上広域市町村圏

事務組合の排水ポンプ車を手配し、さらに市消

防団に依頼し、小型動力ポンプにより交代制で



- 91 - 

排水作業を行い、浸水被害を最小限に食いとめ

たと考えているところであります。 

  防災行政無線は、雨音により聞こえなかった、

エリアメールが頻繁に出されてうるさい、テレ

ビのデータ放送の見方がわからなかったなどの

意見が寄せられており、市民へのより早く、よ

り確実な情報伝達手段を整備してまいりたいと

考えております。 

  ８月５日から６日の豪雨災害による市道への

土砂流出の対応につきましては、歩行者及び車

両交通の安全確保のため、早期の撤去に努めて

まいりました。箇所としては、市道上西山下西

山線など９路線で発生し、うち３路線について

は直営での対応とし、発生日において撤去を実

施しております。その他６線については、建設

会社に御協力をいただき、８月10日までおおむ

ね撤去を完了しております。 

  農地農道等の復旧につきましては、国の災害

復旧事業に該当する22カ所について、国の査定

に必要な設計に取りかかっているところであり

ます。補助率は、農地50％、農道、水路等の施

設65％です。また、国の復旧事業に該当しない、

または希望しない箇所については、市と県でそ

れぞれ対応事業を創設しますので、使い分けを

しながら対応してまいります。 

  補助率については、県事業は県３分の１、市

６分の１、市事業は市２分の１と考えておりま

す。復旧工事が必要な農家を対象に、９月５日

に説明会を実施いたしました。今後個別の相談

会を実施し、細やかな対応を行いながら、復旧

を進めてまいりたいと考えております。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 今市長のほうから適切

な対応が図られたという話を聞きまして、それ

相応に対処されたのかなと。しかしながら、市

民の受け取るものとして、市に被害状況を連絡

した際に、非常に応対の切れの悪さ、逆に市民

が対応された職員と話をして受け取った内容が、

非常に受け取りがたい対応をされたということ

が、何回か私のところに来ております。そのた

びに私も担当部署のほうに足を運んできました。

例を出して言えば、限りもなくなるようなもの

でございますが、例も出さないでしゃべっても

伝わらないかと思いますので、１つ例を出して

いきます。 

  被害を受けた場所を市に、部署のほうへ連絡

をとった際、これはこういうわけで土砂が公道

に、市道に流れてきた。地域の住民は、それを

片づけたと。そして、片づけた土砂を道路の脇

に置いてあると。道路半分は車が通れない状況

だと。それが何カ所か土砂が積み上げられてい

る。こういう情報を入れた際に、普通だったら

何らかの形で早急に対応するのが当然だ。それ

がですよ、今忙しいからいつになるかわからな

い。こんな対応あり得ないでしょう。そんなこ

となかったのか、あったのか、お聞かせくださ

い。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 今の件につきましては、

産業厚生常任委員会のときに、議員のほうから

の御指摘を受けた案件かと思います。私もその

後課の職員に対して、そういうふうなことの対

応をしたのかどうかという確認をしたんですが、

都市整備課のほうでは確認することはできませ

んでした。しかしながら、道路の災害に関して

あちこちから電話が来ている最中でのことであ

りましたので、もしかしたら言葉のやりとりの

中で市民の皆さんに御不便といいますか、御迷

惑をおかけするような発言があったのかもしれ

ないと思います。その辺につきましては、おわ

びしたいというふうに思います。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 
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８ 番（清水清秋議員） 今都市整備課長から答

弁をいただきましたが、これは都市整備課だけ

のものじゃないなと私は受けとめております。

そうした対応をされた場合ですよ、じゃあ災害、

被害を受けたところの情報把握はどうやってい

るか聞いたことある。そうしたら、被害が起き

たところから電話連絡をもらったものはわかり

ます、そういうふうな部署からの話をされたわ

けです。これじゃあ本当に被害が起きたところ、

新庄市各地、きちっとした詳細の把握はできる

のかなと私は思ったわけですよ。被害は市民の

受けた人がよこすのが当然だと思っている職員、

そんなんじゃないでしょうと。これだけの豪雨、

ゲリラ豪雨が降って各所で被害が大小にかかわ

らず起きたんですよ。課長、六百何十カ所も被

害を受けている。これらを各被害を受けたとこ

ろが連絡を入れてよこすのが当たり前みたいな

捉え方じゃだめなの。各地域に、いいですか、

農林関係で言えば土地改良の総代とか協力員、

農業委員、いろんな方々がそうやって地域のこ

とを行政面に関しているわけですよ。結果的に

は、いろんな説明会を開いたということで農林

課長も報告されております。やはりいち早く災

害の情報を知るものこそ、行政の仕事なの。そ

う思いませんか。 

  それから、被害状況、被害の大きさ、どうい

う箇所が被害を受けたか、詳細にわかってくる。

それが被害受けたから連絡もらったものはわか

ります、連絡もらったらそういうのは対応して

いる。そういう行政サイドの物事では、災害に

対して本当に真から意識を持って対応している

のか、私は危ぶむわけです。 

  市長、その前に聞きたかったんだけれども、

市長はこの災害に対してどこら辺を視察しまし

たか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 今の清水議員のほうからいろんな

提案、お話しをいただいたわけですが、現場の

ほうが混乱していたというのも１つはございま

す。さらには、情報収集が一番だというふうな

ことで、関係団体に周知し、情報をもらうと、

そういうふうなことを情報を得る手段として行

ったところでございます。 

  私が８月５日に、まず午後２時に市内の河川

を全て回らせていただきました。その後、２時

から短期間、短時間大量な情報が入ったという

ことで、市役所で待機したと。午後７時に９時

以降の天候がほぼおさまるというふうな状況で

したので、一時家のほうに待機したということ

であります。さらには、午後９時過ぎに大変な

集中豪雨ということで、市のほうにすぐかけつ

けまして、その後対応を指示したところであり

ます。 

  今回については、夜が深くなるということで、

避難所の開設を指示し、順により開設を次々と

行ったところであります。朝方大分落ちついた

ということで、指首野川周辺、それから鍛冶町、

それから川原町、その辺の河川の状況について

視察し、市役所に戻ってきたところであります。

その後、対策本部の中で情報収集に当たるよう

にと指示したところであります。そのほうの情

報で、それ以上に視察をしたかと言われると、

５日、６日には行っておりません。そこで受け

られた六百十何カ所の報告を受け、早急に国の

対策と県、市の対策とに分けるように関係機関

に周知をし、そして設計をやらないと国の制度

が落ちてこないということで、設計部門につい

て早急に対応をお願いしたところであります。 

  また、８月30、31日につきましては、今度は

逆に夜中に大雨であるということで、３時半に

役所に登庁し、さらなる指示をし、しかし開設

はするけれども、避難勧告はやるなと、大雨で

足元がぬかっているときに、慌てて寝ぼけた状

態で外へ出るということは大変危険であるとい

うことで、もう２時間ほどで朝が来るというこ
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とで、そこまで待機しなさいということの指示

を行ったところであります。 

  31日、そうした状況の中で翌日になりますけ

れども、１日、ちょっと上京をしなくちゃいけ

ない緊急のあったものですから、１日の土曜日

の日、午前中、山屋方面、それから山屋から萩

野地区、小以良川ダムの関連の道路、河川、そ

れから中の土砂崩れ、それから山屋の後ろの土

砂崩れ、それから土内方面、行ってまいりまし

た。それから、泉田川関連、それから当日また

午後から別の用事が入りましたので、月曜日の

朝、芦沢方面、それから升形方面、休場は行っ

ておりませんけれども、そういうような形で全

域を見たところであります。いろんなところで

ブルーシートで非常にのり面を押さえていると

ころが大変多いということと、一番はやっぱり

農大のおりたところから、行ったところの河川

の堤防が破れて、数百メートルにわたり相当な

数の土砂が流れ込んだということで、これは相

当な流量が出たなということを思っております。 

  また、本合海小学校への流入があったという

ことですが、若干の土砂崩れであるというふう

に確認させていただきました。それから、宮野

橋のところの新田川のところの護岸、相当剝が

れているというところも確認させていただき、

そして前波のほうを回って、その日午後からま

た出かけなくちゃいけなかったので帰ってきた

と。そういうふうな状況で市内の状況を調べた、

以上であります。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 今市長には大変、各箇

所を視察していただいたということがわかりま

した。私からはこれまで農林課長、何かいろい

ろ各議員の質問に答えてもらったところであり

ますが、１つ疑問に残っているところをお聞か

せいただきたいと思います。 

  １つは、今回の被害のほとんどが農地関係、

７割方が小規模被害だというふうな報道もされ

ているわけです。新庄市もそんな状況ですか。 

  そして、この農地関係の場合は、これに対応

する対策費、各地域で町内で組織をつくってい

る水環境保全会、これらに国からお金ももらっ

て、活動というか農地の保全、管理、維持なん

かもやっているわけでありますが、今回これら

の保全会の活動費、事業費、災害に向けてもよ

いということが示されたと、今課長が言ってい

る。ただ、この環境保全会というのは、じゃあ

どこのどういう面に対して、環境保全会の活動

費、事業費が施されるのが適切なのか、課長、

わかったら教えてください。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 昔、農地水というふうなこと

で、今、多面的機能の直接支払制度の中での保

全会というふうなことで、新庄に35カ所ありま

すけれども、このメーンとなるのが、いわゆる

共同で使う水路でありますとか、農道の維持管

理、それから花苗なんか植えたりして環境美化

というふうなところもございますけれども、メ

ーンとしてはやはり農業用施設の維持管理とい

うところが中心となってきていると思います。

当然、災害向けのお金ではないというふうなこ

となんですけれども、壊れたところの補修とい

うふうな観点は一致しますので、今回の災害に

向けて活用できるというふうな判断に至ったと

ころでございます。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 災害に向けて使われる

というのは、大きくても小さくても可能だよと

いうことなんです。ただですね、ただ、いいで

すか、水環境保全会を設置して組織活動してい

る地域、町内の中に今言った水路とか排水路と

か、農道とかある中で、今言った水路、排水路、

農道というのは公共性を有しているんですよ、
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公共性。わかる。小規模で畦畔とかのり面が崩

れた、そういう対策こそ環境保全という物事の

事業費を充てて当然だと。農道とか、排水路、

用水路、排水路は、あらゆるこの新庄市の一連

の農地の排水路というのは、生活排水も皆入っ

ていくんですよ。こういうものをやはり土地改

良組合、土地改良区あるわけですよ。これは全

部土地改良区の施設なんです。いいですか、そ

こなのよ。田んぼの畦畔というのは個人の、農

道とか排水路、土地改良施設なんだ。その辺。 

  だから、保全会は各町内に設置されているの。

この辺、わかっていて保全会、保全会という説

明あったんだけれども、どうなんですか。どう

いうふうに思います、こういうふうな農道とか

破損というか、これ土地改良区の施設のものな

の。ましてや清水揚水機場があれだけの被害を

受けたわけです。あれを国の事業で１割負担で

やる方向で今あるわけなの。ああいうの皆土地

改良施設なの。その辺どう考えていますか。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 保全会のエリアというのは、

農振の用地、区域の中のその地域の中のところ

というふうなことで指定するわけでございます

けれども、それは改良区内であっても外であっ

ても構わないというふうなところで、当然改良

区施設の中で活動するというふうなところも認

められているところでございます。 

  改良区は改良区で各地域、工区におきまして

維持管理委員会、新庄土地改良区であれば維持

管理委員会ということで10アール当たり300円

の経費をいただきながらやっているところあり

ますけれども、取水口であったり、普通保全会

で活動する部分と、ちょっと分けて考えている

のかなというふうなところで理解しているとこ

ろでございます。改良区の施設でありますけれ

ども、保全会の中で改良区内の整備を行うとい

うことも可能だというふうなことで理解してい

ただきたいと思います。 

  あと、清水揚水機場ですけれども、この揚水

機場につきましては、いわゆる所有者が国にな

ってございます。その意味もありまして、国の

事業でやるというふうなところで、分けて考え

られているというふうなところでございます。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 維持管理は委託されて

いるのよ、だから農道だって、排水路だって土

地改良区の施設だと言っているの。これは町内

に委託されていないの。農道とか、どこまでが

じゃあ私のところの宮野区域の農道だとか、ど

こまでの排水路が宮野区域だとかと、色分けさ

れていないんです。幹線農道だって同じだ、色

分けなんかされていないのよ。そういう状況の

中で保全会というのは各町内で設置されている

のよ。いいですか。そういうところは当然市、

県、国でやらなきゃだめなのよ。水環境保全会

の事業費を充ててもいいんだと、そういう捉え

方じゃだめなの。宮野の農道、本合海の農道、

泉田の農道とどこにも色分けされていないの。

そういうことを考えたことないですか。 

  だから、こういう公共性を要するものは、当

然国、県、行政サイドで携わるのが当然。その

辺きちっと、今言った農道とか補修かかるとな

れば、土地改良区と十分話し合ってもらいたい。

いいですか。こればかり余り言うと時間もなく

なるから、また。 

  あと環境課、排水ピットの件だ。これは非常

にそれなりに機能も発揮してもらって、本合海

の場合は床下浸水が１軒だけ。ただ、この排水

ピット、初動からの稼働がつまずいたことは事

実なの。そういうふうな状況が起きないように、

常日ごろの管理というのは大事なわけです。そ

ういうことなかったら、新庄市消防団あれだけ

出動動員をかけなくても済んだのかなと思うと

ころもあるわけですよ。幾ら記録つけられても



- 95 - 

最初からあの施設が稼働して、機能きちっとや

っていれば、あそこに排水機を６基取りつける

ことできるんですよ、水中ポンプ。あれを使っ

てやれば、国交省の移動排水ポンプ、また広域

で設備している移動排水ポンプは、そうは稼働

しなくても、できたんじゃないかなと私は思っ

ております。機能を発揮しないからああいう状

況が起きた、消防団を動員しなきゃならない。

まして話を聞くと、水中ポンプのホースを固定

したものが切れて、ホースが離れて揚げる状況

ではなかったと。そういう状況が起きている。

ひとつ、そういうことにならないように、人の

ことを言うことないんだけれども、戸沢村の蔵

岡、二度もひどい目に遭っている。あれだって

やっぱりちゃんとした対応対策をとっていれば、

あんなことにならなくてもいいんじゃないか。

排水ピットの水中ポンプ、固定したバンドとか、

いろんなものを今後どういうふうに考えている

かちょっとお聞かせください。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 今議員がおっしゃいますよう

に、本合海の排水ピットには、排水ポンプ２台

設置してございます。今話ありましたとおり、

取りつけ部分、ホースの取りつけ部分が弱いと

いいますか、ホースが折れていたりすると、ち

ょっと取りつけ部分が外れて、機能が十分に発

揮できないと、１台は稼働しているが、２台目

は半分ぐらいしか動いていないというような状

況もありました。 

  今回につきましては、国土交通省の排水ポン

プ車、それから最上広域の排水ポンプ車、それ

から今お話しありましたとおり、消防団の小型

動力ポンプによる排水によりまして、最小限の

被害で済んだというようなところでございます。

今言いましたとおり、きちんと性能が発揮でき

ないというような反省を踏まえまして、このた

びの９月の議会の補正予算に、水中ポンプから

排水口、口までの直結するような形で工事の補

正を上げております。それをすることによって、

常に２台とも万全な機能が発揮できるというよ

うなふうに考えております。どうぞよろしくお

願いします。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） わかりました。もう少

しあるんだけれども、次の質問も残っているわ

けで。これだけで時間を費やすわけにいかない

ので、これは決算の何かでまた質問します。 

  ２番目の質問事項に入りたいと思います。２

番目は政策提言についてお聞きしたい。議会は

これまで、平成30年、この前もやっていたんだ

けれども、平成30年、平成29年と２年続けて政

策提言を出させております。この政策提言とい

うのは、議会全員の総意なんです。ほかの市で

は会派でやっている政策提言もある。新庄市の

場合は議会総意なの。この重みというのは、そ

れ相当あるわけで、市長はそれなりに受けとめ

ているとは思いますが、今回特に上げたのが、

各議員もこれまでも何回と取り上げられた温泉、

これについては、以前山屋セミナーハウス、調

査費なんかもつけた経緯もある。しかしながら、

あと全然何も我々には見えるものがない。こう

したことを踏まえると、温泉に関して市長はど

ういうふうな受けとめ方をしているのかなとい

うのが非常に疑問に思ってならないわけです。 

  そしてまた、道の駅構想、これも政策提言で

我々は提案しております。ましてや、道の駅構

想に関しては、商工会議所もそれなりに要望書

も提示した。そうした中で、今道の駅の調査、

エコロジーガーデンをやっているという調査費

もつけた経緯もあるわけですが、本当に道の駅

はどういう場所で、どういうふうな目的で、ど

ういうふうな形でつくるか、きちっと市長は受

けとめているんだろうかと。その辺が伝わって

こないのよ。時間もないものだから、その辺市
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長からの声を聞かせていただきたい。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 次に、政策提言についての御質問

かと思いますが、議会から提出されました政策

提言につきましては、市としても重要な課題と

して捉えております。 

  初めに、温泉のほうの質問でありますので、

温泉施設につきましては、市民の健康増進を図

るために重要であると認識しており、こちらの

提言につきましても、議会の総意として重く受

けとめます。現在、市に温泉がない事態が生じ

たことは残念なことでありますが、市がみずか

ら温泉を経営するとなれば、慎重な対応になら

ざるを得ないと考えております。 

  温泉事業者とは常に情報共有を図っておりま

すが、現在複数の事業者からの照会があり、売

却も含め検討中であると伺っておりますので、

動向を注視している状況であります。 

  次に、道の駅でありますが、道の駅につきま

しては、これまで２回の提言をいただき、昨年

度は基本構想の策定に着手し、本市における道

の駅の基本的な方針について取りまとめを行っ

てきたところであります。 

  策定に当たっては、提言の内容も踏まえなが

ら進めてまいりました。具体的には、新庄最上

地域全体での連携については、県と最上８市町

村等で構成する最上地域の道の駅検討会の中で、

平成28年、29年の両年度において検討を重ねて

まいりました。また、官民あわせて体制を進め

ることの提言には、学識経験者や農業、商工観

光、金融、建設団体などの関係者12名で構成す

る新庄市道の駅外部検討委員会を設置し、各分

野の皆様から御意見をいただきながら、検討を

重ねてきました。 

  それらを踏まえ、ことしの６月に基本構想の

策定に至ったところであります。商工会議所か

らの要請につきましては、設置場所を新庄イン

ターチェンジ付近といった内容でございますが、

基本構想の中でも候補地の１つとして位置づけ

られております。ただ、基本構想の中で想定し

た箇所は、農業用水施設や鉄塔など、建物に制

限を加えるような施設もあり、新庄インターチ

ェンジ付近における適地の再検証が必要である

と考えております。 

  今後につきまして、さきの議会でも説明させ

ていただきましたが、道の駅建設のタイミング

を、現在市が抱えている大型事業の平準化や高

速道路がつながる時期を見通しながら、判断し

ていきたいと考えております。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） ありがとうございます。

道の駅構想については、そういうふうな動向を

見定めながら考えると。ぜひひとつ、この構想

の実現に向けて進めていただきたい。今の温泉

に関しては、市長は温泉は我々がやらなくても

いいんだというような考え方だなと、改めてわ

かりました。何のために山屋セミナーハウスに

調査費つけたんですか。そんな曖昧な施策をや

られたら、我々議会はどこまで信頼感を持って

立ち向かえばいいのですか。わからなくなって

くる。これはまたきょうで終わったわけじゃな

いものですから。 

  温泉だって、市民が望んでいるんですよ。市

長が３年前選挙公約なんか一切なかったわけで

す。そういうものが市民から望まれる声が出て

きているんですよ。当然市長だって耳を傾けて、

行政が向かうべきものか、じゃあ民間が向かう

なら民間にどれだけの協力体制をとれるかどう

か。いろんな我々に見える形で示していくこと

こそ、当然議会と行政との議論の場がかみ合っ

てくることになってくるんですよ。そういうこ

とで、今後やはり市民に耳を傾ける姿勢をお願

いしたい。 

  次の３番目に移ります。営林署所有の跡地に
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ついてです。これは、私、10年近くなりますが、

これは農林課サイド、今のまゆの郷の施設長か、

施設長といわないか、何というか、坂本農林課

長のときの代から話が持ち上がってきたわけで

す。あそこの営林署の今も管理を当然している

わけですが、苗圃というのは八向中学校の国道

の下のほうにあるわけですが、あそこを一部借

りて、賃貸借、借りてヤマブドウをつくったり、

また大蔵にいる農家の方がソバをつくっている。

毎年契約更新しているわけです。そのとき、こ

ういうふうな今後の方向でこういうふうにあり

ますよというのが、払い下げの方向であるよと

いうのが営林署の説明されるわけですよ。そう

いうことに基づいて農林課で行政では本当にど

ういうふうな形で動いているのかということを

聞いてもらいたいということなんです。これど

ういうふうにあるか、確認というか聞いていた

だけたか、その辺の内容を聞かせていただきた

い。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小野周一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 山形森林管理署から苗圃地の払い

下げについての御質問についてお答えします。

管理署では、新庄市本合海地内において苗木養

成供給のため、苗圃事業を行っておりましたが、

事業を民間に移行することとなったため、平成

の初めに事業所を廃止し、その後事業を廃止し

ております。現在の苗圃跡地は民間の３事業者

が国より土地を借り受け、ソバやヤマブドウの

生産、貯木場として活用しているとのことであ

ります。森林管理署から過去に苗圃跡地の購入

について照会がありましたが、市においては当

該土地の利用計画構想がないため、購入予定が

ない旨を伝えておりますので、今後もこの方針

に変わりがございませんので、御理解くださる

ようお願い申し上げます。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 今市長から購入の考え

はない、ここまで聞けると思っていなかったん

ですが、そういうふうな払い下げの話が毎年さ

れていると、そこを借り受けている人が言って

いるわけで、あそこの地はですよ、新庄の管轄

の区域、地域なんです。あそこを利用するとな

れば、いろんな形で利用度が生まれてくるのは

間違いない。そういうことを考えて、今６次産

業化とかいろいろ叫ばれているわけですから、

そういうことを踏まえて、これから新庄市のそ

こを利用してやりたいという人が立ち上がって

くれば、一つのあそこは市の本当に活用して値

する私は土地だと思っているんですよ。そうい

うふうなメンバーというか、そういうふうな方

も出てきているんですよ、今。そういうような

話来たら、今市長は予定はないとか、はっきり

言われたんですけれども、ひとつそういうふう

なメンバーが出てきて、活用したいとなればぜ

ひ考えていただきたい。時間もないわけだから、

これで私の質問を終わります。 

小野周一議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたしました。 

 

 

散      会 

 

 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日９月12日から９月

20日まで休会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を９月12日から９月20日ま

で休会し、９月21日午前10時から本会議を再開

いたしますので、御参集をお願いしたいと思い

ます。 

  本日はこれにて散会いたします。 
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  御苦労さまでございました。 

 

     午後１時５０分 散会 
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局 長 井 上   章  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 
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議 事 日 程 （第４号） 

平成３０年９月２１日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

   （決算特別委員長報告） 
日程第 １ 議案第５１号平成２９年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ２ 議案第５２号平成２９年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ３ 議案第５３号平成２９年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ４ 議案第５４号平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ５ 議案第５５号平成２９年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ６ 議案第５６号平成２９年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議案第５７号平成２９年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５８号平成２９年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

日程第 ９ 議案第５９号平成２９年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第１０ 議案第４６号新庄市総合計画策定条例について 

日程第１１ 議案第４７号新庄市議会議員及び新庄市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公

営に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 請願第２号日本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを求める請願 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１３ 議案第４８号新庄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について 

日程第１４ 議案第４９号新庄市国民健康保険保険給付基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部

を改正する条例について 

日程第１５ 議案第５０号新庄市エコロジーガーデン設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
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について 

 

日程第１６ 議案第６０号平成３０年度新庄市一般会計補正予算（第３号） 

日程第１７ 議案第６１号平成３０年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１８ 議案第６２号平成３０年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１９ 議案第６３号平成３０年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２０ 議案第６４号平成３０年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２１ 議案第６５号平成３０年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２２ 議案第６６号平成３０年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２３ 議会案第１号日本政府が速やかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを求める

意見書の提出について 

 



- 102 - 

 

開      議 

 

 

小野周一議長 皆様おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

決算特別委員長報告 

 

 

小野周一議長 日程第１議案第51号平成29年度新

庄市一般会計歳入歳出決算の認定についてから

日程第９議案第59号平成29年度新庄市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてまでの

９件を一括議題といたします。 

  本件に関し、決算特別委員長の報告を求めま

す。 

  決算特別委員長石川正志君。 

   （石川正志決算特別委員長登壇） 

石川正志決算特別委員長 おはようございます。 

  決算特別委員会における審査の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  決算特別委員会は、全議員をもって構成され

ておりますので、要点のみの御報告とさせてい

ただきます。 

  それでは御報告申し上げます。 

  決算特別委員会に付託されました案件は、議

案第51号平成29年度新庄市一般会計歳入歳出決

算の認定についてから議案第59号平成29年度新

庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてまでの計９件であります。 

  審査につきましては、９月14日及び18日の両

日にわたり活発な質疑が行われたところであり

ます。 

  初めに、議案第51号平成29年度新庄市一般会

計歳入歳出決算の認定については、各委員の質

疑の後、佐藤悦子委員より認定することに反対

の討論、また佐藤義一委員より認定することに

賛成の討論があり、採決の結果、賛成多数で認

定すべきものと決しました。 

  次に、議案第52号平成29年度新庄市国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

は、質疑の後、討論はなく、採決の結果、全員

異議なく認定すべきものと決しました。 

  次に、議案第53号平成29年度新庄市交通災害

共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について

は、質疑、討論はなく、採決の結果、全員異議

なく認定すべきものと決しました。 

  議案第54号平成29年度新庄市公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定については、質疑

の後、討論はなく、採決の結果、全員異議なく

認定すべきものと決しました。 

  議案第55号平成29年度新庄市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定について及び議

案第56号平成29年度新庄市営農飲雑用水事業特

別会計歳入歳出決算の認定についての２件は、

質疑、討論はなく、採決の結果、全員異議なく

認定すべきものと決しました。 

  議案第57号平成29年度新庄市介護保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定については、質疑の

後、討論はなく、採決の結果、全員異議なく認

定すべきものと決しました。 

  議案第58号平成29年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算の認定については、

質疑、討論はなく、採決の結果、賛成多数で認

定すべきものと決しました。 

  最後に、議案第59号平成29年度新庄市水道事

業会計利益の処分及び決算の認定については、

質疑の後、討論はなく、採決の結果、全員異議

なく可決及び認定すべきものと決しました。 

  以上、決算特別委員会に付託されました案件、

議案第51号平成29年度新庄市一般会計歳入歳出



- 103 - 

決算の認定についてから議案第58号平成29年度

新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてまでの８件については、いず

れも認定すべきものと決し、議案第59号平成29

年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の

認定については、可決及び認定すべきものと決

しました。 

  議長よりよろしくお取り計らいくださいます

ようお願い申し上げ、決算特別委員会における

審査の経過と結果についての報告といたします。 

小野周一議長 それでは、お諮りいたします。 

  決算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  まず初めに、委員長報告のうち賛成多数で認

定すべきものとした件について採決いたします。 

  初めに、議案第51号平成29年度新庄市一般会

計歳入歳出決算の認定についてを採決いたしま

す。 

  議案第51号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の議員は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 投票の結果は、賛成15票、反対２

票であります。賛成多数であります。よって、

議案第51号は委員長報告のとおり認定すること

に決しました。 

  次に、議案第58号平成29年度新庄市後期高齢

者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て採決をいたします。 

  議案第58号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の議員は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成16票、反対１票でありま

す。賛成多数であります。よって、議案第58号

は委員長報告のとおり認定することに決しまし

た。 

  次に、全員異議なく認定すべきものと決した

議案第52号平成29年度新庄市国民健康保険事業

特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第

53号平成29年度新庄市交通災害共済事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、議案第54号平

成29年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、議案第55号平成29年度

新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、議案第56号平成29年度新庄市

営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、議案第57号平成29年度新庄市介護保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定についての

６件及び全員異議なく可決及び認定すべきもの

と決した議案第59号平成29年度新庄市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定については、委

員長報告のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第52号、議案第53号、議案第54号、議案第

55号、議案第56号、議案第57号の６件は委員長

報告のとおり認定し、議案第59号は委員長報告

のとおり可決及び認定することに決しました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

小野周一議長 日程第10議案第46号新庄市総合計

画策定条例についてから日程第12請願第２号日
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本政府が核兵器禁止条約に署名し、国会が批准

することを求める請願についての３件を一括議

題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長奥山省三君。 

   （奥山省三総務文教常任委員長登壇） 

奥山省三総務文教常任委員長 それでは私のほう

から、総務文教常任委員会の審査の経過と結果

について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案２件、

請願が１件であります。 

  審査のため、９月12日午前10時より議員協議

会室において委員８名出席のもと審査を行いま

した。 

  初めに、議案第46号新庄市総合計画策定条例

について、総合政策課職員の出席を求め審査を

行いました。総合政策課から補足説明を受けた

後、審査に入りました。 

  総合政策課からは、地方自治法の改正により

基本構想の策定義務がなくなったが、行政運営

の指針となる新たな計画の策定は不可欠であり、

総合計画を策定した上で市政運営を行っていく

必要な手続等を明らかにするために、新庄市総

合計画策定条例を新たに制定するものとの説明

がありました。 

  審査に入り、委員より、審議会条例では市議

会議員から必ず審議会委員を選ばなければなら

ないのかといった質疑があり、総合政策課から

は、条例では委員は各号に掲げるもののうちか

ら市長が任命することになっているので、必ず

市議会議員を選ばなければならないわけではな

いとの説明がありました。 

  委員より、必要に応じて計画期間の中であっ

ても計画の内容を変更することはできるのかと

いった質疑があり、総合政策課からは、市議会

の諮問、議会の議決など、必要な手続を経て変

更は可能であるとの説明がありました。 

  その他委員より、審議会委員の任命について

の意見はありましたが、採決の結果、全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第47号新庄市議会議員及び新庄市

長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の

公営に関する条例の一部を改正する条例につい

て、選挙管理委員会事務局職員の出席を求め審

査を行いました。選挙管理委員会から補足説明

を受けた後、審査に入りました。 

  選挙管理委員会からは、このたびの改正は、

公職選挙法の一部改正に伴い、都道府県または

市議会議員選挙において候補者の政策やプロフ

ィール等を有権者が知る機会を拡充するため、

候補者が選挙運動のためのビラを頒布できるよ

うにするもの、また、選挙の公費負担制度はお

金のかからない選挙、立候補の機会均等、候補

者間の選挙運動の機会均等の実現のため、国ま

たは地方公共団体が候補者の選挙費用の一部を

負担する制度であるなどの説明がありました。 

  審査に入り、委員より、ビラの配布の期間は

どうなるのかといった質疑があり、選挙管理委

員会からは、選挙期間中に限定されるとの説明

がありました。 

  委員より、公費負担の条件で供託物が市に帰

属する場合は対象外になるとあるが、どのよう

な場合かといった質疑があり、選挙管理委員会

からは、有効投票数を議員定数の18で割り、さ

らに10で割ったものが基準の票数になり、得票

数がその基準票数を下回ったとき公費負担対象

外となる。票数でおよそ100ないし150票となる

と思われるとの説明がありました。 

  その他、日程、契約日、証紙の取り扱いにつ

いての質疑がありましたが、採決の結果、全員

異議なく可決すべきものと決しました。 

  最後に、請願第２号日本政府が核兵器禁止条

約に署名し、国会が批准することを求める請願

については、紹介議員の出席を求め審査を行い

ました。 
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  紹介議員からの請願の趣旨説明の後、審査に

入り、委員より、この条約に賛成している122

カ国の中に核兵器を持っている国がいないので

あれば実効性に乏しいのではといった意見が出

されました。 

  また、委員から、核兵器禁止条約や核不拡散

条約について知る必要があり、判断するために

時間が必要であるといった意見、また、別の委

員から、核不拡散の取り組みの中で日本が核を

持っているところと持っていないところの橋渡

しをしている立場にあり、また、アメリカの情

勢を考えれば、核兵器禁止条約に署名するのは

今ではないといった意見、また、別の委員から、

核を持つあるいは行使することはあり得ないこ

と、122カ国が賛成している核兵器禁止条約は、

核を保有している国々、これから核を持って行

使しようとする国々に十分な牽制になるといっ

た意見、また、委員より、地方がメッセージを

発信することは非常に重要、この請願は地方の

メッセージ、議会のメッセージとして出すべき

といった意見が出されました。 

  その他、議員間で討議をした後、継続審査と

いった意見も出されましたが、採決した結果、

賛成多数で採択すべきものと決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願い申し上げます。 

小野周一議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第46号新庄市総合計画策定条例

について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  ここで、議案第46号総合計画策定条例につい

て修正動議が提出されておりますので、直ちに

事務局に写しを配付させます。 

  暫時休憩します。 

 

     午前１０時１８分 休憩 

     午前１０時２０分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  本修正動議は、２人以上の発議者がおります

ので、動議は成立します。 

  よって、修正動議を直ちに議題といたします。 

  修正動議の説明を求めます。叶内恵子君、登

壇してください。 

   （叶内恵子議員登壇） 

２ 番（叶内恵子議員） それでは、説明をさせ

ていただきます。 

  平成30年９月21日、新庄市議会議長小野周一

様宛てに、新庄市議会議員叶内恵子、佐藤悦子

の両名におきまして修正動議を提出させていた

だきました。 

  議案第46号新庄市総合計画策定条例について

に対する修正動議。 

  動議の修正案を地方自治法第115条の３及び

新庄市議会会議規則第17条の規定により提出し

ます。 

  提案理由。修正の理由。これからは、人口が

減少し、働く人が減る一方で、高齢化が進み、

財政が縮小していく。右肩上がりの経済の時代

には計画にいろいろ入れても何とかなったが、

時代は変わった。どの政策に優先順位を高くす

るか、何によって選ぶかを総合計画で計画して

いくということが重要となっている。 

  財政縮小時代を考えれば、市民、議会、行政

間の合意をもって計画を策定し、限られた財源

の選択と集中に責任を持つことが不可欠である。 

  また、市民らと行政の協働によるまちづくり、

行政運営はますます重要となっており、それは

時代の要請である。そのため、総合計画は行政

だけでなく、地域の全ての主体が目標を共有し、

その実現に向けて取り組む事項を定める計画で

あれば、地方自治体だけでなく、地域全ての主
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体に一定の役割と責任を求めることが必要であ

る。 

  総合計画に書いたことは、しっかり実行する

ということが原則であるべきである。 

  総合計画は、市民との約束事として示すべき

である。 

  総合計画を公共計画とするための修正である。 

  なお、新庄市総合計画審議会条例については、

市長の附属機関とは市長の政策づくりの機関で

ある。市長の政策をチェックすべき立場の議員

が附属機関の委員につくことは、二元代表制の

地方議会の役割と矛盾してしまう。附属機関の

答申を受け、市長としての政策を提案してから

議会として議論するのが本来のあり方であると

いうことが提案の理由です。 

  別紙にいきまして、議案第46号新庄市総合計

画策定条例の条例案に対する修正案。 

  新庄市総合計画策定条例の一部を次のように

修正する。 

  原案第２条（１）の「本市におけるまちづく

りの指針となるもので」というところを修正後

は「将来における本市のあるべき姿と進むべき

方向についての基本的な指針であって」という

文言に修正案となります。 

  第２条２項、訂正する部分は、原案「本市に

おける総合的かつ計画的な市政の運営を図るた

めに定める基本的な構想をいう」の箇所を修正

案「本市の最高理念であり、長期的展望に立ち、

本市の将来像並びにその実現のための基本理念

及び方向性を示すものをいう」に修正。 

  次に、第２条３項原案「基本構想を実現する

ための基本的な施策を体系的に示す計画をい

う」のところを修正案「基本構想で示した将来

像を実現するための基本的な施策の方向性を体

系的に示すものをいう」。 

  次に、原案４項「基本計画に定めたそれぞれ

の施策の具体的な実施方法等を示す計画をい

う」のところを修正案「基本計画に位置づけら

れた施策を具体化する個別の事業をその財源と

ともに示すものをいう」。 

  次に、３条、こちらが３条に修正案のほうは、

位置づけということで、第３条「総合計画は、

市の最上位の計画と位置づける」ということを

新たに入れております。 

  次に、第４条、修正案のほうでは３条が４条

となり、そして、第４条２項「市長は、基本構

想を策定するに当たり、市民の意見を反映させ

るために必要な措置を講ずるものとする」とい

う文言を新たにつけ加えております。 

  そして、ごらんのとおり、条項が繰り下がっ

ていきまして、次のページにいっていただきま

して、そのまま７条まで繰り下がってまいりま

す。 

  そして、原案７条が修正案では８条になりま

して、訂正部分、原案「市長は、個別の施策に

係る事項を定める計画を策定し」、このところ

を修正案のほうは「市長は個別の行政分野にお

ける計画を策定し」というふうに文言を修正し

てございます。 

  その後は、繰り下がって、同じ内容となって

おります。 

  備考、修正部分は二重線の部分となっており

ます。 

  次に、議案第46条附則関係。新庄市振興計画

審議会条例の一部を改正する条例に対する修正

案。 

  新庄市振興計画審議会条例の一部を改正する

条例の一部を次のように修正する。 

  現行、新庄市振興計画審議会条例、こちらは、

修正後も原案のとおりとしております。 

  修正をします箇所は、第３条の２項でありま

す。２項、こちらのほうが「市長が任命する」

という文言を「市長が委嘱し、または任命す

る」というふうに修正しております。 

  次のページにいっていただきまして、同じ２

項ですが、こちら、現行が「１号市議会の議員、
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２号学識経験を有する者、３号市教育委員会の

委員、４号市農業委員会の委員、５号市内の公

共的団体等の役員及び職員」、こちらの現行を

修正後は、「１号見識を有するもの、２号市教

育委員会の委員、３号市農業委員会の委員、４

号市内の公共的団体等の役員及び職員、５号市

民の代表者、６号その他市長が必要と認める

者」、そのほか７号以下は同じであります。 

  修正部分は、二重線の部分であるということ

で、提案をさせていただきました。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

小野周一議長 それでは、ただいまの修正案に対

する質疑を行います。質疑ありませんか。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 今の動議発議者の話を

聞きますと、また内容、今初めて見せてもらい

ましたけれども、現行に対して言葉は変わって

いますけれども、ただ、私に言わせていただけ

れば、装飾語がふえているだけであって、より

具体的に説明しているだけであって、基本的に

は何ら変わっていないんじゃないか。果たして

これを修正動議までかけて審議しなきゃならな

い問題なのかという疑問を一つ持ちます。 

  それから、最後のページ、ちょっとこれお尋

ねしたいんですけれども、４ページ、選別され

る中のほとんど変わらないんですけれども、こ

の⑤の市民の代表者というのは、どういうわけ

で捉えているのか。どういう部分を示すのか教

えてください。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 文言について、より詳

しく装飾をされただけじゃないかとおっしゃい

ますが、そのより詳しくすることは、非常に重

要だと私は思います。 

  そして、条例というものがいかに大切である

かということを大変身をもって感じております

ので、その条例の中で特にこの条例、総合計画

をどういう思いで、意気込みや思いでつくって

いくのかということが大変重要だと思っており

ますので、一つ一つの言葉が装飾したものだけ

ではなくて、将来に向けて本当に熱意がなけれ

ば、まちづくりということはしていくことがな

かなか難しいと思っておりますので、その思い

を込めていくということは、非常に必要である

と思います。 

  そして、総合計画が市の最上位の計画である

ということを言わなくても位置づけているんだ

ではなくて、やっぱり条例の中に位置づけてい

くということが非常に重要だと思っております。 

  そして、最後の市の代表者、この部分なんで

すが、どういう形で市の代表者を選んでいくと

いうことが今度は市民との手続であったり、行

政の中の手続であったりということが今度は必

要、進めていく中で必要になってくると思うん

ですが、この市民の代表者という形をどういう

ふうにして決めていくのかというのは、私たち

の今度話し合いの中で決めていくことであると

思っております。以上です。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 発議者の思いはある程

度伝わってきますけれども、最後の市民の代表

者、これから決めていくではなくて、発議者の

中にこういう層、こういう人方あるいは若年の

農業者、若年の商工業者、そういう人をただ漠

然とただ市民の代表者と書いたところで、説得

力に欠けるんじゃないですか。これから決めて

いくではなくて、あなたが発議したときに、ど

ういう部分を示して市民の代表者というふうに、

こういう文章を選んだのかという、そこの根拠、

市民の代表者の根拠を聞きたいと言っているわ

けですよ。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 
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２ 番（叶内恵子議員） さまざまな、さまざま

と言いますと、また漠然とするんですが、本当

に何かグループに属していない方々からの中か

らも、あとは、事業を行っている方々からも市

民の代表者ということはなり得ると思っていま

す。新庄市の場合、その市民の代表者が誰であ

るのか、どういう団体の中に属しているもので

あるのかということは、ちょっと明確でないよ

うに思うんですが、さまざま個人的に活動して

いる方も全て含めて、その中で声をかけて、市

民の、その声を上げていきたい方々がそのまま

市民の代表者になっていくと私は思っているも

のですから、市民の代表者ということの言葉に

しました。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 漠然とし過ぎていて、

なかなか理解できないです。 

  例えば、修正後に外されています市議会の議

員、これはある意味で市民の代表者ではないん

ですか。市民から負託を受けて来ているわけで

すから、学識経験者の中に入りますけれども、

そういう意味では、市会議員だって市民の代表

者だというふうに捉えたら、余りにも曖昧にど

んな形が動議が、さまざまな人からといっても、

ある程度の線引きをしていないと、選定基準の

線引きって絶対行政の上で必要だと思うんです

よ。それやらないで、曖昧なことをやっていた

ら、という危険性を強く感じました。お答えは

いいです。 

  だから、私はそういうふうな基準でこういう

ふうな市民の代表者ということを書いたとすれ

ば、私は議員だって修正案で外されていますけ

れども、市会議員だって市民の代表者でないん

ですかと。そこには、ここには入らないんです

かと私は疑問に思うだけです。以上、終わりま

す。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） ちょっと直接議案第46

号にはかかわりがございませんが、動議の提出

理由として、二元代表制という制度の重要性を

鑑み、市長が設置する諮問機関へ市議会議員を

派遣すべきではない。市議会議員が入るべきで

はないという論点かと存じます。 

  産業厚生常任委員会、このたび編成するに当

たり、上下水道課所管の市長の諮問機関がござ

いますが、当然発議者の方入っておられるんで

すが、当然そこの部分の上下水道にかかわる市

長の諮問機関、辞職されてからの発議なんです

よね。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 下水道の委員になって

おりまして、まだ辞職はしておりません。辞職

させていただくように進めてまいります。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） あくまで修正案に対す

る質疑ということで、若干逸脱しますが、議員

たる者の道義的責任を果たさないまま、このよ

うな修正案を出されることは私は非常に遺憾に

思います。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 大変失礼しました。私

もそうですね、大変申しわけございませんでし

た。自分の中でも委員になっていると思い出し

まして、大変失礼しました。辞職をさせていた

だきます。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） 私から少し質問をさせ

ていただきます。 
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  まず、修正後のほうなんですけれども、第２

条のほうですけれども、あるべき姿と進むべき

方向と、あと原案のほうのまちづくりの指針と

なるもののどういう差があるのかお伺いします。 

  また、３項の基本計画のほうでは、修正案は

「示した将来像」と原案のほうの「実現するた

めの」という２つの項目がありますけれども、

どのような違いがあるのかをお伺いします。 

  また、実施計画についても修正案では「位置

づけられた」となっていますが、それは原案で

は「定めた」となっていますけれども、どうい

う差があるのかお尋ねいたします。 

  また、次のページ、３ページになりますけれ

ども、総合計画の公表のところの第８条、「行

政分野」のところと、原案のところでは「施策

に係る事項を定める」の差がどういうものであ

るのかをお尋ねします。 

  また、最後になりますが、４ページのほうに

なります。修正後の「見識の有する者」、また

「代表者」の差は私にはちょっと理解できなか

ったので、どういうものを指すのかをもう一度

よろしくお願いいたします。 

小野周一議長 暫時休憩します。 

 

     午前１０時４０分 休憩 

     午前１０時４２分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 済みません。佐藤議員

にもう一度、最後の４ページのところの質問を

もう一度お伺いしてよろしいでしょうか。 

小野周一議長 確認の意味でお願いします。 

１２番（佐藤卓也議員） 私のほうで４ページの

ほうなんですけれども、「見識を有する者」と

「市民の代表者」とありますけれども、先ほど

佐藤義一議員もおっしゃられたように、そこら

辺の意味がちょっとわからなかったので、具体

的にどういうものを指すのかをもう一度お伺い

したいと思います。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 最初の３つの箇所につ

きましては、その文言に何の違いがあるのかと

いうことなんですが、思いを込めていく、熱意

をやはり入れていくということが大きく違いま

す。 

  そして、４ページの見識を有する者、市民の

代表者の具体的ということで、見識を有する者、

高校であったり大学であったり、そういったと

ころの先生であったり、外部の人間でも私はい

いのではないかなと思っているところもありま

す。市民の代表者というところは、例えばこう

いうふうに市が、新庄市という将来がこういう

ふうに変わっていったらいいだろうという意見

を持っている、例えば本当に普通に働いている

人であっても市民の代表者と自分はなり得ると

思っています。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  済みません。熱意と言いますけれども、要は

文言の整理だと話はわかるんですけれども、具

体的に言いますと、２ページのほうの実施計画

ですか。「定めた」と「位置づけられた」につ

いてどのような熱意があるのか、ちょっと私に

はわからなかったものですから、どこに熱意と

いうのを感じるのか、ちょっともう一回そこら

辺の説明をお願いします。 

  また、例で言えば、３ページのほうの「行政

分野」というところと「施策に係る事項を定め

る」というところの文言が違いますけれども、

ここにどこら辺に熱が入っていて、変わってい

るのか、ちょっとわからなかったものですから、
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もう一回ここをお伺いします。 

  また、４ページのほうのさっきのほうの市民

の代表者と言っていましたけれども、働いてい

る人誰でもいいと言っていましたけれども、個

人ではなくても、あくまでもこれは諮問する場

所ですから、ある程度の団体の方をするのが普

通であって、普通商店街だったら商店街の代表

の方がいらっしゃいますし、飲食業だったら飲

食業の代表、また、建設業だったら建設業の方

来ると思うんですけれども、その中の一部の人

が市の諮問機関の代表者と言ってしまえばちょ

っと違うのではないか。 

  それだとしたら、（６）の市長が認める者で

もいいと思うんですけれども、そこら辺の差が

はっきりしないと、これはあくまでも条例です

ので、後からすぐすぐ変わってしまうようなも

のを私たちは条例にすることはできないと思う

んですけれども、そこら辺をどういうふうに考

えているのかをもう一度お伺いいたします。 

小野周一議長 暫時休憩します。 

 

     午前１０時４７分 休憩 

     午前１０時４８分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） まだまだ本当に力が足

りないのは承知しているんですが、個別の施策

に係る事項となると、非常に一個一個の各行政

分野というか、連携を感じない、ここ、ここと

いう、とても分断された施策を一つ一つやって

いくという意味合いになるかと思います。なの

で、行政分野、各行政分野が一体となって連携

して進め、計画をつくっていけるように、こう

いう言葉に変えました。 

  そして、市民の代表者というところは、具体

的に団体というふうに決めたほうがいいのでは

ないかという意見をいただきましたけれども、

それは、市民の代表者となる声を集めていく方

たちをどういうふうにしてデザインをしていく

かということも総合計画をつくっていく上では

非常に重要だなと思っていましたので、この市

民の代表者という言葉に団体の誰、この団体の

誰ではなくて、どういう団体が新庄市の中にあ

り、起こり得るんだろうかということもデザイ

ンを考えながらつくっていけることになるかな

と思いまして、市民の代表者ということを、大

ざっぱのように感じると思うんですけれども、

「市民の代表者」という言葉にしました。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） 失礼ながらですけれど

も、総合計画というのは新庄市のグランドデザ

インをつくる最上位の条例でございます。その

条例に対し、そんな大ざっぱなものを修正案で

上げてはいかがなものでしょうか。 

  ましてや、議員たる者、動議を出すからには

大ざっぱなものではなく、出すのであれば、最

高位のものをそれなりの覚悟を持って条例を出

さなければいけません。私たちもそのような覚

悟で挑んでいますので、ぜひともそういう思い

ではなくて、思いはわかりました。その思いを

しっかりと言葉にしていただいて出していただ

いたんだなとは思うんですけれども、今の説明

を聞きますと、思いだけでは条例はつくれませ

んので、そこら辺をもう一度考えていただきた

いと思います。私からは以上です。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） この修正動議を出した

意図が全く見えない。 

  特に重要なのは提案理由。２ページ、３ペー

ジの文言を入れるとか、書きつけるとか、そう

いう問題じゃない。提案の理由の中で、私なり
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にお聞きしますが、まずは、総合計画と公共計

画と、こう、総合計画を公共計画とするための

修正、その辺の公共計画とはどういうものか。

総合計画との違い。これ説明願う。 

  またもう一つ、二元代表制の地方議会の役割

と矛盾してしまう。これは、地方自治法上どう

いうふうな問題があるのか、説明していただき

たい。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 総合計画は、新庄市と

いうか、その自治体がどういうふうなまちにな

っていきたいのかとかを定める計画であるんで

すけれども、その公共計画ということなんです

が、総合計画には行政計画という性質のものと

公共計画という性質のものがあります。行政計

画というものは、行政の行政事務、行政が主体

になって進めていく計画なんですが、公共計画

となりますと、市民とともに計画をつくって、

市民とともに計画を進めていくという計画にな

ります。 

  それで、市民とともに計画を策定して、市民

とともに計画を実行し進めていくということが

実現できたら、これはすごいことであると思い

ますので、ここに「公共計画」とするための修

正なのだということ、文言を入れさせていただ

きました。 

  そして、二元代表制の議会の役割なんですが、

その決まったものを、きょうもそうですけれど

も、チェックを、この議会の場でチェックをし

ていくのが議員の役割かと思っています。 

  それで、計画をつくっていく中に議員が入っ

ていくとなると、いわゆるここでチェックをす

る前に内容がわかってしまったことに対して、

本当の意味でチェックを入れづらくなるという

形になってしまうと思いますので、議員がその

諮問機関の中に入っていくということはしない

ことが求められて、必要であると思っておりま

す。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） まず、この修正動議を

出す、議員として問われることになる。こうい

うふうな条例を修正、改正してくれということ

はそう簡単なものじゃない。我々議会だって、

この本会議だけじゃない。こういうふうな修正

動議の案を提出しようとすれば、委員会だって

ある。きちんと認められた。そういう中でも議

論して、出すのは自由ですよ。こんなこと、本

会議で出した。 

  しかしながら、議会は、本会議だけじゃない。

みんなで議論していただいて、委員会等で、そ

ういう手順というのは議会でとれる。 

  こういうふうな大事な本会議で叶内恵子議員

が主張する物事を、いいですか、あなたが考え

たことなんだ、これね。こういう物事をこの大

事な会議の中で修正動議なんて出すべきじゃな

い。その前に手順がある。私はそう思う。 

  審議会委員には市民代表もいるでしょう。い

いですか。総合計画審議会委員というのは、市

民代表いるでしょう。ちゃんと。条例にうたわ

れているだろう、代表。何で市民じゃないんで

すか。あなたは市民も公共計画、市民も入って

計画を立てるべきだ。総合計画だって審議会、

市民代表いるでしょう。どういうとり方してい

るんですか。 

  そういう物事があるわけで、次の二元代表制

というのはどういう自治法上問題がある。ただ

矛盾しているだけでの、あなたの捉え方だ。自

治法上で問題ないでしょう。 

  その辺きちんと我々だって法的な根拠であっ

て、いろいろな審議しているんですよ。そうい

うふうに矛盾しているからとか、修正動議かけ

るなんていうのは、甘い。もっと勉強していた

だきたい。私はそう思う。 

小野周一議長 ただいまから10分間休憩します。 
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     午前１０時５８分 休憩 

     午前１１時０８分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 清水議員の質問にです

が、今回のこの手順というのが、議会事務局に

相談もしまして、この場でなければ提出ができ

ないということで、こういうふうになりました。

最初は、委員会のほうにも出せるのだろうかと

思っていたんですが、議長宛てにでなければ提

出ができないということでしたので、今回この

ようになりました。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 修正動議を出すのがど

ういうふうな手順だかと言っているのではなく、

この内容が大事なんだよ。内容。この内容が議

会がみんな理解してもらう物事だろう。この動

議出したのは。議員が何とか通してもらいたい

って。内容だろう、内容。動議そのものを出す

物事が目的じゃないのよ。 

  何か私にはそういうふうに捉えられるんだよ。

動議出せば議論してもらえるだろうと。この内

容が大事だ。内容は、いろいろな議会、さっき

も言ったけれども、同じこと言わないけれども、

叶内議員は、あくまでも動議を出して議論する

という捉え方しか私はできない。 

  この内容修正をする意味合い、どういうふう

になるのか。議員の皆さんに何らかのやり方が、

議会としての物事の委員会等だってあるでしょ

うと。何でそういうふうな委員会等を協力とい

うか、そういうふうな話を最初持って、こうい

うふうなことを私は考えていますということが

あってしかるべきだと思う。 

  これはあなたのやり方だから、別にいいんだ

けれども、そういうふうな議会制の中でもある

わけで、ただ、私は本会議等でいきなりこうい

うふうな案件を出されても、動議出されても、

そう簡単なものじゃないんだよ。議会だって。

きょうすぐ提出されて条例改正してください。

そんな半端じゃないんだよ。議論するとなれば、

それ相当の時間とってもらわなければ困る。 

  そういうこと考えたことがありますか。（「時

間はある」の声あり）あなたと話しているわけ

ではない。 

  そういう物事も踏まえて、案件、動議は議会

に提出するときは、物事というのはまず考えて

もらいたい。私はですよ、私はそういうことで、

ひとつこの修正動議には私は格別な根拠が見当

たらないということで、議長の裁量、これまだ

議論される方もいるかと思いますが、まずは、

まず、本会議のこの提出された案件をスムーズ

に議会を進めていただきたい。終わります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 何か、確認をさせてい

ただきたいんですけれども、これ、一番最後の

ところ、構成するところ、市民の代表者という

のは、これ公募するということ。それだったら

わかる。 

  あと、市議会議員が抜けているというのは、

修正されているというのは、よその先進議会で

法令で決まっている委員会には市議会の議員は

入らなくちゃいけないけれども、法定外のもの、

委員会、審議会、協議会は、議会側が抜けても

いいということなの。 

  例えば、監査委員会というのは、法令で決ま

っている。議員が必ず入っていなくちゃいけな

い。そういうこともわかってやっていると。 

  だから、総合計画の中には議員の入る必要が

ないだろうと。法令でも決まっていないという

ことなの。そういうことですか。 
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小野周一議長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時１２分 休憩 

     午前１１時１３分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 市民の代表者というこ

となんですが、こちらは、誰でも公募、市のほ

うで市民の意見を代表者としてこの計画をつく

っていく中に市民を巻き込んでいく場合に、公

募として委員を選びますということもできます

ので、そういう方法がいいと思っております。 

  そして、その今般の、ちょっときょう準備を

してこなかったんですが、監査委員についてな

んですが、そちらは、国の法令の中で地方財政

計画の中ですかね、その中に議員が監査委員か

ら外れるということを承認し始めています。 

  そういうことも本当に時代の要請だと思いま

す。議会は、議会としての機能を、チェック機

能というものを十分に果たしていく。そして、

この議会の場で自由な議論を行っていくという

ことを望まれているのだと思います。 

  そういうのを考えると、やはりこの新しくな

る条例の中で、一つずつ議員という役割と、あ

と市長の諮問としてのその役割と、そういった

ことをきちんと分けていく、一つのいいものに

条例の始まりに、条例というか、決まり事の始

まりになっていくのではないかと思っています。

以上です。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小野周一議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） それはわかる。わかり

ます。議会というのは、政策立案というのもあ

る。だから、それを最大限に行使したい。だか

ら、議員を外すんだということでしょう。 

  でも、百歩譲って、それわかるんですけれど

も、やっぱりこういう中身のものを出すときに

は、議会の中に議会改革推進委員会というのも

あるし、議会全体でもんでいく必要があるんじ

ゃないかなと思う。個人的に突然ぼこっと出さ

れて、みんなおおってなるよね。 

  だから、そういうことも考えて、これは議員

を抜くということだから、いや、議員を抜くん

だったら、議員、議会全体でそういうことを前

もって話し合って、ここにどんと。いや、こう

いうテクニックがあるから、それは否定するこ

とはできないけれども、やっぱり、議会運営と

して、やっぱりもう少しスムーズな手法がある

んじゃないかなと思うので、ここはちょっと考

えていただきたいなと思います。気持ちはわか

ります。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） わかりました。わかり

ましたというか（「取り下げか」の声あり） 

  取り下げはしませんが、今回これを出すに当

たって、議会の中の議論が必要だということも

もちろん考えまして、どのように進めていった

らいいのかという中で、まずは、常任委員会が

あるので、そちらに修正案という形で出すこと

ができないかどうかというふうに思ったんです

が、その中で、だめであれば、それはそれでま

た議論してもらって、どうだろうと思ったんで

すが、この動議として出す手続上、これが必要

だということだったものですから、このように

なりました。まずは以上です。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 よって、質疑を終結いたします。 

  これより修正動議に対する討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告はありません。討

論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 賛成討論です。 
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小野周一議長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時１８分 休憩 

     午前１１時１９分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  佐藤悦子君、あなたは今回の動議の共同提案

者ですので、討論はできませんので、ほかにあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 よって、討論を終結し、直ちに採

決したいと思います。これに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  修正動議について採決いたします。 

  本案は、電子表決により採決をいたします。 

  修正動議に賛成の諸君は賛成のボタンを、反

対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 ボタンの押し忘れはございません

ね。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成２票、反対15票、賛成少

数であります。よって、修正動議は否決されま

した。 

  次に、原案について討論に入ります。ただい

まのところ討論の通告はありません。ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 よって、討論を終結し、直ちに採

決したいと思います。これに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第46号新庄市総合計画策定条例について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決をいたします。 

  議案第46号については、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 投票の結果は、賛成15票、反対２

票、賛成多数であります。よって、議案第46号

は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第47号新庄市議会議員及び新庄市

長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の

公営に関する条例の一部を改正する条例につい

て質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第47号新庄市議会議員及び新庄市長の選

挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に

関する条例の一部を改正する条例については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第47号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第２号日本政府が核兵器禁止条約

に署名し、国会が批准することを求める請願に

ついて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第２号日本政府が核兵器禁止条約に署名

し、国会が批准することを求める請願について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第２号は委員長報告のとおり採択すること

に決しました。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

小野周一議長 日程第13議案第48号新庄市家庭的

保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例についてから日程

第15議案第50号新庄市エコロジーガーデン設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついての３件を一括議題といたします。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長佐藤卓也君。 

   （佐藤卓也産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤卓也産業厚生常任委員長 私から産業厚生常

任委員会の審査の経過と結果について御報告申

し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案３件

です。 

  審査のため、９月13日午前10時より議員協議

会室において委員９名出席のもと審査を行いま

した。 

  初めに、議案第48号新庄市家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例については、子育て推進課か

ら補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  子育て推進課からは、国が定める家庭的保育

事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改

正する省令が厚生労働省より公布、施行された

ことにより、国の基準に基づき、本市の新庄市

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正するものとの説明が

ありました。 

  また、主な改正の内容は、①代替保育に係る

連携施設の確保義務の緩和について、②家庭的

保育者の居宅で保育が行われる家庭的保育事業

に対する自園調理に関する規定の適用猶予期間

の延長について、③乳児４人以上を入所させる

小規模保育所等に係る保育士の数の算定につい

て、保育士とみなす職員の准看護師を対象に追

加についての３点について詳しく説明がありま

した。 

  審査に入り、委員からは、准看護師の配置に

係る特例で、保育事業所に勤務する准看護師に

ついて、医療機関との適切な連携の確保や准看

護師の研修受講の奨励、都道府県または市町村

が行う研修の受講などの体制はどのように考え

ているのかの質疑がありました。 

  子育て推進課からは、現在ファミリーサポー

トセンターというところがあり、子育て支援員
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を養成するための研修を年に１度、リスクマネ

ジメントや子育てについて幼児の遊びなどを網

羅した形での研修を行っているので、そちらの

子育て支援研修にもし准看護師が採用された場

合、参加していただくという形を想定している

との説明がありました。 

  また、別の委員からは、今回の特例ができた

ことにより、准看護師を保育士としてカウント

しますという行政指導のもとに、准看護師を置

かせようという意思はないかという質疑があり

ました。 

  子育て推進課からは、医療的な知見、知識を

有するということは、ある部分子供たちにとっ

てもメリットが高いというところがある。ただ、

市内に事業所が相当数あるが、保育士でやって

いきたいというところは多いようだとの説明が

ありました。 

  その他質疑がありましたが、採決の結果、議

案第48号については、全員異議なく、可決すべ

きものと決しました。 

  続いて、議案第49号新庄市国民健康保険保険

給付基金の設置、管理及び処分に関する条例の

一部を改正する条例については、健康課から補

足説明を受けた後、審査を行いました。 

  健康課からは、これまでの国民健康保険制度

の基金においては、主に市が負担する医療保険

給付に不足が生じた場合に備えて積み立てして

いたものだが、本年４月からの国民健康保険の

制度改革により、医療保険給付費を県が全額負

担することになり、医療保険給付費に不足が生

じた場合の備えとして、市が基金を造成する必

要がなくなったところである。今後については、

県へ納付する国民健康保険事業費納付金に不足

が生じた場合などに国民健康保険税の税率引き

上げなどを回避するための基金として積み立て

ていくため、このたび改正するものであるとの

説明がありました。 

  審査に入り、委員からは、剰余金が出たら全

額基金に積み立てるとうたわれているが、剰余

金を次年度に繰り越すようにすれば、加入者へ

の国保税の軽減が図られるのではないかや、平

成30年度から3,400億円、国からの支援が入っ

ているとあるが、これがいつまで続くか不透明

だという説明だったが、国からの財政支援は手

厚く求めていく必要があると思うなどの質疑や

意見がありました。 

  健康課からは、剰余金は全て基金に積み立て

るという考えは持っていない。まだ制度も固ま

っていない部分があり、剰余金については、平

成29年度の決算では５億8,000万円ほど発生し

ているが、これは、国の財政支援1,700億円が

あるので、そういった額が発生していると思わ

れる。 

  また、国の財政支援は、平成30年度から

1,700億円追加されて、3,400億円となっている

が、それがいつまで続くかは不透明な状況であ

る。 

  また、国民健康保険財政もこれから被保険者

が少なくなることによって、財政規模が縮小さ

れることが予想されるので、剰余金が今後どの

ようになるかは不透明である。仮に、現在の国

民健康保険税の税率により税収だけで県への事

業納付費が納め切れなくなった場合、やはり基

金から補塡しなくてはならないと国民健康保険

税の税率を引き上げる事態を招くので、そうい

った最悪の事態を避けるために、基金は必ず必

要だと思っている。 

  剰余金などをどのくらい積むか、次年度にど

のくらい繰り越すかは、単年度ごとに判断して

いきたいと思い、今回の条例改正では、単年度

ごとに歳入歳出予算に定める額というような文

言に条例を改正するとの説明がありました。 

  また、国からの財政支援については、今年度

の3,400億円がふえるように、全国市長会、全

国知事会等の地方６団体を経由して、国に要望

していきたいという説明がありました。 
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  その他質疑等がありましたが、採決の結果、

議案第49号については、全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  最後に、議案第50号新庄市エコロジーガーデ

ン設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例については、商工観光課から補足説明を受

けた後、審査を行いました。 

  商工観光課からは、今回のエコロジーガーデ

ンのやすらぎ交流施設、旧第五蚕室の耐震改修

工事を行っているということで、11月末の完成

を予定しているが、その整備が整った段階で使

用者（しんじょう産地直売所運営協議会）に対

して新たにその応分の負担をしていただくとい

うことで、使用料の改正を行うものとの説明が

ありました。 

  審査に入り、委員からは、年間使用料の165

万円の根拠を教えていただきたいという質疑が

あり、商工観光課からは、年間の管理運営費

1,760万円ほどかかっていて、そこから実際に

受益者が使う年間光熱費260万円を差し引いた

額をもとに、実際今回の整備にかかった総床面

積のうち、産直まゆの郷のほうで使用している

部分の面積割合を掛けると、125万円ぐらいに

なる。さらに、減価償却費380万円の１割の38

万円をいただき、トータルすると165万円ぐら

いであるとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、市が有形文化財とし

て申請をして、その建物に税金を投入し、必要

な改修をするというのは、登録した以上、当然

のことであり、それとこの使用料が上がるのは

別の考えであるとの意見があり、商工観光課か

らは、農家への負担がそれ相当に出てくるとい

う話だったと思うが、当初市の考えでは、新庄

市公共施設白書というものがあり、施設管理の

中ではフルコストの考えで、求めていかなけれ

ばならない部分があり、それをきちんと割り出

しますと、年間150万円ほどになる。政策調整

会議の中でもさまざまな意見があった。公共施

設白書のとおりにしてしまうと、産地直売所運

営協議会の会員である農家へのしわ寄せが来る

という話です。その中で、負担割合というもの

をどうやって求めていくかという部分で、３割

という部分があるが、そこを１割に落ちつかせ

て、実際の計算では160万円くらいであれば、

それなりに農家へのしわ寄せはないのではない

かという話になった。 

  当然、加わっていない農家のほうから見れば、

一般的に普通の建物を借りればそれなりにかか

るのに、あそこだけあの金額で入っているとい

う意見はある。そこをまず農家にしわ寄せが行

かないような形で、また、産直自体も農家を育

てるという部分もあるということで、最終的に

165万円というところで話し合われたものであ

る。 

  当然、産地直売所運営協議会とも４回ほど協

議をした中で落ちついたとの説明がありました。 

  その他質疑等ありましたが、採決の結果、議

案第50号については、賛成多数で原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。 

小野周一議長 それでは、ただいまの産業厚生常

任委員長の報告に対し、質疑に入ります。 

  初めに、議案第48号新庄市家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第48号新庄市家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例については、委員長報告のとおりに決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第48号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第49号新庄市国民健康保険保険給

付基金の設置、管理及び処分に関する条例の一

部を改正する条例について質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第49号新庄市国民健康保険保険給付基金

の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改

正する条例については、委員長報告のとおりに

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第49号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第50号新庄市エコロジーガーデン

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号新庄市エコロジーガーデン設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、委員長報告のとおりに決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第50号については、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成15票、反対２票、賛成多

数であります。よって、議案第50号は委員長報

告のとおり可決されました。 

 

 

日程第１６議案第６０号平成３０

年度新庄市一般会計補正予算（第

３号） 

 

 

小野周一議長 日程第16議案第60号平成30年度新
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庄市一般会計補正予算（第３号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 15ページの３の５の地

域密着型介護施設等整備費補助金、これは、ど

こにつくられるのか。誰がつくられるのか。ど

のような施設で、何人ぐらい利用予定になるの

かお願いします。 

  次に、17ページの４の９の看護師養成所の公

有財産購入費についてですが、これはどこか。 

  そして、この金額の不動産鑑定はどうだった

のか。 

  そして、全体の建設費11億円余りということ

が全員協議会の場で説明がありましたが、オリ

ンピックの開催準備と重なり、新庄市で言えば

学校の一貫校もあり、建設費が上がる可能性が

あるんですが、その点についてどのように見て

おられるのか。 

  そして、このことについて情報公開請求した

叶内議員に対して不開示というふうになりまし

たが、これについて、不開示で本当によかった

のか、お願いします。 

  19ページの６の９、昭和活性化センター修理

料が出ておりますが、この内容についてお願い

します。 

  ４つ目に、21ページの８の２で市道工事請負

費1,500万円というふうに出ていますが、どこ

で内容はどういうものなのかお願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 御質問

の地域密着型介護施設ですけれども、市内の下

田町、鈴木整形外科跡に建設予定となっており

ます。 

  設置主体及び経営主体ですけれども、株式会

社テイクオフ、この会社につきましては、既に

神室産業高校の近くで平成27年の12月に１つ、

同じような施設を経営しております。 

  施設といいましても、介護サービスの分類で

しますと、あくまでも在宅介護ということで、

小規模多機能の、その多機能の部分ですけれど

も、ヘルパー、それからデイサービス、それか

ら泊まり、この３つのサービスを一体的に提供

するということになっておりまして、事業所の

利用定員が29名、その中でデイサービスの１日

の定員ですとか、宿泊定員がございます。 

  主に、認知症の方など、いろいろなサービス

ごとに提供者がかわると混乱するような方です

とか、そういった方には適しているのかなと思

います。 

  それから、一月の包括報酬ということで、１

カ月に何回、１日に何回でもヘルパー派遣可能

ということであります。 

  一体的に提供ということで、例えばデイサー

ビス急に行きたくないなんていったときには、

その日はかわりにヘルパーが訪問するというこ

とで、柔軟な対応が可能となっております。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 看護師養成所開設準備事

業費の公有財産購入費、まず１点目は、これは

どこの場所かという御質問でございますが、全

員協議会のほうでも御説明申し上げております

が、第１候補地である旧沓沢医院用地でござい

ます。 

  次、２点目、不動産鑑定についてはどうだっ

たのかというふうな御質問でございます。先日

９月20日付で不動産鑑定の報告が届いておりま

す。恐らく、これは確認しておりませんけれど

も、19日に県の地価調査結果の公表を待って報
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告されたものかと思います。 

  この中では、中間報告があったということで、

事務経費等お示しさせていただきましたけれど

も、そちらのほうでお示ししたとおり、平米単

価当たり３万6,500円ということで、こちらの

補正予算に計上して、想定したとおりの金額が

出ております。 

  ３点目、今後建設費が高騰する中で、どうや

って対応していくのかということでございます

けれども、現在プロポーザル方式という方式を

採用していく予定なんですけれども、その中で

は、リスクと考えられるものの分担をどうやっ

ていくかという視点がございます。 

  例えば、不可抗力の場合であったり、法令が

変更された場合はどうするかということ、さま

ざまなリスク項目を想定して、その場合はどの

ような負担を行っていくかということをこちら

のほうで示し、相手の了承をいただきながら進

めていくわけですけれども、やはりプロポーザ

ルを行っていく上で、その資材の経費がどのぐ

らいになっていくのかということも含めて、今

後積算していただくことになりますので、基本

的には、引き受け先の事業者のほうで今後の見

込みを想定していただきながら、設定していく

ものかと思います。 

  ただし、予想もしないような要因によって建

設資材等が上昇していった場合については、協

議する必要があるのではないかと考えておりま

す。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

小野周一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 ただいま情報公開の請求に関

する御質問ありましたけれども、看護師養成校

についての情報公開については、確かに非開示

というような決定をさせていただいたところで

あります。 

  情報公開条例につきましては、この案件に限

らず、公開しない情報の基準としまして、市の

機関の意思決定の過程の情報という部分につい

ては非公開とさせている部分がございますので、

御理解いただければというふうに思います。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 ６款１項９目の昭和活性化セ

ンター費でございますけれども、今回６節の修

繕料につきまして補正させていただきました。

中身につきましては、消防設備の点検を行って

おりますけれども、その点検の中で、火災用感

知器の不備がございまして、それの取りかえと

いうふうなところでの金額というふうなことに

なってございます。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

小野周一議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 工事請負費1,500万円の

内容ですけれども、市内若葉町や鳥越地内にお

ける側溝、それから舗装、補修に使わせていた

だきたいというふうに思っております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりました。 

  看護師養成所についてなんですが、先ほど情

報公開非開示について、総務課長のほうから市

の機関の意思決定にかかわるからというお答え

でした。市の意思決定は済んでいるから、これ

を出したんじゃないでしょうか。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

小野周一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 行政行為を行う際にある、時

に決定という判断を下すわけでございますけれ

ども、その前段の過程の部分については、６条

において市の機関の意思決定の過程の情報につ

いては非公開というような明示がございますの

で、その部分についての判断ということでござ

いました。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 
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１ 番（佐藤悦子議員） この案を出すに当たっ

て、市としての意思決定は既に済んでいるわけ

です。条例によれば、意思決定に影響を与える

ものは出せないみたいなことを書いてありまし

たけれども、市としてこの案を出したまでは、

意思決定したわけですから、済んでいるので、

意思決定に差し支える内容ではないと思われま

すが、どうでしょうか。 

  ３回目になっちゃいました。済みません。も

う一回、もう一ついきます。 

  昭和活性化センターの修理費について、ちょ

っと言わせていただきたいんですけれども、こ

の前議会の報告会を昭和活性化センターで行っ

たときに、この活性化センターの利用者に高齢

者が多いというのに、和式だけのトイレでは、

高齢者来づらくなるだろうなということで、や

はり、洋式トイレ、今ほとんど洋式だし、高齢

者に至っては、洋式じゃなければ使えない。ま

た、障害者もそうですけれども、洋式じゃなき

ゃならないという方もふえておりますので、そ

ういった洋式、考える必要があるだろうし、あ

と、一番大きな研修室が非常に暗くて、字が見

えないような、電気が消えているような状況で、

こういうのは、本当は研修にはできないような

状況になっているので、電球をすぐ取りかえて

いただきたいという要望もあったし、また、ド

アが、自動ドアが何かちょっと異常を来してい

るということもそこに参加した議員たちでみん

なで見たところでありました。 

  そして、体育館の北側の扉の外ですけれども、

これがほとんどさびて壊れて落ちかかっている

ような状態もありまして、そういう軽微なとこ

ろだと思いますが、活用しやすいように直して

いただく必要があるなというふうに感じて、報

告会でもこれは市に言いたいね、よく点検して

やってもらいたいねという話になって、要望し

たわけでありまして、そういった点などは、話

は聞いていないか、点検したか、お願いしたい

と思います。 

小松 孝総務課長 議長、小松 孝。 

小野周一議長 総務課長小松 孝君。 

小松 孝総務課長 このたびは、補正予算を上程

した際、そこの決定した部分については、決定

の部分でございますので、情報公開の対象にな

るというような考えを持っているところではあ

りますが、その決定に至る前段のプロセスの部

分については、先ほど申した基準に合致するた

め、非公開というふうな判断をさせていただい

たところでございます。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 トイレの洋式化というふうな

ところがまず最初に出ましたけれども、農林課

施設以外でも和式から洋式化に順次取りかえて

いるところでございます。 

  これにつきましては、市の施設の優先順位な

んかも考えながら、取り組んでいかなければな

らないのかなというふうに思います。 

  ほかの修繕箇所につきましては、特に、自動

ドアにつきまして確認してございますので、こ

れにつきましては、既決予算の中で対処してい

きたいなというふうなところで、現在修理に向

けて進行中というふうなところでございます。 

  その他の箇所につきましては、予算をかけな

いでできるものについては、まずやっていきた

いなというふうには考えているところでござい

ます。以上でございます。 

小野周一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時５５分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  それでは、ほかに質疑ありませんか。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 
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小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） 私のほうから、24ペー

ジになります。10款２項１目及び10款３項１目、

こちらのほうにエアコン設置のために測量設計

業務委託料が入っていますけれども、そちらの

ほうに今度新しく設置されます明倫中学校と沼

田小学校がありますけれども、その中において、

多分あと３年後開設されますけれども、その間

に小学校、中学校のほうにはこのエアコン設置

の、要は、この業務委託料が入っているのか、

いないのかお伺いしたいと思います。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 明倫中学校、

沼田小学校、北辰小学校につきましては、前に

も御説明申し上げましたが、仮設というふうな

形で進めさせていただきたいと思いますが、今

回補正に計上させていただいております業務委

託料につきましては、その３校の仮設分の設計

も入っているような形になっております。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） はい、わかりました。

一応確認のためでした。というのは、もしかす

ると、来年設置になるといったときに、もしか

したら入らない、要は、卒業して入れない子も

いらっしゃいますので、そういった差別化がな

いようなためだったので、ぜひともそこら辺は

配慮していただいたということだったので、確

認のため聞きました。ありがとうございます。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

７ 番（今田浩徳議員） 議長、今田浩徳。 

小野周一議長 今田浩徳君。 

７ 番（今田浩徳議員） それでは、私のほうか

ら、25ページの中の義務教育学校の、こちらの

ほうの測量設計業務委託料についてお伺いいた

します。 

  いよいよ測量の段階というふうにお話は伺っ

ています。学校敷地内に測量用のくいがどんど

ん立ってくるというふうに聞いておりますが、

そのくいは、生徒の授業であったり、課外活動、

クラブ活動に関してのグラウンドであったりと

いう部分での支障になるようなところへの設置

は、まだされていないのか、していくのか。 

  もうそういうところで、今度は新人戦があっ

たり、そういう大会も控えていますので、そう

いうところで、そういうクラブ活動の邪魔にな

らないようなところでの測量になっているのか

どうか、まずはお伺いします。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

小野周一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 10款４項１目

の義務教育学校管理運営事業費におけます測量

設計業務委託料でございますが、説明不足で申

しわけございませんでしたが、この測量設計業

務委託につきましては、エアコンの設置のため

の設計となりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

小野周一議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 私からは、看護学校の

件で御質問申し上げたいというふうに思います。 

  先ほどから何回もあったんですが、４款１項

９目の養成所費、今までも何回も協議会を開催

して、また、特別委員会を設けて協議をそれぞ

れ重ねてきたんですが、どうも全体的な流れを

聞いてみますと、平成33年の４月に開校に随分

こだわって進められているというふうな感じが

強く私には感じられますね。 

  前にも質問申し上げたんですが、はっきりと

した回答が得られていませんので、なぜ平成33
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年の４月に開校しなければならないかというこ

とをこの際本会議でございますので、議事録に

もきちんと載るように、明快な回答をお願いし

たいと。 

  それから次に、今回の補正予算、今のってい

る買収費、第１番目の沓沢医院の跡地というこ

とになっています。進んでいるんですけれども、

なぜあそこに狙いを定めたのか。どうも理由が

わからないんですね。 

  いろいろ説明を見てみますと、にぎわいを出

すと。商店街に。こういうふうに言っているん

ですが、私から今までの流れを経験から言いま

すと、ダイエー跡地のビル、今のこらっせ新庄、

あれも結局新庄市がわらすこ広場をあそこに設

けるというふうなときにも商工観光課の説明で

はにぎわいを出すというようなことで、私は余

り賛成じゃなかったんですけれども、そんなこ

とはあり得ないと思ったんですが、空きビルに

するには忍びないというふうなみんなの考えで、

あそこをよしというふうに最終的にはやったわ

けですけれども、その後ずっとたどってみます

と、にぎわいが、皆さんが、皆さんというか、

執行部が思っているとおり出ているかどうかと

いうのは考えてみればいいんじゃないかなと。 

  逆に、閉店した店が多いわけですからね。今

あそこを歩いてみても、全部シャッターなんて

閉まっているし、一般の商店では、今の形態で

は、これは店の人に聞いたんですけれども、ス

ーパーやディスカウントショップにはもう太刀

打ちできないような体制になっている。商店と

してはね。ですから、残っても長続きはできな

いんだというふうな意見をこの間商店の経営者

から聞いてきました。 

  ですから、例えばあそこに学校を建てて、今

のところでは90名の学生が来るということなん

ですが、入っても同じような状態になるんじゃ

ないかと、私は思っています。 

  ですから、執行部の皆さんが言っているにぎ

わいを創出するというにはならない前例がある

んですから、ならないというふうに思います。

人が入ればにぎわうということにはならない。

我々今でさえも商店に行って何かしようなんて

思いますか。毎日じゃ市役所の皆さんが職員が

回って、帰りにみんな向こうへ足向けて行きま

すか。人影が見えないじゃないですか。だから、

にぎわいを出すというふうな説得というのは、

ちょっと私は間違っているんじゃないかという

ふうに思います。 

  場所も見ないでああだこうだ言ってもだめだ

と思って、けさようやく沓沢さんの跡地見に行

ってみました。細長く、向こうの道路がそこま

で、道路までずっと続いているところで、細長

くなっていますね。あそこへ校舎３階とか４階

とかと言っていますが、はっきりしないんです

が、建てて、果たして周囲とのバランスどうな

るのかなというふうに思ったんです。余裕がな

いし、今度冬期は一番考えなきゃならない。降

った雪はどうするのか。何か電気はわせて調節

すればいいんじゃないかとかと簡単に言ってい

ますけれども、その維持管理費、経費は誰が出

すんですか。生徒からもらえないでしょう。市

の持ち出しになるんですよ。あそこに学校ある

うちにそれ出していかなきゃならないんですよ。

誰も出すはずないんだから。そんなことでいい

のかな。もう少し慎重にやっぱり対応すべきだ

というふうに私は思うんですけれども。 

  それから、特別委員の皆さんが最終的にはこ

の間気仙沼の病院ですか、看護科の専門学校ま

で視察に行って、いろいろと今後のやり方、ア

ドバイスを受けてきたはずなんですね。 

  この間もちょっと申し上げたんですが、2022

年にカリキュラムが変わっていくというふうな

ことを教えられたはずなんですね。その辺をど

ういうふうに考えているか。ちゃんとした回答

を私もらっていないので、その今言った３点。 

  開校日の決定した理由、それから、沓沢病院
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の跡地にしたいというふうな理由、要因、それ

から、今お話し申し上げた2022年に変わろうと

しているカリキュラム、これをどう考えている

か。 

  ３年生で今進めますと、もし仮に変わったと

すれば、言っていることは、４年になりそうだ

というふうなことを委員会の方の皆さんが行っ

たときに説明を聞いてきて、十分検討したほう

がいいですよと言われて視察に行ったとき帰っ

てきているわけですね。今後こういうふうにな

りそうですから、情報収集も兼ねて十分検討し

たほうがいいですよというふうなアドバイスを

受けてきているわけですね。それをどういうふ

うに考えているか。 

  もう一つ、一番大事なことは、これの設置認

可はどこの誰が出すんですか。ということは、

おとといですか、特別委員が緊急に招集受けま

して、話あったときには、まだ県のほうの許可

をいただくまでの話し合いになっていないとい

うふうなことを委員から聞いたんですよ。 

  どこまでこの話が通じているか、厚生省のど

こまで行っているのか、その辺をはっきりしな

限り、これ進めても県が大変なことになるんじ

ゃないですか。やろうとしている、今計画して

いることが途中で頓挫する可能性がある。何か

話を総合的に聞いてみますと。 

  まず、私が答弁求めました４点についてお答

え願いたいというふうに思います。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 まず、平成33年４月開校、

なぜそんなに早くしなければいけないかという

御質問でございます。 

  かなり平成33年４月というのは厳しいスケジ

ュールであることは認識しております。ただ、

目標年次を決めなければ進んでいかないという

こともございます。例えば教員の確保であった

り、実習の受け入れ先であったり、実習指導員

の配置であったり、こちらのほう、目標年次を

決めなければ全ての具体的な交渉ができないと

いうこともございます。 

  また、やはり設置するというふうな形でいく

となると、最短で行く必要があるかと思います。

１年延ばせばそれだけ人件費も含め管理費もか

かってまいります。最小の経費でいくことも必

要なのではないかなと考えているところです。 

  また、この看護師学校を設立するに当たって

の２つの大きな目的がございます。１つは、地

域の看護師不足に対応すると。もう一つは、若

者の定着というふうなことの２つの大きな目標

があるわけですけれども、やはり新庄最上地域

の生徒のこれからこの地域でも高等機関があっ

て、そこで勉強ができるというふうな環境をつ

くることは大変重要なことであると考えており

ます。 

  例えば、経済的な問題で進学ができないとか、

その他さまざまな問題で控えている生徒たちが

進学する道も開けるということで、これが１年

早くなれば、それだけ早く効果が出る可能性も

ございます。 

  かなり、先ほども申し上げましたが、かなり

厳しいスケジュールであるということは認識し

ております。もしかしたら、場合によっては、

手続の問題で１年延びるというふうなことも想

定されるわけですけれども、やはり、相手方、

交渉先があることですので、目標年次を決めて

進めていく。それもできれば最短で進めてまい

りたいと考えております。 

  また、次の２点目の御質問、なぜあそこに建

設しなければいけないかという問題でございま

す。 

  場所につきましては、昨年来庁内の検討委員

会でもさまざまな検討を重ねてきて、いろいろ

な候補の中から５つに絞って全員協議会のほう

に御提案申し上げました。 

  ５つについては、利便性であったり、何より
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も生徒が通いやすい環境というふうなことで検

討してまいりました。 

  その上で、その５つの中でそれぞれメリット、

デメリットがございますので、利便性、また事

業のスピード性、さまざまなことを総合的に勘

案しまして、２つに絞りました。 

  その上で、その２つを比較した場合、やっぱ

りまちなかのにぎわいというふうな形で説明さ

せていただいたわけですけれども、やはり、行

政が学校を設立するというのは、それ自体がま

ちづくりであると考えております。まちとの関

連性というふうなことを考えた場合、駅東の駐

車場よりも現在第１候補地となっている旧沓沢

医院用地のほうが適当ではないかというふうに

考えた次第でございます。これによって、まち

自体が変わっていく可能性もあるのではないか

と考えているところです。 

  そして、３点目、カリキュラムが変わってい

くことにつきましては、議員おっしゃるとおり、

カリキュラムの改訂が予想されるところでござ

います。内容的には、具体的なことはまだ示さ

れておりませんが、恐らく地域包括ケアと地域

ぐるみで在宅であっても看護していくというふ

うな内容に変わっていくのではないかなという

ふうな想定がされますけれども、こちらにつき

ましては、常にこの情報を、昨年来そういう話

があるということはお聞きしておりますので、

常に情報をとりながら、それに対応した形で対

応できればというふうな形で考えておりますけ

れども、もし平成33年度までにそれが示される

ことによって、新しいカリキュラムでこちらの

ほう、学校が運営できる可能性もございます。 

  内容的には、カリキュラムの授業内容の変更

ということですので、そちらのほうに対応する

知識と協議というか、勉強を行いながら対応を

していくということでございますので、今まで

やっている専門学校が大きく変わって対応でき

ないというふうなことではないと考えておりま

す。 

  また、４番目ですけれども、認可のほうは誰

が行うのかということですけれども、平成27年

度の法改正により、厚生労働省から認可が県の

ほうにおりてきております。ですから、認可先

は県、具体的には地域医療対策課になるんです

けれども、これまで何回も相談に伺って、どん

な手続をもって、どんな書類をそろえればとい

うふうな相談は行っているところです。 

  ただ、今までそれぞれ部署が違うものですか

ら、別々に話を聞いたり、お願いに行ったわけ

ですけれども、これから本腰をかけてこの学校

を設置していくとなれば、やはりそれぞればら

ばらの交渉ではできなくなりますので、県のほ

うでもできれば組織的に対応していただく必要

があります。 

  そちらのほうの話を現在しているところです

ので、総合支庁を窓口としてこれからいろいろ

アドバイスをいただきたいという話もしている

ところですので、御理解いただければと思いま

す。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

小野周一議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 今まで従来の考えを今

もう一回言ってもらったように聞いておったん

ですけれども、特別の理由があって平成33年の

４月と決めたんじゃないということを私は理解

しました。 

  状況によっては、いろいろな手続、相手があ

ることですから、こっちの思ったとおりにはい

かないこともあると思うんですが、どうも気に

なるのは、これを最終決定みたいな形にして物

事が進んでいる。 

  第１番目に、その土地から入るというのは、

どうも私は納得がいかないですね。土地なんて

いうのは、一番後でもいいんじゃないですかね。

中身をやっぱりきちんと決めて、どういうふう

な方向でいくか。相手の動きはどうなのかとい
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うことを捉えて、よしこれでいけるとなってか

ら場所を決めたっていいんじゃないかと。 

  逆に、やっぱりやり方がと思って私見えるん

ですけれども、どう考えても、この第１候補地

の沓沢医院跡地というのは、私は賛成できない。

ごらんになった方が多いと思うんですが、あの

地形からいって、ああいう細長いところにどう

やって校舎建てるんですか。細長く、何棟とい

いますか、こういうふうにするしか方法ないの

で、そうすると、非常に効率の悪いような使い

方をしなきゃならないことになりますよ。余裕

がないんですから、とにかく。 

  それで、私盛んに申し上げた駐車場の件なん

ですが、駐車場は設けない。駐輪場だというふ

うにして、今話になっているわけですけれども、

高校卒業して免許取らない人はほとんどいない

んですよ。自転車で来なさいと言うんですか。

そういうふうな対応で、私は生徒は集まると思

っていないんですね。 

  状況をそっちこっち聞いてみますと、非常に

生徒集めるのに苦労しているという話ばっかり

私の耳には入ってくるんですよね。視察に行っ

た宮城県気仙沼周辺のことを聞いても、委員の

方が聞いてこられたと思うんですが、縮小、合

併しているんですね。私の親戚の子供も今その

看護学校に行っているんですが、もとの学校を

縮小して、２つの学校を１つにしたところに今

行っているというふうな話を聞いてきたんです

よね。ですから、決してふえてはいないんじゃ

ないですか。 

  それは、どこから来ているのか、看護婦の需

要と供給のバランスが崩れているのかなという

ふうなことも考えられるんですけれども、決し

て安定的な事業ではないんですよね。私が考え

ると。今の状況ですよ。将来はわからないです

けれども、看護婦の不足ということから始まっ

ているんですけれども、今日本全体をやっぱり

状況を見ても、そんなにも不足なんていうこと

はないんじゃないですか。とにかく、対応の仕

方なんだよ。やっぱり考えていかなきゃならな

いんじゃないか。 

  例えば、ここの徳洲会病院みたいに保育施設

を併設するとかというふうなことで看護師を確

保するというふうな方法をとっているわけです

から、やり方を変えることによって、生まれて

くるというふうな要素があるわけですから、決

して人数的には減ってはいないんじゃないかと

いうふうに私は感触を受けております。 

  いろいろありますけれども、とにかく、もう

少し私どもと協議を十分に重ねて、あらゆる方

面から再検討すべきだなというふうに私は感じ

ているんですけれども、この今回の土地の買収

を何とか保留する形でやってもらいたい。 

  補正予算には上がってはきたんですけれども、

留保していただけないかというふうに思ってい

るんですけれども、どうでしょうか。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 全員協議会のほうでもお

話しさせていただきましたけれども、土地とい

うのは、やはり教員とあわせて、重大な項目、

事項であるというふうな形で考えております。 

  やはり、土地も決まらなければ、先に建設の

計画も立てられませんし、やはり、土地自体が

この学校の要素を決める大事な要素になると考

えておりますので、全員協議会で申し上げてお

りますとおり、このスケジュールで、そして、

場所についても御理解をいただければと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

小野周一議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 最後ですので、しつこ

いようですけれども、私はこの案には賛成でき

ません。 

  必ずこれはこの土地を決定すると、いろいろ

な市民から何でやというふうなことが必ず起き
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てくる。今の時点でさえ、私のほうも何件か、

何人か会って聞いていますけれども、あそこい

いんじゃないかと聞いたのは１人もいない。だ

めだという人が多いんですよ。市民の間では。

商店の人も言っています。何でああいうところ

に看護学校建てなきゃならないんだ。何もにぎ

わいなんか、創出になりませんよと。にぎわい

なんか出てこないと言っているんですよ。商店

の人が言うんですから、私言ったんじゃないで

すよ。今の社会情勢をつかんでいないんじゃな

いか、さっぱり新庄というふうなことまでも言

われました。 

  こんな、今の商店、昔からの商店は、この状

況で社会情勢で復活なんかするはずない。太刀

打ちも何もできないで、もう諦めているんです

よ。ですから、活性化どころか、もっともっと

やっぱり縮小していく、閉鎖するところがどん

どんどんどんふえてきて、空き店舗、空き家、

この新庄市ではそういうものがどんどんふえて

くる。間違いないですね。 

  だから、見込み違いだけしないでいただきた

いなというふうに思うんですよ。別の方法を考

えて、活性化をやっていくんだったらいいけれ

ども、この学校一つでまちの活性化なんていう

ことを求めるなんていうのは、とんでもない話

だ。期待絶対できません。断言できます。みん

なが思っているんですから、私だけじゃなくて、

何人にも聞いてみましたよ。皆さんもついでに

聞いてみなさい。知っている人に会ったらば、

あそこでどうでしょうかと。いいなんて言う人

出てこないんだから、不思議と。 

  ということで、全体的に、看護学校を設ける

というのは、頭から反対ではないんですが、場

所が絶対あそこは、私は個人的には認めるわけ

にいかない。何もいいものもさっぱりない。何

回も言いますけれども、こらっせ新庄の場合を

見てみなさいという。活性化なっていないとい

うこと証明しているんじゃないですか。 

  よく考えて、やっぱり事業やって、薄半端な

投資するんじゃないですよ。あそこに建てたら、

何十年も必ず持っていかなきゃならない。赤く

ても黒くても。赤ければ新庄市が補塡していく

というふうになってくるんですよ。市立の看護

学校ですからね。 

  今の状況ですと、他市町村、７町村も協力し

ないというふうなことになっているし、単独で

すよ。一人旅です、新庄市の。将来性ないもの

を状況を判断して、いいんですか、それで。禍

根を残しませんか。私は残ると思うんですよ、

このまま進んだら。私の考えですから、皆さん

方、ほかの方はどういうふうに考えているか。

とにかく、このことに関しては絶対私は反対で

す。以上です。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 最初に、８ページ、13

款１項５目商工使用料の、こちらエコロジーガ

ーデン使用料53万4,000円が追加になっていま

す。まず、この理由。 

  そして次に、９ページ、15款２項４目農林水

産業費県補助金、こちらの有機農業推進体制促

進事業費補助金。これは平成30年度の県の補助

金制度、制度資金と理解しているのですが、募

集の期間が10月末というふうになっていて、こ

の募集期間のぎりぎりの段階で今回補正の計上

となったのはなぜかということです。 

  次に、あわせて、こちらの農業のとあわせて、

18ページ、６款１項５目の、こちらが有機農業

推進体制促進事業ということで、こちらのどの

ような事業となるのか。これをあわせて伺いま

す。 

  そして次に、17ページの４款１項９目看護師

養成所、こちらの公有財産購入費ということで、

4,380万円計上されています。さきの委員会な

どで４月下旬には実地測量して、更正登記をす
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るということだったんですが、これまで提示さ

れてきた全体の面積というのが約1,200平方キ

ロメートルという提示でした。こちら、面積が

幾らになったのか伺います。 

  そして、20ページの７款１項３目の新庄まつ

り振興事業費、山車資材保管施設等基盤整備補

助金、こちらの内容を伺います。 

  そして、26ページの10款５項11目社会体育費

の新庄ハーフマラソン大会実行委員会負担金、

この100万円は寄附金による100万円の増額と思

うんですが、こちらのほうは、そのハーフマラ

ソンへのほうへの100万円という理解でよろし

かったのかどうかを伺います。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 まず、歳入のエコロジー

ガーデン使用料でございます。先ほど御可決い

ただきました使用料の見直し改定に伴う部分で、

12月から４カ月分使用料として発生する部分と

いうことで、43万4,000円ほどになります。 

  あと、あわせてゲストハウスの使用料見込み

で、今順調に利用者がふえているというような

こともありますので、さらに10万円プラスさせ

ていただいて、トータルで53万4,000円という

ふうなことでございます。以上でございます。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 ９ページの15款２、４の農林

水産業費補助金の有機農業推進体制整備促進事

業費補助金５万円、それから18ページの６款の

補助金10万円、これ関連ございますので、あわ

せて御説明申し上げます。 

  平成29年度に山形県でいわゆる農の匠という

ことで、有機農業の匠というふうなことで、県

内で19名が認定されました。そのいわゆる有機

農業を推進していく事業につきまして補助金を

出すというふうなことでございまして、19名の

うちで２名、新庄市の方がいらっしゃいます。

どちらも稲作中心の方でございますけれども、

その方が例えば講師になって研修会を開くとか、

新たな新規取り組み者の定着の促進を行うとい

うふうな事業に、例えば会場費であったり、い

わゆる講師謝金であったり、使えますよという

ふうな事業でございます。 

  この事業につきましては、当初手を挙げるか

というふうなところがあったんですけれども、

有機の匠の方の御理解も得ないといけませんの

で、今回御理解得られたというふうなことで、

事業をやってみましょうというふうなところで、

補助金を今回補正したところでございます。 

  具体的には、どういうふうにやるかというの

は、その有機の匠の方と相談しながら事業をや

っていきたいというふうに考えておるところで

ございます。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 看護師養成所開設準備事

業費の公有財産購入費に係る土地の面積という

ことですけれども、測量設計、境界確定業務の

報告書が来ておりますので、その内容は出てお

ります。 

  ただし、この内容自体は、個人情報で、まだ

契約しているわけではありませんので、詳細の

面積はここで公表するわけにはいきませんので、

御理解願います。 

  ただし、最初に1,200平方キロメートルとい

うふうな形でおおよその面積を申し上げている

わけですけれども、大きく変わりはないことを

御報告申し上げます。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 済みません。歳出の20ペ

ージ、新庄まつり振興事業費の山車資材保管施

設等基盤整備補助金でございます。30万円でご

ざいます。これについては、町内で山車の台車

の更新というふうなことで申請がございます。
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３分の１、済みません。申しわけございません。

山車の台車更新については、交付率50％という

ことで２分の１になりますが、限度額として30

万円というふうなことで、見積もりで108万円

ほどでございますので、そのうち交付率50％で、

限度額30万円の30万円というふうな計上でござ

います。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

小野周一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 新庄ハーフマラソン大会

実行委員会の負担金の100万円についてでござ

いますけれども、議員のおっしゃるとおり、市

内の建設会社であります沼田建設株式会社のほ

うから地域貢献の一環ということで、市のスポ

ーツ振興に役立てていただきたいという寄附金

を100万円頂戴いたしまして、その中で、新庄

ハーフマラソン大会に、スポーツ振興の中でも

新庄ハーフマラソン大会に活用していただきた

いという、明記していただきましたので、こち

らのほうに負担金ということで計上させていた

だいたものでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） まずは、ゲストハウス

のところ、８ページの13款１項５目の商工費に

ついて、この前さきに決まった改修したまゆの

郷の賃料が上がる部分と、あとゲストハウスの

利用がとても好調だということで、そちらのほ

うがプラス10万円となっているということです

が、こちらのゲストハウス、昨年改修してから

どのような人数が、人数というか、利用者が何

名あって、今どのくらいの稼働率になっている

のか、そのあたりを伺いたいということと、次

に、９ページ、18ページの有機農業については、

今回の県の予算がこの推進の体制を整備してい

くための事業ということでなんですが、新庄市

としては、今後この体制を整備していく中で、

その有機農業の推進については、どのようなこ

とを計画しているのか。もしあれば、伺いたい

と思います。 

  そして次に、17ページの公有財産購入費なん

ですが、個人情報で、面積のほうは明かすこと

ができない。公表することができないというこ

とで、約1,200平方キロメートルというところ

で、余り大きく変わりはないとおっしゃるんで

すけれども、もし面積が1,200平方キロメート

ルより小さい場合、その単価ということが３万

6,500円掛けるその単価にした場合、差額が出

てくるかと思うんですが、その差額については、

今後出てきた場合どのように処理、補正をして

いくのかを伺えたらなと思います。 

  そして次に、この寄附金をいただいて、ハー

フマラソンについてなんですが、寄附金をいた

だいて、より内容のよいものができていくと考

えられるんですが、当初の予算で720万円計上

してあったんですが、そのところから、例えば

市内にはほかにもスポーツイベントを開催して

いる団体などもあって、自前で予算を獲得して、

国の予算などを獲得して大会を実行していると

ころもあるなと見受けているんですが、そうい

った場合、例えば補正を、この段階でそういっ

た団体に少しでもいいので、予算を回すとか、

そういった議論がなかったのかどうか伺います。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 エコロジーガーデンのう

ち、ゲストハウスということで、平成30年の２

月に整備をしております。そこでオープンとい

うふうなことで、平成29年度分としましては、

２件、８名の御利用でございます。 

  それで、今現在８月までの数字でございます

が、20件、95名が利用されておるところでござ

います。以上です。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 新庄市としての今後の有機の
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対応というふうなことかというふうに思います

けれども、有機農産物というふうなところでの、

例えば有機ＪＡＳ認定というふうなところにな

りますと、化学肥料とか、農薬等を100％減ら

すというふうな立場の方もいらっしゃいます。

そういうふうに目指している方も当然いらっし

ゃいますし、特別栽培農産物というふうなこと

で、いわゆる化学肥料とか、農薬を50％減らす

というふうなところでもってある程度のつや姫

とか、そういったところで栽培されている方も

いらっしゃいます。 

  それから、なるべく大面積である程度決めら

れた使用量の中で農薬、化学肥料を使って収益

を目指すというふうな、さまざまな形がやはり

農業にはあるのかなというふうに思います。 

  どれが正解でというふうなことはなかなか言

えないと思いますけれども、市として目指すの

は、農家の所得向上、それから、市の環境のよ

い環境のところというふうなところで、やはり

あるかと思います。 

  それで、今後は、100％有機というふうなと

ころでやっぱり目指すというふうなところはと

てもちょっとなかなかできないことかなという

ふうに思いますけれども、今回有機の匠の方を

中心として、この有機というものの取り組みが

広まっていけば、メリットがあるというふうに

感じれば、やっぱり農家の人はついてくると思

いますし、その心情に同調するというふうな方

がいれば、やはりある程度は所得が低くてもつ

いてくるというふうな方もいらっしゃるかとい

うふうに思います。 

  そういったところで、やはり農家の選択とい

うのはさまざまあると思いますので、今回有機

の匠の活動の場というふうなところの補助金に

なりますけれども、そういったところが広まっ

ていければなというふうなところでいるところ

でございます。 

関 宏之総合政策課長 議長、関 宏之。 

小野周一議長 総合政策課長関 宏之君。 

関 宏之総合政策課長 看護師養成所開設準備事

業費の公有財産購入費の1,200平方キロメート

ルより土地が少なかった場合どうするのかとい

うことでございますが、土地の購入には不用な

金額ということで、補正予算で落とすというふ

うな形になるかなと思います。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

小野周一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 ほかのスポーツ団体のい

ただいた寄附金を補助などで交付することは考

えていなかったかということでございますけれ

ども、今回頂戴しました企業様のほうから、寄

附金の使途といたしまして、具体的にハーフマ

ラソンに活用していただきたいということがご

ざいましたので、その頂戴した部分については、

実行委員会の負担金のほうに充てさせていただ

きまして、今年度開催されますハーフマラソン

のほうを有意義な活動に、大会にしたいという

ふうに考えているところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） まずは、商工費のゲス

トハウスなんですが、決算委員会の中で、もう

１棟同じような建物があるということを発言し

たかと思います。その際、行政財産目的外使用

料ということで、年間が7,650円ということな

ので、前にゲストハウスを市で実験的にとやり

たいといった場合に、許可した場合、した際に、

他の議員からも１棟でどうなるんだという意見

が出ていたかと思います。 

  まず、１棟で実験してみて、好評であればと

いうことだったかとも思うんですけれども、そ

の際にもう１棟のほうも必要なんじゃないか、

もう１軒あるほうも同じように改修して、１人

でも多くの人が利用できたほうがいいんじゃな

いかという意見に対して、そっちのほうは使わ

ないんだということだったんですが、この金額
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の対比を見ても、ゲストハウスにしていくこと

がよその人であったり、市内の方であったり、

エコロジーガーデン、大変注目されているとい

う点もあって、もう少し利用の拡大、ゲストハ

ウスとしての利用の拡大がもしかしたらあって

もいいのではないかと思うんですが、その点は

商工観光課ではどのように考えているかという

ことと、あとは、有機農業に対しましては、私

も観光農法を否定するとか、そういったことで

はなくて、やはり、県内の、県の中で19名の農

の匠ということで、県知事より承認していただ

いた中に、新庄市の出身の方が２名もいるとい

うことは、非常に大きいことだなと。その努力、

そんな１年や２年やって匠として認定されるも

のではないわけで、十何年も20年も続けてきて、

本当にこれは消費者の方から求められるものな

んだという中で、実践をされてきているのでは

ないかなと。 

  プラス、そして、高付加価値のものになって

いくということの手応えもあるやに聞いていま

す。 

  農家の皆さんが全員が全員というわけではな

くて、新庄市がやっぱり環境を向上させていく

にしても、この有機農業の取り組みというのは、

ハードルは高いけれども、推進していくことが

この地域の、地域自体の、新庄市自体のブラン

ドも上げていくことにつながっていくのではな

いかなと考えております。 

  そして、地域医療の、済みません。公有財産

購入費に関しては、面積が小さい場合は、その

額を不用額としていくということだったので、

これはわかりました。 

  そして、先ほどのスポーツ振興についてだっ

たんですが、こちらは、寄附金をいただいて、

100万円プラスになったわけで、当初計上して

いた720万円のところを、例えばそっちを620万

円に減額して、いただいた100万円をプラスし

てももともとの720万円になるものだから、残

りの部分でほかの振興団体に何か活用するよう

な案がなかったかなという意味で質問させてい

ただいたんです。以上になります。 

荒澤精也商工観光課長 議長、荒澤精也。 

小野周一議長 商工観光課長荒澤精也君。 

荒澤精也商工観光課長 「ミノムシ」の部分につ

いてももう１棟というふうなお話かと思います

が、実際に今回昨年度、平成30年２月にオープ

ンして以来好評を得ておりまして、本当にそれ

ぞれ使い勝手がよいというふうなことで、皆様

方から御好評も得ながら、今現在やっていると

ころでございます。 

  その今後の部分についてでございますが、実

際に今現在、第五蚕室の耐震改修工事が始まり

まして、あわせて順次第四蚕室、第一蚕室とい

うふうなことで整備していく中で、ますます交

流人口等も生まれる部分が出てくると思います

ので、その辺の部分も含めて今後検討すべきか

なというふうに思っております。 

小野茂雄農林課長 議長、小野茂雄。 

小野周一議長 農林課長小野茂雄君。 

小野茂雄農林課長 有機農業につきまして、今回

農家の皆さんにこのやり方を広める機会を得ま

したので、まず、今年度やってみて、もしかす

ると来年度別の手法でやるとか、そういったと

ころがあるかと思いますけれども、継続してや

っていけるように進めていきたいと思います。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

小野周一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 スポーツ振興の負担金を

減額してというお話でございましたけれども、

やっぱりハーフマラソンにつきましては、当初

計上させていただきましたお金の中でもなかな

か運営が何とか頑張れるような状況ではあった

んですけれども、今回いただきましたことで、

より参加者にとってよりよい運営をしたいとい

うふうに考えておりますので、おもてなしの部

分とか、ＰＲ、またはバス輸送の部分などに昨
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年より充実を図りたいというふうに考えておる

ところでございます。以上でございます。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 私のほうから２点お聞

きします。 

  １つは、23ページの水防費、水防活動事業費

の中だと思うんですが、一般質問の際、森環境

課長のほうから排水設備、本合海地区に設置さ

れているわけですが、その排水設備が、私から

も指摘させてもらったんですが、その施設の中

のポンプの修理というか、部品いろいろ準備す

るという内容なのか、確認させていただきたい。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 清水議員には一般質問の際に

も御質問いただいたところでございます。 

  排水ピットに設置してあります水中ポンプで

すが、やはりホースが折れたり、また外れたり、

またホースに穴があいたりしましたり、性能が

十分に発揮できない状態が続いておりました。 

  災害が続いたというわけではございませんが、

性能を常に発揮できるような形で、水中ポンプ

から排水管に管を直接つなぐというような、今

回の補正になっております。よろしくお願いし

ます。 

８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） よろしくお願いしたい

と思います。 

  それで、そのページの、その上の防災対策推

進事業費工事請負、これの内容。 

  そしてまた、今回豪雨対策、豪雨被害の対策

事業等は、格別補正予算にも出ていないように

見受けられるんですが、農業委員会のほうに一

つ聞いておきたい。 

  農業委員会のほうで、18ページ、農業委員会

運営事業費とあるわけなんですが、農業委員の

皆さん、今回のこの被害、農地関係いろいろ被

害が出ておるわけで、その辺の農業委員の意見、

どういうふうな形で話し合われて、この被害対

応、被害状況、どういうふうに話し合われて、

どういうふうに把握されて、どういうふうに進

めようというか、農業委員会のほうでまとめ方

をしていただいているのか。ちょっとその辺わ

かればお聞かせいただきたい。 

森 正一環境課長 議長、森 正一。 

小野周一議長 環境課長森 正一君。 

森 正一環境課長 ただいまの質問は、非常備消

防運営事業費の中の工事請負費400万円ほど計

上しているものでございます。これは、東庁舎

前に震度計を設置しておりますが、東庁舎を解

体するということでございますので、それに伴

い、上下水道庁舎脇へ移設工事を行うというも

のでございます。 

三浦重実農業委員会事務局長 議長、三浦重実。 

小野周一議長 農業委員会事務局長三浦重実君。 

三浦重実農業委員会事務局長 では、お答えさせ

ていただきます。 

  このたびの８・５、また８月30日、31日にか

けまして２度の豪雨災害を受けたわけですけれ

ども、農業委員会といたしましては、８・５の

際に受けた被害につきましては、農業委員会独

自によります調査を行っております。 

  やはり、農業委員会としては、地域の実情に

一番詳しいと。また、地番、地籍等、所有者ま

で含めて、また経営まで含めて理解のある方々

が率先して、その被害状況を農林課のほうに集

積をしまして、報告をさせていただいておりま

す。 

  また、このたび８月30日につきましては、保

全会と一緒になって、まず拡大した被害状況を

調査させていただきまして、地域の中心となっ

て活動させていただいているところでございま

す。以上です。 
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８ 番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小野周一議長 清水清秋君。 

８ 番（清水清秋議員） 局長、よろしくひとつ

まとめ方をお願いしたいと思います。 

  特に、何でこういうことを聞いたかと。今回

農業委員会の委員は、市長のそれなりの新たに

農業委員会制度変わってからのそういうふうな

対策を練ってもらうことになるわけですから、

ひとつ市長もぜひ農業委員会のほうもきちんと

指導していただきながら、対応していただきた

いと思います。 

  あと、森課長、そういうふうな内容わかりま

した。 

  ここに出ていない、この今回の豪雨対策事業、

いろいろな形でこれから出てくる。農林課長も

10月をめどにまとめて対応したいということも

聞いておりますので、ひとつその辺もしっかり

と対応策を我々に後ほど説明していただければ

ありがたいと思います。よろしくひとつお願い

して、終わります。 

小野周一議長 それでは、ただいまから10分間休

憩します。 

 

     午後２時００分 休憩 

     午後２時０９分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  それでは、ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  ここで、議案第60号平成30年度新庄市一般会

計補正予算（第３号）については、修正動議が

提出されておりますので、ただいま事務局に移

しを配付させます。 

  暫時休憩します。 

 

     午後２時１０分 休憩 

     午後２時１１分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  本修正動議は、２人以上の発議者がおります

ので、動議は成立します。 

  よって、修正動議を直ちに議題といたします。 

  修正動議の説明を求めます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

   （叶内恵子議員登壇） 

２ 番（叶内恵子議員） 平成30年９月21日、新

庄市議会議長小野周一様。新庄市議会議員叶内

恵子、佐藤悦子。 

  議案第60号平成30年度新庄市一般会計補正予

算（第３号）に対する修正動議。 

  上記の修正案を地方自治法第115条の３及び

新庄市議会会議規則第17条の規定により提出し

ます。 

  提案理由。修正内容。本案は、看護学校養成

所費のうち、公有財産購入費（土地購入費）に

伴う経費を削除するため、予算の一部を修正し

ようとするものである。 

  修正理由。新庄市の持続可能な社会を目指す

上において、財政悪化を招かないように、一度

立ちどまって、議論を重ね最善策を検討し見直

すべきと考える。 

  １、看護師養成機関設置は必要。 

  看護師養成機関は、少子高齢化の進行により、

医療・福祉分野で人材不足が深刻化している看

護師を地元で育成する仕組みをつくり、若者の

地元定着と医療機関等に従事する看護師を確保

することが目的である。 

  新庄最上地域における看護師養成機関の設置

は、新庄最上地域外への若者の人口流出に歯ど

めをかけるとともに、地域外から人を呼び込む

効果が期待でき、地域の持続可能性の観点から

市民も期待を寄せている。 

  ２、カリキュラムの変更を待って十分なよい
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ものを。 

  しかし、日本医師会の「助産師・看護師・准

看護師学校養成所調査」によると、看護師の知

識・技能が高度化するにつれて、准看護師養成

や２年制・３年制課程の応募者が減少している

のも現実である。これに反比例するように看護

大学は増加しており、看護師養成が、准看護師

や看護師養成校から大学などにシフトする傾向

が顕著になっている。 

  また、現在、疾病構造の変化や少子超高齢社

会の進展など医療をめぐる状況は大きく変わり、

また医療・介護提供体制も大きく変化しようと

している中、看護師には、対象者の複雑性・多

様性に対応した、より総合的な看護ケアの提供

が求められている。これらに対応した、より総

合的な看護が提供できる看護師を育成するため

には、臨床推論力を養う教育や実習の追加、在

宅領域の教育の増加などが不可欠であるため、

従来の３年間の教育ではこれ以上の教育内容の

追加は不可能であるということを理由に、日本

看護協会では、これからの社会・医療に対応で

きる看護師を育成できるよう、看護師基礎教育

の４年制化の実現に取り組んでいる。また、看

護師養成における、カリキュラムの変更が2022

年に予定されている。それに合わせた内容にす

るためにも十分に考えるべきである。 

  ３、予定地についての吟味・合意が必要。 

  また、看護学校建設予定地については、議論

を尽くしたと言えず、平成30年８月29日の全員

協議会において、市長の要望は聞いたが、当該

予定地ははっきりと確定したわけではない。 

  ４、オリンピック前の建設資材等の高騰によ

る市財政への影響。 

  看護師養成所開設準備事業費見込額について

も、2020年にはオリンピック開催を控え、建設

事業費の資材の高騰・人材の確保等不透明な社

会情勢であり、予算額11億5,350万円におさま

る保証はない。建築された建物の構造が鉄骨造

やＲＣ造であれば、建築後約50年間使う建物と

なる。 

  ５、あらゆる関係機関の意向を聞き、協力を

得る努力不足。 

  市の総合戦略へのパブリックコメントでは、

県立高での看護師養成校設置の要請をすること、

深刻な介護員不足に対して、新庄コアカレッジ

介護福祉科と締結し、介護初任者研修も取得で

きるカリキュラムを組むこと、介護業界に市独

自の処遇改善対策を行うことで若者定住を図る

という提案がなされている。しかし、深刻な介

護職員の人材確保対策は、市独自で進められて

いない。 

  また、県立校での看護師養成校設置について

は、市が県に要請し、「高校再編を待って」と

の回答とのこと。新庄東高には、市は正式に看

護師養成校創設の依頼はまだ行っていない。 

  ６、住民・市民への説明不足。 

  看護師養成校設置について、市がどのように

進捗させているのか、「分からない」市民が多

い。看護師養成校を設置した場合、その運営費

について、養成校が得られる入学金及び授業料

の収益について、それ以外の収益について、国

等からの交付金や補助金について、運営にかか

る年間経費について住民・市民に明確に養成校

運営の将来見通しを明確に情報公開を行う必要

がある。その上で、養成校の設置の要否につい

て必要であれば住民投票を行うか市民会議を行

う必要がある。 

  もう一度立ちどまって、議論を重ね最善策を

検討し見直すべきと考える。 

  別紙。平成30年度新庄市一般会計補正予算

（第３号）に対する修正案。 

  平成30年度新庄市一般会計補正予算（第３

号）の一部を次のように修正する。 

  第１条第１項中、「６億8,748万4,000円」を

「６億4,368万4,000円」に、「162億713万7,000

円」を「161億6,333万7,000円」に改める。 
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  第２条を削り、第３条中、「第３表」を「第

２表」に改め、「同条」を「第２条」とする。 

  別紙第１表歳入歳出補正の一部を次のように

改める。 

  第１表歳入歳出予算補正の歳入の表中、「19

繰越金１繰越金２億8,111万8,600円、そして３

億1,294万円」を修正の部分は「2,735万4,000

円」、そして計で「３億854万円」に、そして、

21款市債の１項市債を減額し、修正案は、「６

億8,748万4,000円」から「６億4,368万4,000

円」に減額し、合計が161億6,333万7,000円に

改めるとしました。 

  参考資料を添付させていただきまして、この

ように修正案とさせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

小野周一議長 それでは、ただいまの修正案に対

する質疑を行います。質疑ありませんか。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 前にも新聞折り込みで

同じような内容を既に拝見しております。 

  提案理由に関しては、私も一部納得できる部

分もあるのですが、修正動議案の１ページの３、

予定地についての吟味・合意が必要ということ

がありますが、我々議員にも９月定例会に入る

前、この文書中にもありますが、８月29日まで

全協をやられて、看護師養成校の候補予定地の

説明を頂戴したと。 

  ということは、推測しますが、前段で清水議

員が代表を、会長を務められております看護師

養成校の特別委員会を議会においても設置して

いると。また、ちょっと私は不自然だなと思う

んですが、発議者である叶内恵子議員も看護師

養成校の特別委員会に所属しておりまして、

我々入っていない議員よりはこの件に関して執

行部もしくは議員間同士で協議する機会が多か

ったはずなのに、その努力を私は怠ったのでは

ないかなと推測します。 

  その辺のまずお答え、最初直近の議会特別委

員会の開催は、今定例会中あったというふうに

聞いておりますが、９月定例会に入る８月29日

の全員協議会を開く上での看護師養成校の特別

委員会の中では十分な質疑されなかったんでし

ょうか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） ８月17日の特別委員会

を言っていらっしゃると理解してよろしいでし

ょうか。（「全協直前」の声あり）８月17日でよ

ろしいでしょうか。全協の前の特別委員会で、

大変私ごとで申しわけないんですが、体調のと

ころに、体調のほうが著しくちょっと悪くなり

まして、その日欠席をしてしまった。欠席をし

たのは、私の責任で、欠席をしたということは、

そこで何も発言しないという意思表示ととられ

てもしようがない。皆さんの話、議論をされた

ところに、また、決められたところに賛成であ

るということでも、そうでしょうと言われても、

いたし方ない。何の弁解もできない状況のこと

であるんですけれども、それは、そちらのほう

は議論のほう、自分がちょっといなかったとい

うことが現実です。 

  それの、今回やはり看護学校自体を否定して

いるものではなくて、議論というか、議会の中

であったり、委員会の中であったり、議論が進

む中で、ただ、多くの市民が、いきなり何であ

そこに何か人が来ている。例えば、今の土地に

ついて、人が来ている。何かやっている。井戸

でも掘るんだろうかなんていう、そこからいろ

いろな質問が、疑問が湧いてきて、やはり何で

ここなんだろうという多くの声を聞くことにな

りました。 

  また、資材の高騰ということからも考えても、

ちょっと落ちついて、じゃどこが一番新庄市に

とって、税金を使うわけですから、市民はどこ

がいいと望んでいるのかということも含めて、
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考える時間があってもいいのではないかと思う

に至りました。 

  その提出であります。そういった意味も含め

た提出であります。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 前、私が伺っている、

余計なことは答えなくてもいいので。これ、発

議者への質問から若干それますが、議会として、

先ほどの修正動議のときも議長経験者でもある

清水議員のほうからいささかちょっと乱暴では

ないかなと。私も同感でございます。 

  形式さえ整って、地方自治法でも動議の発議

はできるということで、事務局も法にのっとり、

人の話を黙って聞いていてください。これはで

きるんですが、ここは議長、ちょっと質疑の場

をかりて言うべき話ではないんですが、例えば

この本会議を暫時休憩いたしまして、会派代表

者会もしくは議会運営委員会を開催し、看護師

養成校である特別委員会の長でございます清水

議員より、特別委員会の話し合いの経過を一度

お聞きする時間をつくっていただけませんでし

ょうか。 

小野周一議長 暫時休憩します。 

 

     午後２時２９分 休憩 

     午後２時３０分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開します。 

  会派代表者会を開きますので、暫時の間休憩

します。 

 

     午後２時３１分 休憩 

     午後２時３９分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

  修正案に対する質疑ありませんか。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小野周一議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） お取り計らいいただき

ましてありがとうございました。 

  やはり、ちょっと私は違和感が残るというこ

とです。新庄市議会も常任委員会２つあるよう

に、より深く議論できるように委員会を設置し

てございますので、そこの話し合いを私はどう

しても軽視しているのかなということで、残念

であるということを申し上げて、私の質問を終

わります。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） それでは、私のほうか

ら質問させていただきます。 

  先ほども石川議員がおっしゃったとおり、私

たち議員のほうでも、平成29年６月20日ですけ

れども、看護師養成機関調査設置特別委員会を

設置しております。 

  そこの中において議員の中で、提出者が森 

儀一委員、佐藤義一委員、そして遠藤敏信委員、

そして私４名で設置されておりまして、その理

由といたしましては、その設置機関に係る諸問

題について必要な調査研究を行うとさせてもら

っています。その中において特別委員会のほう

でも清水委員長を初めとして、十分な議論がな

されて、今回このような、要は看護師養成校に

ついて話し合われたと感じております。 

  その中において、多分先ほど言ったとおり、

叶内恵子委員も特別委員会に入っておられて、

その中において十分な議論を重ねておると思う

んですけれども、その中で、どうして、要はも

う一度立ちどまって議論を重ね、最善策を講じ

たいと言うんですけれども、特別委員会の中で

どのような議論をなされて予算を決定されたの

か。ちょっとそこら辺をお伺いしたいと思いま

す。 
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  そこで議論をしっかり出されて、私たちに全

協にかかって、そして本議会でこのような修正

案を出されたと思うんですけれども、簡単に言

えば、特別委員会のほうでゴーを出したから、

私たちのほうもそれに納得したと思っておりま

すけれども、特別委員会の中ではそういった、

こういったような修正予算を出すとか、予算に

ついてとかという、詳しい話をなされたのか、

なされなかったのか、よろしくお願いします。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 特別委員会の中で、予

算の決定などはしていないと意識しております。 

  そしてまた、予算を決定する場ではないかと

思っております。 

  また、今回の修正動議につきましては、地方

自治法に沿いまして、適法に提出させていただ

いたものであります。以上です。 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） ということは、余り予

算のほうは質疑されていなかったということで

すね。わかりました。 

  だとすれば、もう少し特別委員会のほうでも

調査研究を行うのですから、予算面などもしっ

かり調査したほうがよかったと思うんですけれ

ども、ここでしていなかったということなので、

仕方ありません。 

  しかしながら、特別委員会は、私たちも設置

しておいて、それでもう少し議論を重ねるとい

うのは、いかがなものかなと感じております。

もう少し特別委員会の中でもしっかり話したほ

うがよかったのかなと、今さらながら思ってお

ります。 

  その中において、今回予算もしかり、もう少

しいろいろな努力をするべきだと思うんですけ

れども、特に、２ページ、市民、住民への説明

不足とありますが、私たちは、市民の代表であ

り、市民の意見を吸ってこの場に出ていると思

います。 

  逆に言えば、市民の方に説明する立場だと思

うんですけれども、そこら辺を十分に話なかっ

たのかと思いますけれども、そこら辺はいかが

でしょうか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 済みません。予算とい

うのは、建設費の予算ということの理解でよろ

しかったでしょうか。 

  それは、８月17日の委員会のほうに提出され

まして、大変本当に私の不徳のいたすところで、

欠席をしまして、その議論のところには自分は

ちょっとおりませんで、それで、全協の場に来

て、ほかの議員から出なかった質問であれば、

できるのかと思い、質問をさせていただいたと

ころ、皆さん御承知のとおり、委員会に行って

いてここで質問するのはいかがなものかという

ふうになったのは、皆さん御承知のことだと思

います。 

  そのほかについては、やはりこちら、動議は

適正に提出させていただいているかと思います

ので、以上になります。 

小野周一議長 叶内議員、動議については、正式

に受理しましたので、それに関してはいいです、

言わなくても。受理しましたので、だから今や

っているんですから、その辺は間違いのないよ

うに。（「はい」の声あり） 

１２番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小野周一議長 佐藤卓也君。 

１２番（佐藤卓也議員） もう一度繰り返します

が、何回も申しているとおり、特別委員会でゴ

ーを出したものを私たちは決議しております。 

  その中で、多分賛成の意見、そして反対の意

見もありますが、委員会で通ったものを私たち

は、９名で通ったものに対して私たちはしっか

り賛成していますので、その特別委員会のメン
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バーの委員の方がこの修正動議を出すというの

は、ちょっと私にとっては非常に感慨深いもの

がありまして、もう少し、出すならば、特別委

員会のほうでしっかり審議をしていただきたか

ったと思います。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

小野周一議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 佐藤卓也議員がそう思

うのであって、議論というのは、委員会に入っ

ていようが、委員会主義であることは理解して

いるんですが、さまざまな、さまざまなという

か、時の経過も含めて、時代の流れも、時代の

下っていくことも含めて、考えたり研究したり

することがそのとき話し合ったことが全てでは、

でも、それが全てでは自分はないのではないか

なと思います。 

  そして、市民の声をと先ほど言いましたが、

じゃ、佐藤卓也議員自体が何名の市民の声を聞

いて賛成というか、なのであるのか。私自身も

何名、今回ちょっと本当に身近の周辺の方々か

らもうちょっとゆっくり議論して、こういう内

容で進めているんだということを市報なりに本

当にわかるように、進捗状況を公表していただ

いて、その中で市民も話ができる場というのが

あれば、非常にわかりやすくいいんだけれども、

やっぱりどういうふうに進んでいるのかわから

ない。こうなっていると言っても、え、全然知

らなかったという声が本当に多数だったもので

すから、ということは御理解いただきたいなと

思います。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小野周一議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 済みません。たった一

言だけ。短く言います。 

  さっき佐藤卓也議員が質問されたときに、予

算のことまでは話にならなかった。後で修正し

て、測量費については、話し合われた。建設費

は聞いていない。 

  学校を建てましょうという特別委員会ですよ。

建てる、建てない、それに伴う予算なわけです

よ。その予算表示もなくて、ただやりましょう

なんていうのは、そんな行政あるわけないじゃ

いですか。金額がこのぐらいかかります。これ

だけの施設が必要ですという、そういう話をし

て、その中で審査するわけでしょう。 

  私は、今の金額なんて表示聞かなかったとい

う言い方は、行政やっている人たちに対して不

調法な話ですよ。私は聞かなかっただけ。あな

た休んだということを正当化しますけれども、

議員活動は、議員の仕事にまさる議員の活動は

ないんです。ほかに仕事がある、そういう言い

わけはないんです。 

  それから、もういいです。答えなくていいで

す。 

  一言だけ、１つ年上の者としてアドバイスし

ます。規程集に内規ありますね。市議会には。

あなた方が当選されたとき恐らく事務局に渡さ

れたと思います。そこをもう一回熟読してくだ

さい。委員会条例等もありますので、そこを熟

読して活動されたほうがいいんじゃないかと思

いますので、わざわざ手を挙げて答えなくても

結構です。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより修正動議に対する討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告はありません。討

論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 
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  初めに、修正動議について採決をいたします。 

  本案は、電子表決システムにより採決いたし

ます。 

  修正動議に賛成の諸君は賛成のボタンを、反

対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成６票、反対９票、棄権２

票、賛成少数であります。よって、修正動議は

否決されました。 

  次に、原案について討論に入ります。ただい

まのところ討論の通告はありません。討論あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第60号平成30年度新庄市一般会計補正予

算（第３号）は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議あり」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより表決を行います。 

  議案第60号については、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小野周一議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成10票、反対５票、棄権２

票であります。よって、議案第60号は原案のと

おり可決されました。 

 

 

日程第１７議案第６１号平成３０

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

小野周一議長 日程第17議案第61号平成30年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第61号平成30年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第61号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１８議案第６２号平成３０

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号） 

 

 

小野周一議長 日程第18議案第62号平成30年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお
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りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第62号平成30年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第62号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１９議案第６３号平成３０

年度新庄市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

小野周一議長 日程第19議案第63号平成30年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第63号平成30年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第63号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２０議案第６４号平成３０

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号） 

 

 

小野周一議長 日程第20議案第64号平成30年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 21ページの５の１の介

護保険基金、保険給付費準備基金積立金のこれ

が補正で5,000万円余り出ております。これは、

前年度繰越金でという話が説明でありましたけ

れども、平成29年度思ったよりも繰越金がふえ

たということに捉えてよろしいのでしょうか。 

  また、平成30年度に介護保険料、いろいろな

見通しを見たときに、引き上げざるを得ないん

だということで上げているわけなんですが、こ

の上げた結果、思ったよりも余裕が出ていると
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見ることはできないのか。どうでしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

小野周一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子君。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 積立金

につきましては、平成29年度の歳入額から歳出

額を引いた形式的な収支から今回、平成29年度

の補助金等精算を行いまして、その償還金を引

いた額ということになりますけれども、予定よ

りも若干多くなったのではないかなと考えてお

ります。 

  なお、この積立金につきましては、次期、第

８期の事業計画のときに、その使途につきまし

て十分に検討したいと思います。 

小野周一議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第64号平成30年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第64号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２１議案第６５号平成３０

年度新庄市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第１号） 

 

 

小野周一議長 日程第21議案第65号平成30年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第65号平成30年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第65号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２２議案第６６号平成３０

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第１号） 

 

 

小野周一議長 日程第22議案第66号平成30年度新

庄市水道事業会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお
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りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第66号平成30年度新庄市水道事業会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第66号は原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

     午後３時０２分 休憩 

     午後３時０８分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

小野周一議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一議会運営委員長登壇） 

佐藤義一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告い

たします。 

  本日午後３時５分より、議会運営委員６名出

席のもと、議会事務局職員の出席を求めて議会

運営委員会を開催し、本日の本会議における議

事日程の追加について協議をいたしたところで

あります。 

  協議の結果、議会案第１号日本政府が速やか

に核兵器禁止条約に署名し、国会が批准するこ

とを求める意見書の提出についての議会案１件

を本日の議事日程に追加していただくことにい

たしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願いを申し上げ、議会運営委員会における

協議の経過と結果について報告といたします。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た議会案１件を本日の議事日程に追加すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案１件を本日の議事日程に追加することに

決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午後３時０９分 休憩 

     午後３時１３分 開議 

 

小野周一議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

日程第２３議会案第１号日本政府

が速やかに核兵器禁止条約に署名

し、国会が批准することを求める

意見書の提出について 

 

 

小野周一議長 これから追加日程に入ります。 
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  日程第23議会案第１号日本政府が速やかに核

兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを

求める意見書の提出についてを議題といたしま

す。 

  提出者の説明を求めます。 

  総務文教常任委員長奥山省三君。 

   （奥山省三総務文教常任委員長登壇） 

奥山省三総務文教常任委員長 それでは、議会案

第１号日本政府が速やかに核兵器禁止条約に署

名し、国会が批准することを求める意見書の提

出について。上記の議案を別紙のとおり会議規

則第14条第２項の規定により提出します。平成

30年９月21日。新庄市議会議長小野周一殿。提

出者、新庄市総務文教常任委員会委員長奥山省

三。 

  次のページをお開き願います。 

  別紙。 

  日本政府が速やかに核兵器禁止条約に署名し、

国会が批准することを求める意見書の提出。 

  2017年７月７日国連において、日本を除く

122カ国の賛成によって「核兵器禁止条約」が

採択され、同年12月10日には、核兵器廃絶国際

キャンペーン「ＩＣＡＮ」にノーベル平和賞が

授与されました。今国際社会は核抑止力ではな

く、核兵器廃絶による平和構築に大きく前進し

ています。 
  唯一の戦争被爆国である日本は、被爆者の

「原爆をなくしてほしい」という痛切な願いに

応え、国際社会において核兵器廃絶の先頭に立

つ責任があります。しかし、日本政府が核保有

国の側に立ち、この「核兵器禁止条約」に反対

する行為は、被爆者の思いを踏みにじり、国際

平和に逆行するものです。この「核兵器禁止条

約」は、核兵器の法的禁止の内容を定め、加盟

国に核兵器の開発、実験、生産、製造、取得、

保有、貯蔵などの禁止を義務付け、さらに、使

用、使用の威嚇を禁じている画期的な条約です。

日本政府の日頃の平和政策には敬意を表すると

ころですが、より一層の実効性のあるこの「核

兵器禁止条約」に直ちに賛成し、署名・批准す

べきです。 

  「核なき世界」の実現は、被爆者、日本国民、

そして全世界の人々の切なる願いであり、新庄

市においても「平和都市宣言」を制定していま

す。地球上から核兵器をなくすことこそ、唯一

の平和への道であることを信じ、日本政府が

「核兵器禁止条約」に署名・批准することを強

く求めます。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先、衆議院議長宛て、参議院議長宛て、

内閣総理大臣宛て。 

  以上です。 

小野周一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第１号日本

政府が速やかに核兵器禁止条約に署名し、国会

が批准することを求める意見書の提出について

は、会議規則第37条第３項の規定により委員会

への付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議会案第１号日本政府が速やかに核

兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを

求める意見書の提出について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小野周一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 耳が悪かったら申しわ

けないんですけれども、別紙のこの文章の３行

目に、最後のほうに「賛成」と文書に書いてあ

るんですが、奥山委員長は「脅威」と読んだよ

うな気がするんですが、賛成でよろしいんです

ね。確認です。（「文書のとおりだろう」の声あ
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り） 

小野周一議長 暫時休憩します。 

 

     午後３時１８分 休憩 

     午後３時１９分 開議 

 

小野周一議長 休憩を解いて再開します。 

  総務文教常任委員長奥山省三君。 

奥山省三総務文教常任委員長 「賛成」というふ

うに私は読んだと思っています。 

小野周一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 よって、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第１号日本政府が速やかに核兵器禁止

条約に署名し、国会が批准することを求める意

見書の提出については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小野周一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

小野周一議長 ここで、市長より御挨拶がありま

す。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 ９月７日から始まりました長期に

わたる９月定例議会、慎重審議まことにありが

とうございました。 

  実りの秋を目の前に、多くの農家の皆さんに

被害が出ている状況を把握しているところであ

ります。早急に対応するよう、全力で取り組ん

でまいりたいというふうに思います。 

  また、今回は、修正動議等のことも議論が行

われたわけでありますけれども、補正予算の中

で、看護師養成校については、全員必要である

というような意見だというふうに受け取ったと

ころです。 

  ただし、ほかのことについては、拙速になら

ずに、丁寧に説明をするようにというふうなこ

とが加わっているというふうに承知したところ

であります。 

  現在県とも協議がかなり進んでおりまして、

今後総合支庁長を窓口といたしまして、正式に

場所が決まったということをもって、今後県の

対応へのお願いに参る予定でおります。当然、

支えていただいている県議の皆様にもこれまで

の経過、そして今後の取り組み等について説明

を申し上げ、同行いただきながら、知事への要

望を繰り返してまいりたいというふうに考えて

おります。 

  今般の議会、さまざまな御意見いただきまし

たけれども、皆様の御意見は、市の市勢発展の

ための御意見だというふうに十分に受けとめて

いるところであります。 

  今回いただいたことを、決算議会であります

ので、来年度の予算等について配慮できること

はしっかり配慮しながら、市民の安心安全、そ

して若者への希望と夢を実現できるような市政

に取り組んでまいりたいというふうに思ってお

ります。 

  ９月議会、慎重審議、まことにありがとうご

ざいました。 

小野周一議長 以上をもちまして、平成30年９月
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定例会の日程を全て終了いたしましたので、散

会いたします。 

  大変御苦労さまでございました。 

 

     午後３時２２分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  小 野 周 一 

 

   会議録署名議員  佐 藤 悦 子 

 

    〃    〃   佐 藤 義 一 

 




